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泉佐野市は市制施行70周年を迎えました
AAAA
泉佐

  りんくう公
園に

 新しいモニュ
メント

「LOVE RINK
U」が誕生!!
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届
出
の
日

投
票
場
所

平
成
30
年
４
月
９
日
以
前
新
住
所
地

平
成
30
年
４
月
10
日
以
後
前
住
所
地

2広報いずみさの 平成30年5月号

投
票
で
き
る
人　

平
成
12
年
５
月
14
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
30
年
２
月
５

日
ま
で
に
転
入
届
を
し
、
そ
れ
以
降
引
き

続
き
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
人

市
内
転
居
者
の
投
票
場
所

投
票
所
入
場
整
理
券　

投
票
所
へ
の
入
場

整
理
券
は
、
５
月
７
日
㈪
頃
ま
で
に
、
世

帯
ご
と
に
封
書
で
送
付
し
ま
す
。
封
書
に

は
、
世
帯
全
員
分
を
同
封
し
て
い
ま
す
。

も
し
、
届
か
な
か
っ
た
り
、
紛
失
し
た
場

合
で
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ

ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
受
付
へ

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
入
場
整

理
券
が
届
い
て
も
、
投
票
日
当
日
に
選
挙

権
の
な
い
人
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
入
場
整
理
券
を
本
人
以
外
の
人
が

使
用
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
投
票
所
で
は
本
人

確
認
の
た
め
に
「
住
所
」「
氏
名
」「
生
年
月

日
」
な
ど
を
お
尋
ね
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
期
日
前
投
票
お
よ
び
不
在
者
投
票
に
つ

い
て
】

投
票
日
時　

５
月
７
日
㈪
〜
12
日
㈯ 

午

前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
（
施
設
・
病
院

な
ど
で
不
在
者
投
票
を
行
う
場
合
は
、
午

後
５
時
ま
で
）

期
日
前
投
票
所

●
市
役
所
３
階
３
０
１
会
議
室

●
泉
佐
野
駅
期
日
前
投
票
所
（
南
海
「
泉

佐
野
」
駅
山
側 

観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
隣
）

※
駐
車
場
、
駐
輪
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

期
日
前
投
票　

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
、

用
事
、
旅
行
な
ど
（
期
日
前
投
票
事
由
に

該
当
す
る
場
合
）
で
投
票
所
に
行
け
な
い

人
は
、
あ
ら
か
じ
め
期
日
前
投
票
が
で
き

ま
す
の
で
、
期
日
前
投
票
所
へ
投
票
所
入

場
整
理
券
（
裏
面
の
「
期
日
前
投
票
宣
誓

書
」
に
必
要
事
項
の
記
入
が
必
要
。
事
前

記
入
に
よ
り
受
付
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま

す
）
を
持
参
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
未

着
の
場
合
は
な
く
て
も
可
）。
印
鑑
は
不

要
で
す
。

※
期
日
前
投
票
を
行
お
う
と
す
る
日
に
ま

だ
選
挙
権
を
有
し
な
い
人
（
例
え
ば
、
投

票
日
当
日
に
は
18
歳
を
迎
え
る
が
、
期
日

前
投
票
し
よ
う
と
す
る
日
に
は
ま
だ
18
歳

に
到
達
し
て
い
な
い
人
）
は
、
期
日
前
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら

の
人
は
、
例
外
的
に
従
来
の
不
在
者
投
票

制
度
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票

●
指
定
施
設
な
ど
に
お
け
る
不
在
者
投
票

…
不
在
者
投
票
施
設
に
指
定
さ
れ
て
い
る

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
ま
た
は

入
所
し
て
い
る
人
で
、
投
票
日
当
日
に
投

票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、
そ
の
施
設
な
ど

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
各

施
設
に
投
票
し
た
い
旨
を
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

●
滞
在
地
に
お
け
る
不
在
者
投
票
…
出
張

や
旅
行
な
ど
で
遠
隔
地
に
滞
在
し
て
い
る

た
め
、
投
票
日
当
日
に
本
市
で
投
票
で
き

な
い
人
は
、
本
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
か

ら
投
票
用
紙
の
交
付
を
受
け
、
最
寄
り
の

市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
が
で

き
ま
す
。
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
次
の
①

〜
④
の
と
お
り
で
す
。

①
最
寄
り
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
「
宣
誓

書
・
請
求
書
」
を
も
ら
う

※
本
市
選
管
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://

w
w
w
.city.izu

m
isan

o
.lg.jp

/
kakuka/senkyo/)

か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

②
必
要
事
項
を
記
入
し
て
本
市
選
挙
管
理

委
員
会
へ
送
付
す
る　
　
　
　

③
投
票
用
紙
な
ど
が
届
く

④
最
寄
り
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

で
投
票
す
る

※
選
挙
管
理
委
員
会
以
外
の
場
所
で
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
郵
送
な
ど
に
日

数
が
か
か
る
た
め
、
早
め
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

●
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
（
郵
便
等

投
票
）
…
身
体
の
障
害
な
ど
に
よ
り
、
投

票
所
に
行
け
な
い
人
が
郵
便
な
ど
で
投
票

で
き
る
制
度
で
す
。
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
で
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
、
介
護
保

険
で
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
の
人

は
、「
郵
便
等
投
票
」
が
で
き
ま
す
。「（
表

２
）
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き

る
人
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
投
票
す
る

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
等
投
票
証
明

書
」
の
交
付
が
必
要
で
す
の
で
、
選
挙
管

理
委
員
会
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
す
で

に
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
も
、
有
効
期

限
が
過
ぎ
て
い
る
場
合
は
更
新
が
必
要
で

す
。
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
用
紙
の
請
求
期
限
は
、
投
票
日
の
４

日
前
ま
で
で
す
。

　

ま
た
、
郵
便
等
投
票
が
で
き
る
人
で
、

自
ら
投
票
用
紙
に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
人
（
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷

病
者
手
帳
の
上
肢
ま
た
は
視
覚
障
害
の
程

度
が
重
度
）
は
、
代
理
記
載
に
よ
る
投
票

も
で
き
ま
す
。「（
表
３
）
郵
便
等
で
代
理

記
載
に
よ
る
投
票
が
で
き
る
人
」
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
の
発
行　

選
挙
公
報
に
は
、
各

候
補
者
の
政
治
信
条
な
ど
が
簡
単
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
候
補
者
を
選
ぶ
と
き

に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
日
の
前
々

日
ま
で
に
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

障
害
の
あ
る
人
の
た
め
の
制
度

●
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
版
・
点
字
版
「
選
挙

の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
…
視
覚
障
害
者
を

対
象
に
、
選
挙
公
報
や
投
票
方
法
な
ど
を

朗
読
し
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
版
「
選
挙
の

お
知
ら
せ
」
ま
た
は
、
点
字
版
「
選
挙
の

お
知
ら
せ
」
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
ど
ち

ら
か
一
方
を
選
ん
で
、
選
挙
管
理
委
員
会

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
過
去

の
選
挙
で
、
す
で
に
申
し
込
ん
で
い
る
人

は
、
新
た
に
申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
手
話
通
訳
者
の
派
遣
…
投
票
日
当
日
、

聴
覚
ま
た
は
言
語
障
害
な
ど
に
よ
り
言

葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困

難
な
人
に
、
手
話
通
訳
者
を
派
遣
し
ま

す
。
希
望
者
は
投
票
日
の
１
週
間
前
ま

で
に
選
挙
管
理
委
員
会
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
Fax

 

４
６
３
・
１
１
０
０
）
ま
た
は
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
て
申
し

込
ん
だ
場
合
は
、
派
遣
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
係
員
が
お
手
伝
い
…
投
票
所
は
既
存
の

施
設
を
使
用
す
る
た
め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
な
っ
て
い
な
い
施
設
も
あ
り
ま
す
。
ス

ロ
ー
プ
を
設
置
す
る
な
ど
、
改
善
で
き
る

施
設
に
つ
い
て
は
順
次
改
善
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
改
善
が
で
き
て
い
な
い
投

票
所
に
つ
い
て
は
、
係
員
が
お
手
伝
い
し

ま
す
の
で
、
投
票
所
の
受
付
へ
気
軽
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
点
字
投
票
…
視
覚
障
害
者
は
点
字
投
票

が
で
き
ま
す
。
点
字
器
や
点
字
の
候
補
者

名
簿
な
ど
は
投
票
所
に
あ
り
ま
す
。

代
理
投
票　

身
体
に
障
害
な
ど
が
あ
る
、

ま
た
は
文
字
の
読
み
書
き
が
で
き
な
い
た

め
、
自
ら
投
票
用
紙
に
記
載
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
に
は
、
補
助
者
が
代
理
で
投

票
用
紙
に
記
載
す
る
代
理
投
票
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。代
理
投
票
を
希
望
す
る
人
は
、

投
票
管
理
者
に
そ
の
旨
を
申
し
出
る
と
、

係
員
の
中
か
ら
２
人
の
補
助
者
が
選
任
さ

れ
、
１
人
が
選
挙
人
の
指
示
す
る
候
補
者

名
を
書
き
、も
う
１
人
が
立
ち
会
い
ま
す
。

な
お
、
だ
れ
に
投
票
し
た
の
か
と
い
う
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　

５
月
５
月
1313
日
㈰
は
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

日
㈰
は
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

問
合
先　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

任
期
満
了
（
５
月
23
日
）
に
伴
い
、
泉
佐
野
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
。

告
示
日　

５
月
６
日
㈰

投
票
日
時　

５
月
13
日
㈰ 

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

投
票
所　

市
内
35
ヵ
所
の
投
票
所　
　

※
（
表
１
）
投
票
区
の
投
票
所
お
よ
び
区
域
一
覧
を
参
照

開
票
日
時
・
場
所　

５
月
13
日
㈰ 

午
後
９
時
〜
・J:C

O
M

末
広
体
育
館
（
市
民
総
合
体
育
館
）
大
体
育
室

観光情報
センター

WC 交番

泉佐野駅前
ロータリー

銀行期日前投票所

南海本線｢泉佐野｣駅

コンビニ

▲泉佐野駅期日前投票所
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この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-242-7997）へ

広　

告

広

告

広報いずみさの 平成30年5月号3

投・開票速報
　投・開票速報は、選挙管理委員会事務局のホーム
ページ（http://www.city.izumisano.lg.jp/kakuka
/senkyo/）でお知らせする予定です。また、開票速
報はJ:COM末広体育館（市民総合体育館）2階入口
に掲示します。

特集　市議会議員選挙

投票区 投　票　所 区　　　　　域
1 新家町会館 新家町、南長坂町、見出住宅

2 市立北部市民交流センター本
館・北部公民館 鶴原東町、下瓦屋南町

3 鶴原町会館 鶴原町、鶴原中央住宅
4 下瓦屋長生会館 下瓦屋町、住吉町
5 中庄町内会館 中庄町
6 湊町会館 湊町
7 旭町会館 旭町
8 新町長生会館 新町、新浜町
9 春日町会館　 春日町、大宮町

10 市場町会館 市場町（市場東・市場西・市
場南）、中町

11 市立第二小学校体育館 高松東町、高松西町、高松南
町、高松北町

12 市立第一小学校体育館 元町、野出町、西本町
13 大西町会館 若宮町、大西町

14 親子教室（旧つばさ幼稚園）
（＊）

松原町、羽倉崎町、りんくう
往来（北・南）、泉州空港北

15 市立日根野中学校武道場（体
育館）（＊）

日根野（東上・久ノ木・中筋・
西出・野口・西上・新道出）

16 野々地蔵老人クラブ常設集会所 日根野（野々地蔵）、俵屋

17 長滝町会館 長滝（東の番・西の番・中の
番）、長滝第一住宅

18 長滝住宅集会所 長滝住宅
19 上町長生会館 上町

20 市立上之郷小学校多目的室 上之郷（母山・机場・女形・
上村・中村・下村・郷田）

21 安松町内会館 安松町
22 南中岡本町会館 岡本町
23 樫井東町会館 樫井東町
24 市立南部市民交流センター本館 樫井西町
25 土丸町会館 土丸
26 市立大木小学校　会議室(1) 大木

27 羽倉崎住宅中央集会所 東羽倉崎町、新安松町、羽倉
崎上町

28 府営泉佐野佐野台住宅集会所 佐野台町、東佐野台町、西佐
野台町、南泉ヶ丘町

29 貝田町会館 貝田町、鶴原北住宅
30 上瓦屋長生会館 上瓦屋町
31 本町長生会館 本町、栄町
32 葵町会館 葵町、幸町
33 泉ヶ丘町会館 泉ヶ丘町、新泉ヶ丘町
34 笠松町会館 笠松町
35 市立新池中学校被服室 泉陽ヶ丘、松風台

障害などの
区分 障害などの程度

身体障害者
手帳

両下肢、体幹、移動機能 1級または2級
心臓、じん臓、呼吸器、ぼ
うこう、直腸、小腸 1級または3級

免疫、肝臓 1級～3級

戦傷病者
手帳

両下肢、体幹 特別項症～第2
項症

心臓、じん臓、呼吸器、ぼ
うこう、直腸、小腸、肝臓

特別項症～第3
項症

介護保険の
被保険者証 要介護状態区分 要介護5

障害などの区分 障害などの程度
（上肢または視覚）

身体障害者手帳 1級
戦傷病者手帳 特別項症～第2項症

（表3）郵便等で代理記載による投票ができる人

（＊）第14投票区と第15投票区については、投票環境の向上のため、今回の選挙から投票所を変更しました。該当区域に
お住まいの人は、郵送される「投票所入場整理券」を確認のうえ、お間違えのないようにご注意ください。

（表1）投票区の投票所および区域
　投票所の地図は、「投票所入場整理券」に記載しています。わからないときは、問い合わせてください。

（表2）郵便等による不在者投票ができる人

いずみさの選管 ➡
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ま
た
当
日
、
同
じ
会
場
で
開
催
さ
れ
た
「
祝

70
周
年
！
吉
本
新
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劇
で
『
笑
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笑
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70
周
年
の
節
目
と
な
り
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し
た
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市制施行 70周年記念式典が開催されました市制施行 70周年記念式典が開催されました

▲泉佐野市少年少女合唱団のみなさんによる国歌・市歌斉唱

▲よしもと新喜劇に特別ゲストで
イヌナキンも出演しました !!

▲市の鳥「ルリビタキ」制定の発表

◀▲市制施行 70周年記念表彰

▲海外友好都市からの来賓のみなさん

▲司会を務めていただいた
スポーツ大使の大山加奈さん

▲市民憲章を朗読いただいた
観光大使の家田荘子さん
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第43回泉佐野郷土芸能の集い「市制施行70周年特別企画」
泉州タオルをつないで、ギネス世界記録  町おこしニッポンに挑戦!!

問合先　まちの活性課
日時　7月29日㈰ 午後2時30分～6時
場所　J:COM末広体育館
　今年の郷土芸能の集いは、市制施行70周年を記念し、特別企画を同時開催します!
　泉佐野市の特産品である「泉州タオル」を使って、ギネス世界記録「Longest 
human towel chain（最も長いヒューマンタオルチェーン）」に挑戦します！
　参加にあたって服装などの条件はなく、気軽に参加出来る挑戦です。
　市制施行70周年の節目の年に、あなたもギネス世界記録保持者になりませんか!?
Longest human towel chainとは？…バスタオルを人の手でつなげていき、その参加人数を競うギネス世界
記録。現在のギネス世界記録は、イタリアで樹立された1,646人です。

　なお、バスタオルをつなげた状態で5分間保てば記録として認められ、
1ヵ所でもタオルを離してしまうと失格となり、挑戦は3回までとなりま
す。（3回目まで挑戦した場合、午後6時頃まで挑戦会場から出ることが
出来ません。）
参加条件　小学生以上（市内・市外在住は問いません）
※小学校低学年の参加は、保護者同伴でお願いします。参加についての
詳細は、広報6月号をご覧ください。
記念品など　地元の高校生がデザインしたバスタオルを使って挑戦し、
挑戦後、バスタオルはお持ち帰りいただけるほか、豪華商品が当たる抽
選会も予定しています。

 

®

　午後６時（予定）からは、末広公園グラウンドにおいて、泉佐野郷土芸能の集いを開催します!
　泉佐野市の特産品「泉州タオル」でギネス世界記録に挑戦した後は、泉佐野市に古くから伝わる郷土芸能
を体験しましょう!!

▲平成27年2月に沖縄県与那原町で達成されたときの様子

「市の鳥」を制定・発表しました！
問合先　政策推進課　　

　4月1日にエブノ泉の森ホールにおいて開催された泉佐野市市
制施行70周年記念式典の中で、泉佐野市少年少女合唱団のみな
さんにご協力をいただき、制定した「市の鳥」を発表しました。
市の鳥　ルリビタキ
制定日　平成30年4月1日
ルリビタキの紹介
●スズメ目ヒタキ科の鳥、大きさは約14㎝。オスは体の上面が
美しい瑠璃色、メスは灰褐色の羽毛で覆われている。クチバシの
下から腹部・足にかけては、オス・メスともに白く、横腹に黄色
の模様が入っています。
●日本版「幸せの青い鳥」として人気があります。
●泉佐野市内では、泉佐野丘陵緑地などの山間部で見ることができます。
投票結果

　今年1月に市民のみなさんをはじめ、市内に在勤・在学されている
人を対象に市民投票を実施しました。
※有効投票数…3,024票
選定理由
「幸せを呼ぶ青い鳥として親しまれているから」や「泉佐野市に幸せ
を運んでくれそうだから」「色が鮮やかで美しいから」が多く、泉佐
野市に幸せがあふれるように、また、さらに美しい明るい市をめざし
て欲しいとの願いが込められています。 

▲市の鳥「ルリビタキ」

順位 鳥の名前 得票数
1 位 ルリビタキ 1,311 票
2位 ハクセキレイ 598票
3位 カワセミ 458票
4位 ハト 359票
5位 ツバメ 298票

広報いずみさの 平成30年5月号5
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4 月より産婦健康診査事業が始まりました
　出産後2週間前後と1ヵ月前後の時期に医療機関などで受ける産婦健康診
査にかかる費用を公費で負担します。
対象　泉佐野市の住民で、平成30年4月1日以降に出産後2週間および1ヵ
月を迎える産婦（出産後8週6日以内）
受診場所　大阪府内の協力医療機関（産科・産婦人科）または助産所
受診方法　妊娠届出時に発行する産婦健康診査受診票を利用して、医療機
関などで受診してください。
※既に妊娠届出が済んでいる対象者には郵送しています。大阪府外で健診
を受ける場合は、受診票の規定の範囲内で還付します。
公費負担額　産婦健診1回につき上限5,000円を2回まで
※公費負担額を上回った場合、差額分は自費となります。
持ち物　泉佐野市産婦健康診査受診票、母子健康手帳

産後ケア事業を開始します！
　出産後のお母さんや赤ちゃんが安心して過ごせるように
サポートします。健康推進課にご相談ください。
対象
●市内在住の産後4ヵ月未満の産婦と乳児
●産後に心身の不調または育児に不安がある人で家族などの
サポートが受けられない人。
※医療行為が必要または感染症の疑いがあるお母さん・赤ちゃんは利用できません。

利用方法
健康推進課での事前申請（原則、利用希望日の3日前まで）が必要です。申
請の際に現在の母子の様子や希望内容を伺い、対象であるかの審査を行い、
対象者と承認された人のみ利用できます。（持ち物：母子健康手帳・印鑑）
内容
●母へのケア（母体の健康相談、乳房ケア、休息の確保など）
●児へのケア（乳児の健康状態の確認、体重等の発育の確認など）
●授乳相談、沐浴の実施もしくは相談、児へのかかわり方の相談、育児相談
など
※兄弟の利用については原則できません。委託内容以外でサービスを受けた
場合は個別に料金が発生します。

サポートの種類 利用時間（原則）
ショートステイ 午前10時～翌日午前10時
デイサービス 午前10時～午後7時
短時間デイサービス 2時間程度

                                      新生児聴覚検査事業が始まりました
　泉佐野市では、生後に受けられた「新生児聴覚検査」の費用を一部公費負担します。
　生まれつき聞こえ（聴覚）に問題がある赤ちゃんは、1,000人に1人から2人といわれています。早期に発見し、
適切な支援をおこなうことが、赤ちゃんの心と言葉の成長のためにとても大切です。聞こえ（聴覚）の障害は気づ
かれにくいため、早期に発見するために「新生児聴覚検査」を受けましょう。
対象　泉佐野市の住民で、「新生児聴覚検査」を受ける生後1ヵ月以内の乳児（平成30年4月1日以降に出生した児）
公費負担額
●自動聴性脳幹検査（自動ABR）…上限5,000円
●耳音響放射検査（OAE）…上限1,500円
※公費負担額を上回った場合、差額は自費とな
ります。
受検方法 　直接、医療機関などに申し込んでく
ださい。（基本的には出産後入院している産院な
どでの受検となります。）
※協力医療機関以外で検査を受ける場合は、受
検票の規定の範囲内で還付します。出産病院で
新生児聴覚検査を実施できなかった場合は、協
力医療機関で検査を受けることができますが、
必ず時間に余裕をもって事前の電話をしてくだ
さい。

医療機関名 住所 電話番号
りんくう総合医療センター（＊）りんくう往来北2-23 469-3111
谷口病院 大西1丁目5-20 463-3232
笠松産婦人科・小児科 阪南市鳥取中192-2 471-3222
ながまつレディースクリニック 阪南市鳥取628-1 472-3788
あかね・レディースクリニック 貝塚市石才552 436-3541
おさきマタニティークリニック 貝塚市堀2丁目19-15 423-1103

協力医療機関一覧

  （＊）りんくう総合医療センターで出生した児のみ

と 生 のための しい事 が まりまししたとと たためめの ししい たたとと の の い がが始産産婦婦とと新新生生児児のたためめの新新ししい事事業業がが始始ままりりままししたたと
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長期で利用、追加購入可能になりました
平成30年度　プレミアム商品券を販売します平成30年度　プレミアム商品券を販売します

　泉佐野ポイントカード「さのぽ」を使ったプレミアム商品券
事業が、長期利用可能になって、早くも再登場！
　「さのぽ」は泉佐野市内の加盟店にて、商品・サービス代金
100円（消費税別）のお支払いごとに1ポイント貯まり、1ポイ
ント1円で加盟店で使用できるポイントカードです。

プレミアム商品券…指定の場所にて「さのぽ」カードに購入金額分のポイントをチャージし、加盟店にて商品代
金・サービス代金のお支払いの際にカードを提示することで、ポイントで支払いができます。（紙による商品券
の発行はありません。）
対象　18歳以上（平成30年4月1日時点）　※法人・団体名義は不可
価格　1セット 10,000円（＋2,000円分のポイントがつきます）　※1回5セットまで
購入可能
販売セット数　1万セット（先着順）　
有効期限　購入月から1年間
使用可能店　「さのぽ」の加盟店
※加盟店情報はさのぽホームページ（https://sanopo.com）などでご確認ください。
販売方法　原則本人のみ購入可能。販売セット数に達した時点で販売終了。販売場所
に直接お越しください。
※販売終了はさのぽホームページやfacebookでお知らせします。
持ち物　購入者のさのぽカード　（販売当日発行可能）年齢確認が可能な書類（運転
免許証、保険証、学生証など）
※代理人は上記のほかに、購入希望者の委任状、代理人の本人確認が可能な書類（運
転免許証、保険証、学生証など）が必要です。購入希望者（委任者）はさのぽホームペー
ジにて詳しい要項、委任状記載項目、注意事項を必ずご確認ください。
販売（チャージ）日時・場所　
【初期販売（購入は1人1回）】
●泉佐野まち処（上町3丁目8-12）…4月25日㈬～5月6日㈰ 午後1時～10時
※代理購入は家族1人分のみ可能（代理人の分の購入不可）。専用駐車場なし（公共交通機関をご利用ください）
【通常販売（再購入）】　※販売セット数に達している場合はなし
●泉佐野まち処…5月7日㈪～来年3月31日㈰の平日午後1時～7時、土・日曜日、祝日 午後4時～10時
●泉佐野市役所…5月10日㈭・11日㈮・14日㈪～16日㈬の午前10時30分～午後1時
問合先　月～金曜日（祝日を除く）の午後1時～7時に泉佐野ポイントカード会（上町3丁目8-12 観光おもてな
しプラザ 泉佐野 まち処内 ☎469-7500）へ　※電話での購入受付はできません。

　　　　　　　　泉佐野市の行政情報番組

「泉佐野Ｔ
テ レ ビ

Ｖ『さのテレ！』」が始まります！
　5月から、泉佐野市の行政情報番組「～市民が主役の情報番組！～ 泉佐野Ｔ

テ レ ビ

Ｖ『さのテレ！』」の放
送を開始します。市政、イベント、暮らしに役立つ情報などをお届けする他、市民のみなさんと共に
つくる番組をめざします。また、市ホームページからもご覧いただけます。
放送期間　月２回更新（月前半1～ 15日、月後半16日～月末）
放送ch　J:COMチャンネル（11ch）
放送枠　月曜日 午後10時～、木曜日 午後3時～、土曜日 正午～
　　　　（2週で6回リピート放送）
※編成改編などにより変更になる場合があります。
５月の主な放送内容（予定）
【前半】　●泉佐野市は市制施行70周年を迎えました
【後半】　●泉佐野南部公園がオープン
　　　　●りんくう公園に「LOVE RINKU」が完成
問合先　自治振興課

▲「さのぽ」カード

広報いずみさの 平成30年5月号7
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特集「施政方針・当初予算」

平成30年度 施政に関する基本方針  平成30年度 施政に関する基本方針  
「賑わいと歴史ある迎都 泉佐野」「賑わいと歴史ある迎都 泉佐野」

～ひとを育み ひとにやさしく～～ひとを育み ひとにやさしく～
　千代松市長は3月5日の定例市議会で、平成30年度の　千代松市長は3月5日の定例市議会で、平成30年度の
施政に関する基本方針を表明しました。施政に関する基本方針を表明しました。

問合先　政策推進課問合先　政策推進課
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創
生
な
く
し
て
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
は
な
し
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
地

方
創
生
」
の
流
れ
が
さ
ら
に
加
速
す
る
よ
う
、「
泉
佐
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、人
口
減
少
の
克
服
と
地
域
が
活
性
化
す
る
、

ま
ち
が
元
気
に
な
る
施
策
を
着
実
に
実
践
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
大
阪
府
に
お
き
ま
し
て
は
、「
副
首
都
・
大
阪
」
を
め
ざ
し
、「
首
都
・

東
京
」
と
と
も
に
、
東
西
二
極
の
一
極
と
し
て
、
我
が
国
の
成
長
を
け
ん
引
し
、

誰
も
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
大
阪
・

関
西
の
経
済
発
展
の
た
め
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
と
な
る
「
２
０
２
５
年
国
際

博
覧
会
」
の
誘
致
を
め
ざ
す
取
組
が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。
11
月
の
開
催
地
決

定
ま
で
、
国
・
自
治
体
・
経
済
界
が
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
で
誘
致
活
動
を
展

開
し
て
い
く
と
し
て
お
り
、
本
市
も
そ
の
一
員
と
し
て
、
そ
の
機
運
が
盛
り
上

が
る
よ
う
な
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
財
政
状
況
と
し
ま
し
て
、
平
成
25
年
度
決
算
で
の

財
政
健
全
化
団
体
か
ら
の
脱
却
後
、
黒
字
決
算
を
堅
持
し
て
い
る
も
の
の
、
普

通
会
計
決
算
の
経
常
収
支
比
率
は
１
０
０
％
を
超
え
て
お
り
、
経
常
的
な
支
出

を
経
常
的
な
収
入
で
賄
っ
て
い
な
い
と
い
う
財
政
の
硬
直
化
を
招
い
て
い
る
状

況
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
高
水
準
の
公
債
費
負
担
が
継
続
し
、
社
会
保
障
費
の

増
加
な
ど
不
確
定
な
要
素
も
多
い
こ
と
か
ら
、
財
政
の
硬
直
化
を
さ
ら
に
招
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
度
当
初
予
算
編
成
に
お
き
ま
し
て
は
、「
中

期
財
政
計
画
」
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
黒
字
決
算
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
歳

出
面
で
は
限
り
あ
る
財
源
を
最
大
限
に
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め

の
事
業
の
選
択
と
集
中
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
歳
入
面
で
は
、
昨
年
末
時
点

で
１
１
７
億
円
と
本
市
に
と
っ
て
こ
れ
ま
で
に
類
を
見
な
い
寄
附
金
が
集
ま
っ

た
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
は
じ
め
と
し
た
税
外
収
入
の
確
保
に
加
え
、
新
た

な
財
源
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
地
方
創
生
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
国
か
ら
の
交
付
金
を
は
じ
め
、
基
金
の
活
用
な
ど
、
そ
の
財
源
の

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
な
く
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
反
映

し
た
行
政
施
策
な
ど
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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特集「施政方針・当初予算」

市民と協働し、すべてのひとが輝くまちづくり

平成30年度 今年度の主な取組

【人権】
●「泉佐野市人権教育推進計画」に基づき、市民や各種
関係団体との協働を強化します。
●市民一人ひとりの参加による人権行政施策を推進します。
●総合生活相談は、相談者に寄り添った対応に努め、体
制の充実に努めます。
●北部市民交流センターに北部公民館を併設し、また南
部市民交流センターに青少年センター、教育支援センター
さわやかルームが移転し、複合施設として各機能の強化
を図ります。
【男女共同参画】
●男女共同参画社会の実現に向け、総合的に取り組みます。
●ドメスティック・バイオレンス、セクシュアル・ハラ
スメントなどの相談対応やその防止・啓発に努めます。
●就労の場において、女性が活躍できる環境づくりに取
り組みます。
●ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）や女
性の就労継続が整えられるように取り組みます。
【平和】
●「非核平和都市宣言」のもと、人権・平和意識の高い
社会環境の形成に努めます。
【国際化】
●国際化に対応できるまちづくりをめざします。

●中国上海市宝山区、成都市新都区およびウガンダ共和
国グル市と友好都市提携したことにより、新たな友好都
市交流を展開します。
●「2020年東京オリンピック・パラリンピック」のホス
トタウンとして、選手団の受け入れや市民との交流事業
の準備を進めます。
【情報・通信】
●わかりやすい情報を「広報いずみさの」やホームペー
ジなどを通じて積極的に発信します。また、駅前での早
朝広報活動を引き続き実施します。
●撮影用小型無線航空機（ドローン）を活用し、本市の
魅力を発信します。
●ケーブルテレビによる行政情報番組の放送を開始します。
【参画と協働】
●町会・自治会と連携した町会未加入世帯への加入勧奨
にあわせ、新規加入世帯に泉佐野地域ポイント「さのぽ」
ポイントを付与する取組を実施します。
●「（仮称）上之郷地区コミュニティセンター」の建設を
進めます。
●タウンミーティングや市政モニターにより、市民の意
見を市政に反映します。

【地域福祉】
●「我が事・丸ごと地域共生社会」の理念をベースに、
小地域ネットワーク活動などを基盤とした地域福祉の充
実に取り組みます。
●広域福祉連携のメリットを生かした福祉サービスの向
上に取り組みます。
【高齢者福祉】
●シルバー人材センター支援事業などにより、高齢者の
雇用・就業環境の整備や生きがいづくりに努めます。
●高齢者相互の交流を促進する「高齢者入浴利用料助成
事業」を引き続き実施します。
●市制施行70周年記念事業として、「介護甲子園フェス
ティバル」を開催します。
【児童福祉】
●「子育てのまち～いずみさの～」の実現に向けて、子
育て世代のニーズを把握するための調査を実施します。
●次世代育成地域交流センターを拠点とした様々な子育
て支援サービスを提供します。
●公立幼稚園と保育所を統合した幼保連携型認定こども
園を開設します。
●複雑化・困難化する家庭児童相談に対応するため、妊
娠期からの切れ目のない子育て支援を推進します。
●障害児支援は、乳幼児期から就学期、成人期までのラ
イフステージにおける支援体制づくりに努めます。
●留守家庭児童会は、学習支援などの充実に加え、対象
児童を小学6年生まで拡大します。
【障害者福祉】
●「ともに　みとめあい　ささえあい　あいにつつまれるま
ち　泉佐野」の実現に向け、関係機関と連携して取り組みます。

●包括的な相談支援体制を構築し、地域全体で支え合う
仕組みづくりに取り組みます。
【健康・医療】
●「健康都市宣言」を踏まえ、市民一人ひとりの健康を
支えていく施策を、市全体で取り組みます。
●妊産婦健診補助での府内最高水準の公費負担を維持し、
歯科健康診査を全額公費負担します。
●新たに設置する「子育て世代包括支援センター」にお
いて、妊婦の方を全数面接し、妊娠期から子育て期まで
の切れ目のない支援に努めます。
●産後ケアとして産後二週間サポート事業を産婦健診と
して拡充します。また、支援が必要な産婦にはデイサー
ビスなどの産後ケア事業を実施します。
●新生児聴覚スクリーニング検査に公費負担を開始し、
新生児の難聴の早期発見に努めます。
●各種がん検診事業は、胃カメラ検査の導入など、さら
なる検診機会の拡大を図ります。
【社会保険等】
●生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）を
配置します。また、在宅医療・介護連携の体制整備を図
るため、「在宅医療・介護連携推進事業」を開始します。
●介護予防の取組として、「泉佐野元気塾」に加えて、「ロ
コモティブシンドローム」（運動器症候群）に着目した「ロ
コモ予防事業」を実施します。
●国民健康保険事業は、府内全体で持続可能な医療保険
制度を構築するため、保険料徴収率の向上や医療費の適
正化などに努めます。

やさしさとふれあいのあるまちづくり
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【学校教育】
●「泉佐野市道徳教育振興条例」に基づき、道徳教育の
振興を図ります。
●学力向上に向け、「夏休みの短縮」や「土曜授業」により、
ゆとりを持った教育課程を実施します。また、算数サポー
ト補助教員の拡充を図ります。
●体力向上に向け、日本体育大学や大阪体育大学との連
携により講師の派遣などの取組を支援するほか、「SANO
リンピック」の開催や武道講師を配置します。
●中学校課外クラブの民間団体への委託を試験的に実施
します。
●未来を紡ぐ子どもの絆プロジェクト事業にて、子ども
たちの体験学習を実施します。
●いじめ・不登校問題の解決に向け、スクールカウンセラー
およびスクールソーシャルワーカーをはじめ、「生徒指導
支援員」「家庭の教育機能総合支援指導員」を拡充します。
●就学援助では、経済的理由によって就学が困難と認め
られる児童生徒の対象範囲などを拡大します。
●子どもの安全対策では、「スクールガードリーダー」の
充実を図るとともに、通学路防犯カメラを増設します。
●教職員の働き方改革について、市内小中学校にタイム
カードシステムを導入し、教職員の勤務時間の適切な管
理に努めます。
●学校施設整備は、築年数が約30年経過した新耐震基準
の校舎の整備を優先的に進めます。また、トイレの改修と
エレベーターの設置などを年次的に進めます。プール整備
については、新たに第三小学校、日新小学校および長坂小
学校において事業着手します。
●小中学校グラウンドを、学校教育に支障のない範囲で施
設開放の拡大を図るため、夜間照明の設置を検討します。
●学校給食は、喫食を促進し、食品ロス削減に努めます。
また、食材については、地元の食材を積極的に使用します。

【生涯学習・スポーツ】
●「いつでも」「どこでも」「だれでも」学べるまちづく
りを推進します。
●図書館における図書資料の充実を図ります。
●第三中学校区の公民館として、北部市民交流センター
本館内に図書室を併設した北部公民館を開館し、日根野
中学校区の公民館は、日根野プールとの一体整備を進め、
来年4月の開設をめざします。
●「2020年東京オリンピック・パラリンピック」に向け、
「スポーツ都市宣言」を行い、地域スポーツの振興と生涯
スポーツ社会の構築をめざします。
●市民総合体育館・健康増進センターは、安全で快適に
利用できる施設をめざし、順次整備します。
●青少年の健全育成として、「地域の子どもは地域で育て
る」環境づくりに努めます。
【歴史・文化】
●国史跡「日根荘遺跡」の保存活用計画に基づき、保存管
理を進めます。また、「日根荘大木の農村景観」では、大木
地区の魅力を伝えるサインおよび修景整備に着手します。
●本町の「大将軍湯」を文化財として保存するため、国
の登録文化財への手続きを進めます。また、他の歴史的
建造物と一体的な整備活用をめざします。
●市域に残る文化財を核とする観光拠点整備を図るため、
「泉佐野市歴史文化基本構想」の策定を行い、「日根荘遺跡」
については、「日本遺産」への認定業務を進めます。
●市制施行70周年記念事業として、泉佐野ゆかりの地を
訪問する「泉佐野歴史文化ツアー」を企画します。
●文化会館は、指定管理者と連携して、引き続き市民参
加型事業を中心としながら、自主事業の充実および市民
満足度の向上に努めます。

歴史・文化を大切にし、ひとを豊かに育むまちづくり

特集「施政方針・当初予算」

【道路・交通】
●都市計画道路熊取駅西線、熊取駅西1号線および南海本
線泉佐野8号踏切の拡幅について、工事に着手します。
●関西国際空港と京奈和自動車道を結ぶ「京奈和関空連
絡道路」の早期実現に向け、取り組みます。
●コミュニティバスは、無料運行を継続し、田尻町と連
携した新路線の運行に向けた協議、調整を進めます。
【公園・緑地】
●公園施設の適正な維持管理に努めます。
●「泉佐野南部公園」は、スポーツの拠点および災害時
の防災公園として、供用を開始します。また、泉佐野丘
陵緑地と結ぶ樫井川沿いの道路において、「かわまちづく
り計画」に基づく事業を推進します。
●末広公園のグラウンド機能の拡充などについて、検討
します。
●市制施行70周年記念として、来年春の「第59回全日本
花いっぱい全国大会」開催に向けた準備を進めます。
【上下水道】
●年次的に配水幹線のバックアップ機能の強化を図るな
ど、災害に強い水道の構築を進めます。
●「泉佐野市水道事業経営戦略」を策定し、安定した事
業運営に努めます。
●雨水整備は、市内の浸水区域の解消を図るため、計画
的かつ重点的に実施します。また、汚水整備は、さらな
る下水道普及率の向上を図るため、効率的かつ効果的に
進めます。
●「下水道事業経営健全化計画」よりも早期の来年度末に
は、資金不足額を解消できるよう健全経営に努めます。ま
た、公営企業会計に移行するための準備に取り組みます。

【住宅】
●「鶴原団地住宅建替第二期事業」の今年度中の完成を
めざします。
●耐震性が低く浴室のない市営住宅に、PFI手法による建
替事業の準備を進めます。
●定住促進の一環として、「住宅総合助成事業」や「空き
家バンク制度」、「住宅リフォーム助成制度」を実施します。
●新たに町会・自治会加入を条件とした助成制度を創設します。
●耐震化では、耐震診断、耐震設計、耐震改修に対する
助成や同時施工するリフォーム工事、耐震性のない木造
住宅の除却工事に対し助成します。
●空家を利活用するための耐震化工事やリフォーム工事、
除却工事に対する助成を増額します。条件付きで特定空家
をご寄附いただき、市で除却する新たな制度を創設します。
【市街地整備】
●市域全体の公園配置や風致地区などを含めた都市計画
の見直しを行います。
●熊取駅西地区は、良好な市街地の形成を大阪府や熊取
町と連携しながら進めます。
●泉佐野東駅前交通広場の立体利用により、駅周辺の活
性化を誘導します。
●南海本線井原の里駅のバリアフリー化に着手します。
●大木地区および土丸地区のまちの機能保全やコミュニ
ティの維持強化を図るため、大阪府に対し、新たな審査基
準の創設を働きかけます。
【景観】
●景観行政団体として、景観の形成に努めます。
●「日根荘大木の農村景観」を通じて、地域の活性化に
つながる取組を検討します。

心地よく、くつろぎを感じるまちづくり
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その他の取組
●関西国際空港と共存共栄のもと、海外からのインバウンド効果を生か
し、日本の玄関にふさわしいまちづくりを進めます。
●りんくうタウンでは、今後も国際医療交流の拠点づくりを推進します。
●国内外の国際空港関係者を招聘し、まちづくりについて考える国際シ
ンポジウムを市制施行70周年記念事業として開催します。
●「第5次泉佐野市総合計画」の策定に取り組みます。
●市役所業務について、ICTの導入、ペーパーレス化による業務改善を推
進し、AI（人工知能）技術の導入による業務効率化の可能性を検証します。
●「新地方公会計制度」により、健全な財政運営を行います。
●「日本自治体等連合シンガポール事務所運営協議会」を通じて、泉州タオルなど特産品の販路拡大やインバウン
ド観光客誘致の強化を図ります。
●首都圏において関係機関との連絡調整や市政に関する情報発信を迅速に行うため、東京事務所を開設します。
●全国的に民泊を解禁する「住宅宿泊事業法」が6月に施行されますが、既存コミュニティに影響を与えないような
方策を新たな法定外税の導入を含め、検討します。

【消防・防災】
●地域防災力の中核を担う消防団の充実強化を図ります。
●避難所や備蓄倉庫の整備、備蓄物資の充実、ジェイア
ラート機器の更新を行います。
●市役所職員で組織する消防団市役所分団を創設します。
また、上之郷分団車庫や大土分団大木車庫の整備、泉州
南消防組合旧日根野出張所施設の消防団拠点施設として
の活用を進めます。
●防災リーダーを育成するため、防災士資格習得支援を
実施します。
●大阪府および岸和田市以南の5市3町と合同で総合防災
訓練を実施します。また、安否確認タオルの全戸配布な
どの取組を行い、防災意識の高揚を図ります。
【地域安全】
●LED防犯灯設置の支援を継続します。また、市内8駅周
辺に設置した防犯カメラの活用と町会・自治会による防
犯カメラ設置の支援を行います。
●振り込め詐欺などの被害防止に向け、特殊詐欺対策機
器（迷惑電話防止装置）の無料貸し出しを実施します。
●高齢者自転車講習会参加者に自転車ヘルメットやマフ
ラータオルを配付し、交通事故撲滅に向けて取り組みます。

【環境衛生・環境保全】
●「檀波羅公園墓地維持管理基本計画」に基づき、合葬
式墓地整備工事を進めます。
●JR長滝駅前公衆トイレの整備を進めます。
●高齢者雇用の観点も兼ねた「まち美化清掃活動」を継
続します。
●設立した「一般財団法人 泉佐野ガス」から、市内公共
施設に都市ガスの販売を進めます。
【廃棄物処理】
●「一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」および「生活排
水処理基本計画」に基づき、廃棄物のさらなる減量化と
資源循環の推進に努めます。
●50リットル家庭系可燃ごみ用指定袋の活用を再開します。
●新ごみ処理施設の建設に向けて取り組みます。また、
し尿および浄化槽汚泥処理事務委託を熊取町から受け入
れる準備を進めます。
【消費生活】
●振り込め詐欺やインターネットショッピングの不当請
求などの被害が多発しており、消費生活センター機能の
強化・充実を図ります。
●消費者教育推進大使に委嘱された公式キャラクター「イ
ヌナキン」を活用した消費者教育の推進を図ります。

安全で、ひとと地球にやさしいまちづくり

特集「施政方針・当初予算」

【産業】
●若手農業者への研修などにより、新たな農業経営者の
育成に努めます。
●全国の各自治体と締結した「特産品相互取扱協定」の
スケールメリットを生かし、本市特産品を全国各地にPR
します。
●地場の食材を使った新たな商品のPRや泉佐野産（もん）
のブランド化を推進します。
●ため池ハザードマップの作成や転落防止柵設置などの
土地改良事業を推進します。
●森林を計画的に維持・管理していくための「森林経営
計画」の策定を進めます。
●市制施行70周年記念「第69回全国漁港漁場大会」を開
催します。
●ふるさと納税を活用した起業支援「ふるさと起業家支
援プロジェクト」にチャレンジし、新たな起業創出や中
心市街地のコミュニティの形成を図ります。
●泉佐野地域ポイント「さのぽ」ポイントの利用者拡大
に努めます。
●泉州タオルの生産量日本一につながる攻めのプロモー
ションを展開します。また、民間活力を生かした地場産
業支援センターの施設運営を図ります。

【観光】
●市内3ヵ所にある観光プラザ「まち処」を拠点として、
訪日外国人旅行者の満足度向上およびインバウンド観光
の推進に取り組みます。
●官民協働で本市の観光をマネージメントする泉佐野版
DMOの登録を支援します。
●国際会議などのMICE（マイス）誘致やシェアリングエ
コノミーサービスを活用した観光客向け体験ツアーなど
の開発に取り組みます。また、ヘリコプターによる観光
ネットワーク事業の構築に取り組みます。
●宿泊施設の誘致に取り組み、多言語案内などの整備を
推進します。
●泉州タオルをつないだ人数で世界一をめざします。ま
た、本市観光大使の女優・麻生祐未さんを起用したPRポ
スターなどを活用したプロモーション活動に努めます。
●りんくうタウン緑地公園内に国際規格のアイススケー
ト場を整備し、にぎわいのあるまちづくりを推進します。
【雇用・労働】
●就職困難者などに対して、多様化するニーズにあった
就労支援に取り組みます。
●就労支援フェアを通じて、市民の雇用機会を提供し、
就職率の向上を図ります。

活力をうみ、賑わいのあるまちづくり
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一
般
会
計
予
算
の
特
徴

　

〜
実
質
的
に
は
、
対
前
年
度
比
78
億
8
百
万
円
（
16.8
％
）
の
増

地
方
創
生
の
流
れ
を
さ
ら
に
加
速
し
、
市
制
施
行
70
周
年
の
節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
「
い
ず
み
さ
の
飛
躍
予
算
」
〜　

問
合
先　

行
財
政
管
理
課

　

平
成
30
年
度
の
当
初
予
算
は
、

こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
取

組
の
継
続
に
よ
っ
て
生
み
出
さ

れ
る
財
源
を
活
用
し
て
、「
地
方

創
生
」
の
流
れ
を
さ
ら
に
加
速

し
、
市
制
施
行
70
周
年
の
節
目

に
ふ
さ
わ
し
い
「
い
ず
み
さ
の

飛
躍
予
算
」
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、「
子
育
て

支
援
」
で
は
、
留
守
家
庭
児
童
会
の
対
象
児
童
を

小
学
３
年
生
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
拡
充
、
障
害

の
あ
る
子
ど
も
が
切
れ
目
な
い
支
援
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
保
護
者
と
関
係
機
関
が
情
報
を
共
有
で
き

る
「
泉
佐
野
市
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」
の
作
成
、「
教

育
環
境
の
充
実
」
で
は
、
市
内
７
小
学
校
と
1
中

学
校
な
ど
の
プ
ー
ル
整
備
、
中
学
生
の
運
動
意
欲

と
技
術
向
上
の
た
め
の
課
外
ク
ラ
ブ
活
動
民
間
委

託
の
試
験
的
導
入
、「
防
災
対
策
」
で
は
、
災
害
時

の
安
否
確
認
に
備
え
た
安
否
タ
オ
ル
の
全
戸
配
布
、

「
広
報
・
公
聴
」
で
は
、
本
市
の
行
政
情
報
・
防
災

情
報
を
発
信
す
る
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
再
開
、「
ま
ち
の
活

性
化
・
賑
わ
い
の
創
出
」
で
は
、
住
宅
購
入
価
格

の
1
％
を
地
域
ポ
イ
ン
ト
「
さ
の
ぽ
」
と
し
て
付

与
す
る
住
宅
総
合
助
成
な
ど
「
さ
の
ぽ
」
活
用
18

事
業
の
展
開
、「
歴
史
・
文
化
」
で
は
、「
日
根
荘

遺
跡
」
の
日
本
遺
産
登
録
に
向
け
た
歴
史
文
化
構

想
の
策
定
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
施
策
を
中
心
に

重
点
配
分
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
財
政
健
全
化
に
つ
い
て
は
、
中
期
財
政

計
画
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
に
取
り

組
み
、
人
件
費
抑
制
の
継
続
、
地
方
債
残
高
の
減

少
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
拡
充
な
ど
に
よ
り
、

財
政
基
盤
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

一般会計 歳入
563億  389万円

諸収入
 15億 165万円 （2.7％）

使用料および手数料・分担金および使用料および手数料・分担金および
負担金・繰入金・財産収入・寄附金負担金・繰入金・財産収入・寄附金
 138億 257万円（24.5％） 138億 257万円（24.5％）

地方交付税・譲与税・交付金地方交付税・譲与税・交付金
 42億 932万円（7.5％） 42億 932万円（7.5％）

市債 市債 
  57億2,360万円  （10.1％）57億2,360万円  （10.1％）

市税市税
 206億5,506万円 206億5,506万円
 （36.7％） （36.7％）

国・府支出金国・府支出金
 104億1,169万円（18.5％） 104億1,169万円（18.5％）

一般会計 歳出
563億 389万円
（目的別） 

一般会計 歳出
563億 389万円
（性質別） 

繰出金
  70億9,515万円（12.6％）70億9,515万円（12.6％）

人件費人件費 
55億1,807万円  （9.8％）（9.8％）

補助費等
 66億6,325万円  （11.8％） （11.8％）

積立金
 46億8,237万円（8.3％）

貸付金・維持補修費など
 12億8,897万円（2.3％）

扶助費扶助費
  111億6,430万円111億6,430万円
  （19.8％）  （19.8％）

公債費公債費
 73億9,757万円  73億9,757万円 
（13.2％）（13.2％）

物件費物件費
 71億6,110万円  71億6,110万円 
　　　　（12.7％）　　　　（12.7％）

衛生費衛生費
 52億 52億8,6278,627万（9.4％）万（9.4％）

教育教育費
 45億8,443万円（8.1％）

消防費
 13億5,477万円（2.4％）

議会費
 2億8,843万円（0.5％）

普通建設事業費
 53億3,311万円（9.5％）

諸支出金諸支出金・農林水産業費・・農林水産業費・
商工費・商工費・労働費・予備費労働費・予備費
 57億3,811万円（10.2％） 57億3,811万円（10.2％）

民生費民生費
 176億 176億

1,075万円1,075万円
  （31.3％）  （31.3％）

公債費公債費
73億9,757万円 （13.1％）73億9,757万円 （13.1％）

土木費費
  50億5,427万円 （9.0％）50億5,427万円 （9.0％）

総務費総務費
 89億8,929万円 89億8,929万円 
 （16.0％） （16.0％）

会 計 名 平成30年度（万円）平成29年度（万円）比較増減（万円）比率(%)
一般会計 563億　389 474億5,294 88億5,095 118.7 
繰上償還および借換債除く（＊1・2） 541億5,949 463億5,164 78億　785 116.8 

国民健康保険事業特別会計 113億1,208 136億9,472 △23億8,264 82.6
下水道事業特別会計 72億2,092 69億9,572 2億2,520 103.2 
前年度繰上充用金および借換債除く（＊2・3） 51億4,832 50億8,192 6,640 101.3 

公共用地先行取得事業特別会計 17億5,775 3億9,523 13億6,252 444.7 
繰上償還除く（＊1） 6億2,875 3億9,523 2億3,352 159.1 

介護保険事業特別会計 86億3,231 81億　636 5億2,595 106.5
後期高齢者医療事業特別会計 11億6,851 10億9,175 7,676 107.0 
病院事業債管理特別会計 24億　897 22億5,167 1億5,730 107.0 
りんくう公園事業特別会計 6億5,448 ー 6億5,448 皆増
水道事業会計 56億3,253  44億5,279  11億7,974 126.5 

合　　　　計 950億9,144 844億4,118 106億5,026 112.6

各

会

計

予

算

（＊1）繰上償還…利子負担軽減のために償還を繰り上げて行うもの
（＊2）借換債…満期時に一部を借り換えするもの（＊3）前年度繰上充用金…前年度の赤字見込額
※これらを除いたものが実質的な予算規模になります。

特集「施政方針・当初予算」

平成30年度当初予算 総額 950億9,144万円平成30年度当初予算 総額 950億9,144万円

一般会計歳入・歳出の内訳
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学 校 園 紹 介

支
援
教
育

　平成30年度より、「幼保連携型認定こども園」として新
たにスタートしました。4月2日の入園式では、0～5歳児
の新入児56人が入園し、198人の元気な子どもたちが毎
日登園してきます。広い園庭では、毎日子どもたちの元気
な姿があふれています。
【めざすこども像】
●明るく元気なこども
●感性豊かに、伸び伸びと
表現できるこども
●自分で考え、意欲的に行
動できるこども
●友達を大切にし、仲間と
ともに育ち合うこども
 　年間を通して、0～5歳児がリトミックに取り組み、し
なやかな身体づくりをめざしています。年少児が年長児の
リトミックを見て憧れ、「自分も!」と挑戦する姿はとても
かわいいです。年長児は、リズムや動きのポイントを意識
しながら自分の身体をしなやかに動かして表現を楽しみ、

自信満々の姿です。
　子どもたちの毎日の遊びの中
では、思いのすれ違いなどでケ
ンカになってしまうこともあり
ますが、そういう場をとらえて、
自分の思いを言葉で伝え、そし
て相手の思いを聞くことで、譲

り合えたり順番がわかったり、思いやりの心の交流ができ
たりと、人と関わる力が豊かに育つことを大切にしていま
す。
【子育て支援事業】
　就学前の親子対象の子育て支援事業を行っています。遊
びの教室、園庭開放、育児教室、施設開放、行事開放など
に、地域の就学前の保護者が集い交流を深めています。

　今年は、佐野台小学校45周年。PTAのみなさんが
中心になって記念タオルを制作しました 。タオルの絵
柄は子どもたちの投票で決定。佐野台小学校に愛着を
もってもらいたいという願いを込めて、記念タオルを
配りました。130年の歴史をもつ泉州タオルを作られ
ている袋谷さんから「泉州タオルづくり」についての
お話をしていただきました。
「あんなわたから作っていると思
いませんでした。」
　糸になる前の綿を触らせてもら
うと大盛り上がり。その綿を紡い
で糸にしてみようとしますが、な
かなか細い糸にはなりません。
「泉州タオル130年伝わっているのが、わかりました。」
　泉州タオル発祥の地が泉佐野であり、130年の歴史

があることを知りました。自分の
住んでいる町に興味をもち、その
地に古くからある産業について学
ぶことができました。吸水実験と
して、泉州タオルを水に浮かべて
みると、すぐに沈んでいきました。

比べたほかのタオルとの違いにびっくりしました。
「45周年記念タオルうれしかったです。」
　2つの絵柄を投票するところからスタートし、子ど
もたちも自分たちが選んだタオルを手にして満足の様
子。「かわいい」「今日もらった佐野台タオル（？）は
使わずにかざっておこうと思います。」などの感想が
聞かれました。
最後は、みん
なで記念撮影。

問合先
学校教育課

感じよう　楽しもう　つながろう
～さくらこども園～

佐野台小学校45周年「佐野台小学校が大好き !」
～佐野台小学校～

　

平
成
19
年
４
月
、
「
特
別
支
援
教
育
」
が
学
校
教
育
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

す
べ
て
の
学
校
に
お
い
て
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
自
立
や
社
会
参
加

に
向
け
た
取
組
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
的
に
は
「
特
別
支
援
教

育
」
と
い
う
言
い
方
が
一
般
的
で
す
が
、
大
阪
府
で
は
「
支
援
を
受
け
る
こ

と
は
何
も
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
」
と
い
う
考
え
の
下
、
「
支
援
教
育
」
と

い
う
言
い
方
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

泉
佐
野
市
に
お
い
て
も
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
含
め
、
す
べ
て
の

子
ど
も
た
ち
が
「
と
も
に
学
び
、
と
も
に
育
つ
」
教
育
（
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
）
を
基
本
理
念
と
し
、
支
援
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
内

18
小
中
学
校
に
合
計
89
学
級
の
支
援
学
級
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
一
人
ひ
と

り
の
状
況
に
応
じ
た
指
導
・
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
小
学
校
に
４
校
、
中
学
校
に
１
校
、
通
級
指
導
教
室
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
通
級
指
導
教
室
と
は
、
児
童
生
徒
が
通
常
の
学
級
に
在
籍
し

な
が
ら
、
言
葉
の
機
能
訓
練
や
社
会
性
を
身
に
つ
け
る
訓
練
を
受
け
る
こ
と

の
で
き
る
教
室
の
こ
と
で
す
。
通
級
指
導
教
室
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
学
校

の
場
合
は
、
放
課
後
な
ど
の
時
間
に
通
級
に
よ
る
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
小
・
中
学
校
に
の
み
設
置
さ
れ
て
い
た
通
級
指
導
教
室

で
す
が
、
平
成
28
年
12
月
、
「
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
」
に
よ

り
、
高
等
学
校
に
お
け
る
通
級
に
よ
る
指
導
が
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
う
け
大
阪
府
で
は
、
平
成
30
年
度
よ
り
府
立
柴
島
高
校
と
府
立
松
原
高
校

の
２
校
に
通
級
指
導
教
室
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
就
学
前
か
ら
社
会
参
加
ま
で
、
支

援
体
制
を
切
れ
目
な
く
繋
い
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
学
習

指
導
要
領
（
平
成
29
年
３
月
告
示
）
に
は
、
家
庭
、
地
域
お
よ
び
医
療
、
福
祉
、

保
健
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
長
期
的
な
視
点
で
児
童
生
徒
へ
の

教
育
的
支
援
を
行
う
た
め
に
、
「
個
別
の
教
育
支
援
計
画
」
を
作
成
・
活
用

す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
学
び
、
可
能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
す

と
と
も
に
、
将
来
の
社
会
参
加
を
め
ざ
し
、
今
後
も
支
援
教
育
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
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6

　　問合先　関西国際空港案内（☎455-2500）
ホームページ http://www.kansai-airport.or.jp/

月
の
月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

5

■関西国際空港が
ボーイング最新型機B787-10の就航地に決定

　関西国際空港が世界に先駆けて、シンガポール航空が運
航する最新型機B787-10の定期便の就航先として選定さ
れました。5月より、関西＝シンガポール線において運航
を開始します。現在、関西国際空港では、シンガポール航
空のシンガポール線が週14便運航しています。同路線で
運航しているエアバスA330-300型機と比べて、座席数が
増加するとともに、内装デザインの刷新により、シンガポー
ルまでのフライトがさらに快適になります。この春も、関
西国際空港をぜひご利用ください。
■関西国際空港初の「到着時免税店」がこの春オープン！
　4月1日㈰に第1および第2ターミナルビルの国際線到着エリ
アに、到着時免税店「ANA ARRIVAL DUTY FREE SHOP」3
店舗がオープンしました。これまで出国時に限られていた免
税品の購入が、日本入国時にも可能になり、よりワクワクし
た空港に生まれ変わります。予定していた免税品を買い忘れ
てしまったという時
にも安心！海外から
ご帰国の際にはぜひ
お立ち寄りください。

５
月
は
「
水
防
月
間
」

　

我
が
国
は
、
自
然
的
・
社
会
的
環

境
か
ら
洪
水
な
ど
に
よ
る
災
害
を
受

け
や
す
く
、
毎
年
の
よ
う
に
豪
雨
や

台
風
に
よ
る
洪
水
が
全
国
各
地
で
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

梅
雨
や
台
風
の
時
期
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
水
防

の
重
要
性
や
備
え
な
ど
、
水
防
に
対

す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ

く
期
間
で
す
。

　

災
害
に
備
え
て
次
の
こ
と
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。 

●
自
ら
す
す
ん
で
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
の
気
象
情
報
か
ら
災
害
や
警
報
・

注
意
報
の
情
報
を
得
る
よ
う
に
す
る

●
自
ら
の
指
定
避
難
所
や
避
難
経
路

は
、
あ
ら
か
じ
め
家
族
で
決
め
て
お
く

●
最
低
３
日
分
の
食
料
、
常
備
薬
、

下
着
類
な
ど
を
入
れ
た
非
常
用
持
ち

出
し
袋
な
ど
を
準
備
し
て
お
く

※
指
定
避
難
所
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
市
発
行
の
「
も
し
も
の
時
の

防
災
ガ
イ
ド
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト 

・
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.osak

a-bousai.net/

）】

【
河
川
防
災
情
報
（http://w

w
w
.

osaka-kasen-portal.net/suib
ou/

）】

　

河
川
の
現
在
の
状
況
を
わ
か
り
や

す
い
絵
と
色
、
画
像
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
市
町
村
別
に
付
近
の
河
川
を

選
べ
ま
す
。

問
合
先　

自
治
振
興
課

５
月
は
「
宅
地
防
災
月
間
」

　

造
成
中
の
急
斜
面
、
無
理
な
積
み

方
を
し
た
石
垣
、
風
化
の
著
し
い
崖 ▲QRコード

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
通
知

で
災
害
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

　

登
録
す
れ
ば
防
災
情
報
メ
ー
ル
が

送
信
さ
れ
ま
す
。　
　

登
録
方
法

①
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か
、

「to
uro

ku@
o
saka-b

o
usai.

net

」
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く

だ
さ
い
。

②
「
登
録
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
」
が
返
信
さ
れ

ま
す
。

③
返
信
さ
れ
た
メ
ー
ル
の
「
登
録
用

Ｕ
Ｒ
Ｌ
」
へ
ア
ク
セ
ス
し
、
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
登
録
料
・
利
用
料
は
無
料
で
す
が
、

メ
ー
ル
の
送
受

信
に
か
か
る
通

信
料
は
必
要
で

す
。

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
家
庭
で
も
宅
地
災
害
を
未
然
に
防
ぐ

点
検
を
お
願
い
し
ま
す
】

　

自
宅
の
周
辺
を
点
検
し
、
必
要
な

と
き
は
早
急
に
適
切
な
処
置
を
し
ま

し
ょ
う
。

●
石
垣
、
擁
壁
に
亀
裂
な
ど
が
入
っ

て
い
な
い
か
、
水
が
し
み
出
し
て
い

な
い
か

●
石
垣
、
擁
壁
な
ど
の
水
抜
き
穴
か

ら
う
ま
く
水
が
流
れ
出
て
い
る
か

面
な
ど
は
、
長
雨
、
大
雨
な
ど
に
よ

り
思
わ
ぬ
災
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
宅
地
災
害
は
、
い
っ

た
ん
起
こ
る
と
家
屋
や
家
財
、
と
き

に
は
尊
い
人
命
に
か
か
わ
る
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

大
雨
が
予
想
さ
れ
る
梅
雨
期
を
前

に
、
宅
地
造
成
工
事
な
ど
に
よ
っ
て
起

こ
る
崖
崩
れ
や
土
砂
の
流
出
に
よ
る

災
害
発
生
を
未
然
に
防
ぎ
、
宅
地
災

害
を
な
く
す
た
め
、
府
や
市
、
消
防

署
や
警
察
署
、
関
係
機
関
な
ど
が
協

力
し
宅
地
防
災
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

　

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
、
宅
地
造
成
地

や
土
砂
採
取
地
な
ど
の
安
全
性
な
ど

を
点
検
・
指
導
し
ま
す
。

●
宅
地
防
災
技
術
研
修
会

　

宅
地
造
成
事
業
者
や
設
計
者
な
ど

を
対
象
に
宅
地
防
災
に
関
す
る
技
術

研
修
会
を
5
月
下
旬
に
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
府 

建
築
指
導
室
ホ
ー
ム

●
地
盤
が
沈
下
し
て
い
な
い
か

●
排
水
用
の
溝
に
泥
な
ど
が
つ
ま
っ

て
い
な
い
か

※
詳
し
く
は
府 

建
築
指
導
室
発
行

の｢

石
積
み
・
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
よ
う

壁
の
自
己
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル｣

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
府 

建
築
指
導
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

相
談
・
問
合
先

●
都
市
計
画
課
（
り
ん
く
う
タ
ウ
ン

駅
ビ
ル
東
棟
2
階 

☎
４
４
７
・
８
１

２
４)

●
府 

審
査
指
導
課

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
７
２
２
）

檀
波
羅
公
園
墓
地
使
用
の
み
な
さ
ん

こ
ん
な
と
き
に
は
手
続
き
を

　

檀
波
羅
公
園
墓
地
の
使
用
に
あ
た

り
、
左
記
の
事
項
が
生
じ
た
と
き
は

手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
使
用
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き

●
使
用
者
の
住
所
、
氏
名
な
ど
を
変

更
し
た
と
き

●
使
用
許
可
証
を
紛
失
し
た
と
き

●
お
墓
に
埋
葬
・
改
葬
す
る
と
き

●
墓
地
を
市
へ
返
還
す
る
と
き

問
合
先　

環
境
衛
生
課

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
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ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
放
火
!!

〜
放
火
さ
れ
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
〜

　

昨
年
、
消
防
組
合
の
管
内
で
家
の

ま
わ
り
に
置
い
て
い
た
座
椅
子
、
物

品
販
売
店
の
敷
地
内
の
物
置
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
共
用
部
分
に
置
い
て
い
た

傘
立
て
や
郵
便
受
け
の
チ
ラ
シ
な
ど
、

い
ず
れ
も
火
の
気
の
な
い
と
こ
ろ
か

ら
発
生
し
た
火
災
が
あ
り
ま
し
た
。

 

放
火
は
、
人
け
の
途
絶
え
た
寝
静
ま
っ

た
時
間
帯
に
侵
入
さ
れ
や
す
い
場
所

で
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

放
火
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
に
は
、

「
放
火
さ
れ
な
い
・
放
火
さ
せ
な
い

環
境
づ
く
り
」
が
大
切
で
す
。
隣
近

所
と
声
を
掛
け
あ
っ
て
、
地
域
ぐ
る

み
で
放
火
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
放
火
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
！
】

●
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
物
を

置
か
な
い

●
門
や
通
用
口
、
物
置
、
車
庫
な
ど

の
ド
ア
は
必
ず
施
錠
す
る

●
照
明
器
具
な
ど
を
設
置
し
、
夜
間

も
家
の
ま
わ
り
を
明
る
く
す
る

●
郵
便
受
け
の
新
聞
や
チ
ラ
シ
は
必

ず
屋
内
に
取
り
込
む

●
ゴ
ミ
は
、
指
定
の
収
集
日
に
出
す

問
合
先

泉
州
南
広
域
消
防
本
部 

予
防
課

☎
４
６
９
・
０
８
８
６　

Fax
４
６
０
・
２
１
１
９

就
学
相
談
全
体
会

　

小
中
学
校
へ
の
就
学
に
際
し
、
子

ど
も
の
こ
と
で
不
安
を
持
っ
て
い
る

保
護
者
を
対
象
に
、
就
学
相
談
に
つ

い
て
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

日
時　

６
月
14
日
㈭

●
小
学
校
：
午
後
２
時
〜　

●
中
学
校
：
午
後
３
時
〜　

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森
ホ
ー
ル

　
　
　

１
階 

マ
ル
チ
ス
ペ
ー
ス

内
容　

支
援
学
級
・
支
援
学
校
・
個

別
の
就
学
相
談
の
流
れ
な
ど

対
象　

来
春
、
小
・
中
学
校
に
入
学

す
る
年
齢
の
児
童
の
就
学
に
つ
い

て
、
相
談
を
希
望
す
る
保
護
者

問
合
先　

学
校
教
育
課

※
申
込
不
要

泉
佐
野
市
で
の
新
婚
さ
ん
の

新
生
活
を
応
援
し
ま
す
！

　

平
成
30
年
３
月
以
降
に
入
籍
し
、

泉
佐
野
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
夫
婦

の
新
居
の
住
居
費
・
引
越
し
費
用
を

対
象
に
補
助
（
上
限
あ
り
）
が
あ
り

ま
す
。
申
請
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
件
数
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

５
月
15
日
㈫
以
降

に
子
育
て
支
援
課
へ

 

三
世
代
同
居
等
支
援
事
業

　

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら

れ
、
高
齢
者
な
ど
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
健
康
で
幸
せ
な
住
環
境
を
創
る

た
め
に
、
泉
佐
野
市
内
に
お
い
て
高

齢
者
世
帯
と
同
居
ま
た
は
、
近
居

（
直
線
距
離
で
お
お
む
ね
1.2
㎞
以
内
）

し
た
子
ど
も
世
帯
に
対
し
て
、
転
入

転
居
費
用
の
一
部
（
※
）
を
限
度
額

10
万
円
と
し
、
助
成
し
ま
す
。

※
転
入
転
居
日
か
ら
６
ヵ
月
以
内
の

申
請
が
対
象

【
転
入
転
居
費
用
と
は
】

●
持
家
の
場
合
…
住
宅
の
新
築
・
増

築
・
建
て
替
え
に
要
す
る
費
用
（
リ

フ
ォ
ー
ム
は
対
象
外
）
ま
た
は
中
古

住
宅
を
購
入
す
る
費
用

●
貸
家
の
場
合
…
賃
貸
借
契
約
に
要

す
る
費
用
（
敷
金
・
礼
金
・
権
利
金
・

仲
介
手
数
料
）

【
高
齢
者
世
帯
の
要
件
】

●
子
ど
も
世
帯
と
同
居
・
近
居
を
は

じ
め
た
時
点
で
、
す
で
に
１
年
以
上

泉
佐
野
市
内
に
居
住
し
て
い
る

●
65
歳
以
上
（
夫
婦
の
み
の
場
合
い

ず
れ
か
一
方
）
の
人
の
み
の
世
帯

●
市
税
・
介
護
保
険
料
の
滞
納
が
な
い

【
子
ど
も
世
帯
の
要
件
】

●
子
ど
も
世
帯
の
世
帯
主
ま
た
は
そ

の
配
偶
者
が
、
高
齢
者
世
帯
を
構
成

す
る
者
の
直
系
卑
属
（
子
）
で
あ
る

●
申
込
時
に
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

を
、
申
込
者
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
が

扶
養
し
、
同
居
し
て
い
る

●
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い

問
合
先　

高
齢
介
護
課

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

耐震診断費用・耐震改修工事の一部を補助します
　泉佐野市では地震に備えた住宅の耐震化へ、工事費などの一部を補
助します。　※事業開始は国および府の補助額確定後

問合先　都市計画課
　　　　（りんくうタウン駅ビル東棟2階 ☎447-8124)
※それぞれの受給には、条件がありますので事前に問い合わせて
ください。補助件数は、予算の範囲内となります。

補助金 対象 金額

耐震
診断

昭和56年5月31日以前に建築された木造
住宅（長屋、併用住宅および共同住宅を含
み、現に居住しているもの）で、耐震診
断技術者により耐震診断を実施するもの

耐震診断に要した費用
(1,000円/㎡を限度と
する)の10分の9で、1
戸当たり4万5千円限度

耐震
設計

昭和56年5月31日以前に建築確認を受
けて建築され、耐震診断の結果、耐震性
が不足している木造住宅（長屋、併用住
宅および共同住宅を含み、現に居住して
いるか、改修後、住もうとするもの。賃
貸住宅は除く）

耐震設計に要した費用
の10分の7で、1戸当
たり10万円限度

耐震
改修

昭和56年5月31日以前に建築確認を受
けて建築され耐震診断の結果、耐震性
が不足している木造住宅（長屋、併用
住宅および共同住宅を含み、現に居住
しているか、改修後、住もうとするもの。
賃貸住宅は除く）で、耐震設計を行っ
た後、改修することにより耐震性が確
保されること

1戸当たり70万円限度
で、限度額未満の場合は
その額（年間所得の低い
人は90万円）。対象住宅
が空き家の場合、最大
50万円を上乗せ

住宅
改造

耐震改修補助による耐震改修工事と同
時に同一棟で実施する住宅リフォーム
工事

1戸当たり40万円限度
で限度額未満の場合は
その額。対象住宅が空
き家の場合、最大50万
円を上乗せ

住宅
除却

昭和56年5月31日以前に建築確認を受
けて建築され、耐震性が不足していると
判定された木造住宅（長屋、併用住宅お
よび共同住宅を含み、現に居住している
もの。賃貸住宅は除く）。または、住宅
改良法に規定のある不良住宅であること

1戸（長屋、共同住宅
は1棟）当たり80万円
限度で、限度額未満の
場合はその額。対象住
宅が空き家の場合、最大
50万円を上乗せ
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平
成
30     
年
度
か
ら

65     
歳
以
上
の
人
の

保
険
料
の
額
が
変
わ
り
ま
す

　

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料

は
、
３
年
に
１
度
改
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
平
成
30
年
度
が
そ

の
改
定
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

改
定
は
、
平
成
30
〜
32
年
度
の
３

年
間
に
提
供
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
費
用
の
見
込
み
に
基
づ
き
、
保
険

給
付
に
要
す
る
約
23
％
を
市
内
在
住

の
65
歳
以
上
の
人
数
で
割
っ
た
額
を

基
準
額
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
〜
29
年
度
の
基
準
額

８
０
，
１
０
０
円
（
年
額
）
に
対
し

て
、平
成
30
〜
32
年
度
の
基
準
額
は
、

７
８
，
０
０
０
円
（
年
額
）
で
2.6
％

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。（
下
表
参
照
）

　

今
後
と
も
、
安
心
し
て
保
険
給
付

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
介

護
保
険
制
度
が
健
全
に
運
営
で
き
る

よ
う
に
保
険
料
の
納
付
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
の
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
本
人
の
平
成
29
年
中
の

所
得
状
況
お
よ
び
平
成
30
年
４
月
１

日
現
在
の
世
帯
の
課
税
・
非
課
税
の

状
況
に
よ
り
７
月
に
保
険
料
を
決
定

し
、通
知
書
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
４
〜
６
月
の
保
険
料

は
、
前
年
度
の
保
険
料
を
基
に
仮
徴

収
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
７
月
（
特

別
徴
収
の
人
は
８
月
）
以
降
は
、
決

定
さ
れ
た
保
険
料
と
仮
徴
収
額
と
の

差
額
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
７
月
に
発
送
す
る
決
定
通

知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

段
　
階

対象者
基準額に
対する割
合（倍）

保 険 料
（円）

1
生活保護受給者、世帯非課税で老齢福
祉年金受給者及び本人の前年合計所得
＋課税年金収入が80万円以下の人

0.45 35,100

2 世帯全員が非課税で本人の前年合計所
得＋課税年金収入が120万円以下の人 0.75 58,500

3 世帯全員が非課税で第２段階以外の人 0.75 58,500

4
世帯に課税者がおり、本人の前年
合計所得金額＋課税年金収入が80
万円以下の人

0.9 70,200

5 世帯に課税者がおり、第4段階以外の人 1.0 78,000
6 本

人
が
課
税
で

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

120万円未満 1.2 93,600
7 120万円以上200万円未満 1.3 101,400
8 200万円以上250万円未満 1.5 117,000
9 250万円以上300万円未満 1.6 124,800
10 300万円以上400万円未満 1.7 132,600
11 400万円以上600万円未満 1.8 140,400
12 600万円以上800万円未満 2.0 156,000
13 800万円以上1,000万円未満 2.25 175,500
14 1,000万円以上 2.5 195,000

段
　
階

対象者
基準額に
対する割
合（倍）

保 険 料
（円）

1
生活保護受給者、世帯非課税で老齢福
祉年金受給者及び本人の前年合計所得
＋課税年金収入が80万円以下の人

0.45 36,045

2 世帯全員が非課税で本人の前年合計所
得＋課税年金収入が120万円以下の人 0.75 60,075

3 世帯全員が非課税で第２段階以外の人 0.75 60,075

4
世帯に課税者がおり、本人の前年
合計所得金額＋課税年金収入が80
万円以下の人

0.9 72,090

5 世帯に課税者がおり、第4段階以外の人 1.0 80,100
6 本

人
が
課
税
で

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

120万円未満 1.2 96,120
7 120万円以上190万円未満 1.3 104,130
8 190万円以上200万円未満 1.4 112,140
9 200万円以上240万円未満 1.5 120,150
10 240万円以上290万円未満 1.6 128,160
11 290万円以上400万円未満 1.7 136,170
12 400万円以上600万円未満 1.8 144,180
13 600万円以上800万円未満 2.0 160,200
14 800万円以上1,000万円未満 2.25 180,225
15 1,000万円以上 2.5 200,250

改 正 前 の 保 険 料 額 ( 年 額 ) 改 正 後 の 保 険 料 額 ( 年 額 )

➡

海
で
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

　

毎
年
春
先
か
ら
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー

が
活
発
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
海
で

の
事
故
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

海
で
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
疲
れ

て
い
る
と
き
や
飲
酒
し
た
と
き
は
、

絶
対
に
海
に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
で
遊

ぶ
人
は
、
出
港
前
に
「
気
象
・
海
象

の
確
認
」「
機
関
の
点
検
」
を
確
実

に
行
う
と
と
も
に 

「
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
着
用
」
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
事
故
が
発
生
し
た
時
や
事

故
を
発
見
し
た
と
き
は
、
迷
わ
ず
・

素
早
く
「
１
１
８
番
」
へ
！

※
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
舞
鶴
海
上
保

安
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.kaiho.m

lit.go.jp/08kank
u/m
aizuru/

）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　

舞
鶴
海
上
保
安
部

（
☎
０
７
７
３
・
７
６
・
４
１
２
０
）

　

 

介
護
保
険

問
合
先　

高
齢
介
護
課

広　

告

広　

告
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固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
納
税
通

知
書
、
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
を

５
月
初
旬
に
送
付
し
ま
す

　

納
税
通
知
書
が
５
月
中
旬
ま
で
に

届
か
な
い
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

【
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
納
税

通
知
書
（
土
地
・
家
屋
、償
却
資
産
）】

　

今
年
度
よ
り
市
の
シ
ス
テ
ム
変
更

に
伴
い
、「
土
地
・
家
屋
」
と
「
償
却

資
産
」
で
別
で
あ
っ
た
納
税
通
知
書

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

土
地
・
家
屋
を
所
有
の
人
は
、
面
積
、

評
価
額
、
税
額
な
ど
を
記
載
し
た
課

税
資
産
明
細
書
も
添
付
し
て
い
ま
す
。

【
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
】

　

納
税
通
知
書
に
添
付
し
た
「
軽
自

動
車
税
納
税
証
明
書（
継
続
検
査
用
）」

は
、
検
査
受
け
時
に
使
え
ま
す
の
で
、

検
査
証
と
一
緒
に
保
存
し
て
く
だ
さ

い
。
口
座
振
替
の
人
に
は
、
振
替
終

了
後
に
証
明
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
納
税
証
明
書
欄
に
「
＊
」
が
入
っ

て
い
る
も
の
、
金
融
機
関
な
ど
の
領

収
印
が
な
い
も
の
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
税
務
課
で
納
税
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例

（
軽
課
）
の
延
長
】

　

軽
四
輪
車
等
（
三
輪
以
上
の
軽
自

動
車
）
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）

に
つ
い
て
、
特
例
の
対
象
車
を
見
直

し
た
上
で
、
適
用
期
限
が
２
年
延
長

に
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
税
務
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

よ
く
あ
る
疑
問
に
答
え
ま
す

【
固
定
資
産
税
】

Ｑ
．
今
年
、
固
定
資
産
税
が
急
に
高

く
な
っ
た
の
で
す
が
、
な
ぜ
？ 

Ａ
．
昨
年
度
と
比
べ
て
税
額
が
高
く

な
る
の
は
、
様
々
な
理
由
が
考
え
ら

都
市
計
画
税
っ
て
何
で
す
か
？

　

都
市
計
画
税
は
、
都
市
計
画
事
業

や
土
地
区
画
整
理
事
業
に
要
す
る
費

用
に
充
て
る
た
め
に
課
税
さ
れ
る
目

的
税
で
す
。
例
え
ば
、
街
路
や
公
園

の
整
備
、
下
水
道
の
普
及
、
駅
前
再

開
発
な
ど
、
泉
佐
野
市
全
体
の
都
市

環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

平
成
28
年
度
都
市
計
画
税
収
入
額

…
14
億
１
，
８
９
１
万
円

減免制度
【固定資産税】収入が少ない高齢者などが
所有する居住用資産（土地・家屋）のうち、
一定の要件を満たすものに減免制度があり
ます。詳しくは広報４月号をご覧ください。
申請期限　納期限（今年度第１期分は５月
31日㈭まで）
必要なもの　平成30年度納税通知書、印鑑、
「個人番号カード」または「通知カードと身
元証明書」
【軽自動車税】次の軽自動車などには減免
制度があります。
●身体などに障害を有する人が所有している
●生計を同じくする人が所有し、身体など
に障害を有する人のために使用している
●専ら身体障害者などの利用に供するため
の構造のもの
申請期限　５月31日㈭
必要なもの　印鑑、身体障害者手帳、運転
免許証、「個人番号カード」または「通知カー
ドと身元証明書」
※番号法施行に伴い、各々の減免申請書に
「個人番号」（マイナンバー）の記載が必要
です。

大阪府からのお知らせ
～自動車税の納期限は

5月31日㈭です～
　納税通知書に記載の金融機
関、府内の郵便局、コンビニ
エンスストア、クレジットカー
ド（インターネットによる手
続き）で納期限までに納めて
ください。
問合先　大阪府自動車税コール
センター（☎0570-020156）

市税は納期限内に納めましょう
【5月は固定資産税・都市計画税・軽自動車税の納期月です】
　第1期および軽自動車税の納期限は5月31日㈭です。
納付書裏面に記載の金融機関（銀行・農協・郵便局など）、
コンビニエンスストア、市役所などで、忘れずに納めて
ください。
※口座振替で納付の場合は、通知書の税額が、指定口座
に残っているか確認してください。（領収書は送付しま
せんので、通帳記帳などで確認してください。）
●延滞金…納期限までに納税しない場合は、本来納める
べき税額のほかに延滞金をあわせて納めていただくこと
になります。
●さらに滞納が続くと…納期限までに納めた納税者との
公平を保つため、また、大切な市税を確保するために、
滞納している人の財産（不動産、預貯金、給料など）を
調査し、それらを差し押さえることになります。

【市税の納付は便利な口座振替で】
　市税の納期限日に、指定の口座から振り替えて納付し
ていただくことができます。納期ごとに納めに行く手間
が省け、納め忘れもなくなります。 ぜひ、便利な口座振
替をご利用ください。口座振替を希望する場合は、通知
書に同封する申込書記載の申込期限を確認して取扱金融
機関または税務課窓口に申し込んでください。

「大阪府域地方税徴収機構」
による共同徴収

　平成27年度より大阪府域に
おいて「大阪府域地方税徴収
機構」が設置され、本市を含
む府内34市町と大阪府が市税・
府税の共同徴収を実施してい
ます。対象者には順次、徴収
機構への「引継予告書」を送
付し、府職員と市町職員によ
る共同徴収が実施されます。

 　

税問
合
先　

税
務
課

れ
ま
す
。
よ
く
あ
る
例
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
家
屋
の
新
築
後
何
年
か
経
っ
て
、

新
築
住
宅
の
軽
減
措
置
の
適
用
期
間

が
切
れ
た
場
合
（
軽
減
期
間
：
一
般

住
宅
は
新
築
後
３
年
度
分
、
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
中
高
層
耐
火
住
宅
な
ど

は
新
築
後
５
年
度
分
）

●
前
年
中
に
新
た
に
土
地
や
家
屋
を

取
得
し
た
場
合

●
土
地
の
現
況
が
変
わ
っ
た
（
農
地

を
宅
地
に
し
た
な
ど
）
場
合

　

口
座
振
替
で
納
め
る
人
に
は
金

融
機
関
か
ら
の
口
座
引
き
落
と
し

の
報
告
の
確
認
後
、
６
月
下
旬
に

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
５

月
末
か
ら
６
月
下
旬
に
車
検
を
受

け
る
場
合
は
、
送
付
が
間
に
合
い

ま
せ
ん
の
で
、
前
年
度
の
納
税
証

明
書
を
使
用
し
て
納
期
限
の
前
日

ま
で
に
車
検
を
受
け
る
か
、
軽
自

動
車
税
の
引
き
落
と
し
額
が
記
帳

さ
れ
た
「
通
帳
」
を
税
務
課
窓
口

に
持
参
く
だ
さ
い
。
確
認
後
、
納

税
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。
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健診日（午前） 特定健診とセットできる検診 申込期間
7月20日㈮

結核・肺がん、胃がん、大腸がん、乳がん、子宮がん
5月21日㈪
～6月19日㈫22日㈰

23日㈪
9月21日㈮ 6月26日㈫

～8月22日㈬25日㈫
10月31日㈬ 結核・肺がん、胃がん、大腸がん 8月3日㈮

～9月27日㈭
11月7日㈬

8日㈭

結核・肺がん、胃がん、大腸がん、乳がん、子宮がん
12日㈪

来年
1月29日㈫ 11月1日㈭

～12月20日㈭30日㈬
2月14日㈭ 結核・肺がん、胃がん、大腸がん

12月7日㈮～
来年1月16日㈬

15日㈮
結核・肺がん、胃がん、大腸がん、乳がん、子宮がん16日㈯

18日㈪

　　　　　　　泉佐野市国民健康保険加入のみなさんへ
特定健康診査を受けましょう！

（健康マイレージ対象　40～74歳は必須項目）
　特定健康診査を受診して自分の健康状態を知り、生活習慣病予防に役立てましょう。5月中旬頃、対象者に特
定健康診査を無料で受診できる受診券を郵送します。
※国民健康保険の資格を喪失した人、今年度中に人間ドックを受診した（受診予定含む）人は受診できません。
また、受診券の紛失や届かない場合は、問い合わせてください。
期間　受診券が届いた日～来年3月31日
対象　40～74歳の本市国民健康保険加入者
受診機関　受診券と同封の 一覧表にある医療機関（医療機関への予約が必要）。健診センター（市役所本庁舎南側）
などで実施する集団健診については、下表をご覧ください。
持ち物　国民健康保険証、特定健康診査受診券、前年度の健診結果（受けた人のみ）
問合先　国保年金課

健診場所　健診センター（市役所本庁舎南側）　※11月7日のみ新町町会館
申込　各申込期間の午前8時30分～午後7時（日曜日、祝日、12月29日㈯～来年1月3日㈭除く）にフリー
ダイヤル 0120-611-007 聴覚障害者用Fax072-800-7152へ。インターネット申込はホームページ：
https://izumisano-sanokenkonavi.secure.forse.com/ （「さの健康なび」で検索）から

集団健診

問合先　国保年金課
※健診日は左表を参照。特定
健診のみの受診も可。定員に
なり次第受付終了です。申込
期間終了後の予約変更・キャ
ンセルも申込時のフリーダ
イヤルへ。（インターネット
申込をした人は申込期間内
であればインターネットか
らキャンセルできます）申込
初日は、電話がつながりにく
い場合がありますので、ご了
承ください。上記電話予約
とは別に、申込期間初日の
1週間前に先行予約を実施
します。詳しくは、特定健
診受診券に同封のチラシを
ご覧ください。

高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し

　

高
額
療
養
費
制
度
は
、
家
計
に
対

す
る
医
療
費
の
自
己
負
担
が
過
重
な

も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
、
医
療
機
関

の
窓
口
に
お
い
て
医
療
費
の
自
己
負

担
を
支
払
っ
て
い
た
だ
い
た
後
、
月

ご
と
の
自
己
負
担
限
度
額

（※1）
を
超
え

る
部
分
に
つ
い
て
、
事
後
的
に
保
険

者
か
ら
償
還
払
い

（※2）
さ
れ
る
制
度
で

す
。

（※1）
自
己
負
担
限
度
額
は
、
被
保
険
者

の
所
得
に
応
じ
て
設
定
さ
れ
ま
す
。

（※2）
入
院
の
場
合
や
同
一
の
医
療
機
関

で
の
外
来
の
場
合
、
医
療
機
関
の
窓

口
で
の
支
払
い
を
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
に
と
ど
め
る
現
物
給
付
化
の
仕

組
み
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

所 得  区 分 負担
割合

自己負担限度額（月額）
外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

課税所得690万円以上
3割

252,600円+1％（＊1）（140,100円）（＊4）
課税所得380万円以上 167,400円+1％（＊2）（93,000円）（＊4）
課税所得145万円以上 80,100円+1％（＊3）（44,400円）（＊4）
一般

1割
18,000円（年間144,000円上限）57,600円（44,400円）（＊4）

低所得Ⅱ（＊3）
8,000円

24,600円
低所得Ⅰ（＊4） 15,000円

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

問
合
先

●
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合 
給
付
課
…(

☎
06
・

４
７
９
０・
２
０
３
１ 

Fax

 

06
・

４
７
９
０・
２
０
３
０
）

●
国
保
年
金
課

（＊1）
医
療
費
が
８
４
２
，
０
０
０
円
を

超
え
た
場
合
は
、
そ
の
超
え
た
分
の

１
％
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

（＊2）
医
療
費
が
５
５
８
，
０
０
０
円
を

超
え
た
場
合
は
、
そ
の
超
え
た
分
の

１
％
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

（＊3）
医
療
費
が
２
６
７
，
０
０
０
円
を

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇

自己負担限度額とその判定基準（平成30年８月～）
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こ
ん
な
と
き
は

国
民
年
金
の
届
出
を
！

　

届
出
が
な
い
と
、
国
民
年
金
の
納

付
や
受
給
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も

国

民

年

金

　

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
は
全
国
に
４
ヵ

所
し
か
な
い
厚
生
労
働

大
臣
指
定
の
特
定
感
染
症

指
定
医
療
機
関
で
あ
り
、

西
日
本
で
は
唯
一
の
存
在

で
す
。
当
院
の
感
染
症
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
中
で

も
最
も
古
く
に
指
定
を
受
け
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
疑

い
、
２
０
０
９
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

２
０
１
４
年
の
エ
ボ
ラ
出
血
熱
疑
似
症
、
中
東
呼

吸
器
症
候
群
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）
疑
い
、
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
（
Ｈ
７
Ｎ
９
）
疑
い
な
ど
の
患
者
さ
ん
の

対
応
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
当
院
の
感
染
症
セ
ン

タ
ー
で
は
感
染
症
専
門
の
医
師
の
み
な
ら
ず
、
特

別
に
訓
練
さ
れ
た
看
護
師
、
臨
床
工
学
技
士
、
臨

床
検
査
技
師
、
放
射
線
技
師
、
薬
剤
師
な
ど
の
医

療
職
さ
ら
に
は
事
務
系
の
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
、
日
頃
よ
り
万
一
へ
の
備
え
を
充
分
に
行
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
厚
生
労
働
省
関
西
空
港
検
疫

所
、
大
阪
府
お
よ
び
大
阪
府
管
轄
の
保
健
所
と
の

合
同
訓
練
を
毎
年
２
回
行
う
の
み
な
ら
ず
、
厚
生

労
働
省
研
究
班
の
活
動
と
し
て
、
毎
年
、
西
日
本

を
中
心
と
し
た
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関

や
行
政
機
関
の
み
な
さ
ん
に
当
院
に
お
集
ま
り

い
た
だ
き
研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど
指
導
的
な

立
場
と
し
て
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
は
高
度
に
隔
離
さ
れ
た
特
別
の
病

室
に
入
院
し
、
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
い
た
し

ま
す
の
で
、
外
来
の
一
般
の
患
者
さ
ん
や
入
院
中

の
患
者
さ
ん
に
影
響
が
お
よ
ぶ
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
今
後
も
、
準
備
、

訓
練
を
充
分
に
行
い
、
日
本
を
代
表
す
る
特
定
感

染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
の
医
療
、
看
護
を
安

全
に
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
心
臓
血
管
外
科
で
は
、
心

臓
、
大
動
脈
、
末
梢
動
静
脈
に

対
す
る
手
術
治
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
手
術
の
対
象
と
な
る
病

気
は
、
狭
心
症
（
心
臓
を
養
う

冠
動
脈
が
細
る
、
詰
ま
る
）、
弁
膜
症
（
心
臓
の
中
に
あ

 

る
一
方
弁
が
う
ま
く
機
能
し
な
く
な
る
）、大
動
脈
瘤（
大

動
脈
に
「
こ
ぶ
」
が
で
き
る
）、
大
動
脈
解
離
（
大
動
脈

の
壁
が
２
枚
に
裂
け
る
）、
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
（
足
の

動
脈
が
細
る
、
詰
ま
る
）、
下
肢
静
脈
瘤
（
足
の
内
側
に

血
管
の
こ
ぶ
が
見
え
る
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
う
ち
、
狭
心
症
や
大
動
脈
解
離
、
閉
塞
性
動
脈
硬
化

症
な
ど
は
、
胸
が
痛
い
、
歩
く
と
足
が
痛
い
な
ど
の
症

状
が
現
れ
て
見
つ
か
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
な
か
に

は
弁
膜
症
の
一
部
や
大
動
脈
瘤
の
よ
う
に
無
症
状
で
進

行
し
、
突
然
死
や
心
不
全
の
原
因
に
な
る
恐
ろ
し
い
病

気
も
あ
り
ま
す
。
普
段
か
ら
か
か
り
つ
け
医
の
診
察
や
、

健
診
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
早
期
に
発
見
し
適
切
に
治

療
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

心
臓
や
大
動
脈
の
手
術
と
い
う
と
、
大
手
術
、
大
変

な
手
術
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
持
た
れ
る
と
思
い

ま
す
が
、
当
院
で
は
患
者
さ
ん
の
体
力
的
な
負
担
を
で

き
る
だ
け
軽
く
す
る
よ
う
な
、
様
々
な
手
術
法
を
実
践

し
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
、
狭
心
症
に
対
し
て
、
心
停

止
と
せ
ず
、
心
拍
動
の
ま
ま
行
う
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手

術
、
大
動
脈
瘤
に
対
し
て
開
胸
や
開
腹
を
行
わ
ず
に
破

裂
を
予
防
す
る
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
治
療
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
術
後
に
お
い
て
も
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
部
門
と
連
携
し
て
、
よ
り
早
期
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
開
始
し
、
早
い
退
院
、
早
い
社
会
復
帰
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

泉
佐
野
の
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
手
術
が
受
け
ら
れ
、

地
域
か
ら
心
臓
・
大
動
脈
に
よ
る
突
然
死
が
な
く
な
る
よ

う
、
24
時
間
３
６
５
日
体
制
で
診
療
に
あ
た
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

心
臓
血
管
外
科

心
臓
血
管
外
科
部
長
兼
Ｉ
Ｃ
Ｕ
／
Ｃ
Ｃ
Ｕ
部
長
兼

心
臓
セ
ン
タ
ー
長　

舩
津
俊
宏

感
染
症
セ
ン
タ
ー

総
合
内
科
・
感
染
症
内
科
部
長
兼
感
染
症
セ
ン
タ
ー
長
兼

院
内
感
染
対
策
室
長
兼
産
業
医　

倭　

正
也

　　　　　　　　地域の医療連携の中核を担う
りんくう総合医療センター

                                  問合先　地域医療連携室  （☎469-3111 Fax469-7929）
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超
え
た
場
合
は
、
そ
の
超
え
た
分
の

１
％
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

（＊4）
（　

）
内
の
金
額
は
年
３
回
以
上

該
当
し
た
場
合
の
４
回
目
以
降
の
額

（＊5）
低
所
得
Ⅱ
と
は
、
同
一
世
帯
の
全

員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
低
所
得
Ⅰ

以
外
の
被
保
険
者

（＊6）
低
所
得
Ⅰ
と
は
、
同
一
世
帯
の
全

員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
そ
の
世
帯

全
員
の
個
々
の
所
得
が
０
円
と
な
る

被
保
険
者
（
た
だ
し
、
公
的
年
金
等

控
除
額
は
80
万
円
と
し
て
計
算
）
ま

た
は
同
一
世
帯
の
全
員
が
住
民
税
非

課
税
で
、
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し

て
い
る
被
保
険
者

※
入
院
時
の
食
事
代
や
差
額
ベ
ッ
ド

代
な
ど
保
険
診
療
外
の
費
用
は
含
み

ま
せ
ん
。
月
の
途
中
で
75
歳
に
な
っ

た
人
の
場
合
、
そ
の
誕
生
月
に
つ
い

て
は
、
誕
生
日
前
に
加
入
し
て
い
た

医
療
保
険
制
度
と
誕
生
日
後
の
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
自
己
負

担
限
度
額
が
、
そ
れ
ぞ
れ
通
常
月
の

２
分
の
１
（
半
額
）
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
３
月
５
日
よ
り
、
年

金
の
各
種
手
続
き
が
基
礎
年
金
番

号
だ
け
で
な
く
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で

行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
り
各
種
手

続
き
を
行
う
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
に
よ
る
本
人
確
認
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
①

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
正
し
い
番
号
で

あ
る
こ
と
の
確
認
（
番
号
確
認
）

と
、
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
出
す

る
者
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
正
し
い

持
ち
主
で
あ
る
こ
と
の
確
認
（
本

人
確
認
）
を
左
記
の
書
類
な
ど
で

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
番
号
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
住
民

票
の
写
し
）

②
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
旅

券
な
ど
）

あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
20
歳
に
な
っ
た
と
き
（
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
な
ど
の
加
入
者
以
外
の

人
）

●
20
歳
か
ら
60
歳
の
間
で
会
社
を
退

職
し
た
と
き
（
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
の
加
入
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
）

※
扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
も
手
続

き
が
必
要
で
す
。

●
扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
が
、
一

定
の
収
入
が
あ
る
な
ど
の
理
由
で
扶

養
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
き

問
合
先　

国
保
年
金
課
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　神奈川県茅ヶ崎市

　千葉県成田市

特産品相互取扱協定 自治体紹介

●面積：35.76㎢
●人口：241,485人・100,866世帯（平成30年3月1日現在）
●市の花：つつじ ●市の木：アカシア ●市の鳥：シジュウカラ
　茅ヶ崎市は神奈川県の中南部に位置し、東京から50キ
ロメートル余り、温暖な気候、美しい海と緑豊かな丘陵
地に恵まれた、人口24万人超の住宅都市です。昭和22
年10月、神奈川県下で8番目の市として市制を施行し、
平成29年で市制施行70周年を迎えました。
　相模湾沿岸に面し、観光都市の側面も併せ持ち、たく
さんの海水浴客や釣り人でにぎわいます。沖には「烏帽
子岩」が浮かび、西には富士山、東には江の島を望むこ
とができます。
　温暖な気候のため、市内では多品種の農産物が栽培さ
れるほか、畜産業も営まれ、多様な産業が育まれています。
　5月から10月の期間、見た目にも涼しいアロハシャツ
姿で「アロハビズ」を推進し、まちなかでもアロハシャ
ツ姿の市民を多く見かけます。ホノルル市・郡との姉妹
都市交流やイベント「アロハマーケット」の開催など、
市全体としても南国の穏やか
な雰囲気が醸成されています。
　「海と太陽とみどりの中で
　ひとが輝き　まちが輝く　
湘南・茅ヶ崎」を目指し、豊
かで魅力あるまちづくりに取
り組んでいます。

●面積：213.84㎢
●人口：133,082人・61,475世帯（平成30年1月31日現在）
●市の花：あじさい　　●市の木：梅
　成田市は、千葉県の北部中央に位置しています。昭和
29年3月31日、町村合併促進法によって1町6ヵ村が合併
して成田市が誕生し、さらに、平成18年3月27日、香取
郡下総町、同郡大栄町の2町と合併し、人口約12万人の
新生・成田市となり、中核都市として飛躍を果たしてい
ます。日本の空の表玄関、成田国際空港があり、市の中
心部である成田地区は千年以上の歴史がある成田山新勝
寺の門前町として栄え、印旛沼をはじめ豊かな水と緑に
も恵まれています。
　特産品としては、落花生、米、甘しょ、にんじん、だ
いこん、里芋などがあり、中でも甘しょは県内1位、全国
でも有数の収穫量を誇り、そのブランド化を進めていま
す。また成田山参道沿いには、約60もの有名なうなぎ料
理店があります。
　成田市は、「住んでよし　
働いてよし　訪れてよしの
　生涯を完結できる空の港
まち　なりた」という将来
都市像の実現を目指し、未
来を見据えた「次世代に誇
れるまちづくり」に取り組
んでいます。

▶平成29年3月18日、
小泉 一成 成田市長（右）
と協定を締結

▶平成29年3月30日、
服部信明 茅ヶ崎市長
（右）と協定を締結

　本市と特産品協定を締結している自治体を
紹介します。  　　　　 問合先　農林水産課

紀の川市

神奈川県

茅ヶ崎市

紀の川市

千葉県
成田市

成田市の特産品

茅ヶ崎市の特産品

米

日本酒

羊かん・和菓子

茅ヶ崎メンチ

甘しょ

ちがさき牛カレー

えぼし麻呂

レンコン

湘南ポモロン

栗

アイスクリーム

漬物 うなぎ

タコせんべい

日本酒

湘南しらす

落花生

せんべい
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計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た

■
い
ず
み
さ
の
あ
い
あ
い
プ
ラ
ン

（
第
３
次
泉
佐
野
市
障
害
者
計
画
中

間
見
直
し
・
第
５
期
泉
佐
野
市
障
害

福
祉
計
画
・
第
１
期
泉
佐
野
市
障
害

児
福
祉
計
画
）

　

平
成
27
年
３
月
に
策
定
し
た
「
第

３
次
泉
佐
野
市
障
害
者
計
画
」（
平

成
27
〜
32
年
度
）
の
中
間
見
直
し
お

よ
び
、「
第
５
期
泉
佐
野
市
障
害
福

祉
計
画
」「
第
１
期
泉
佐
野
市
障
害

児
福
祉
計
画
」（
両
計
画
と
も
平
成

30
〜
32
年
度
）
の
３
つ
の
計
画
を
一

体
的
に
策
定
し
た
「
い
ず
み
さ
の
あ

い
あ
い
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

問
合
先　

障
害
福
祉
総
務
課 

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
第
２
次
泉
佐
野
市
地
域
福
祉
計
画
・

地
域
福
祉
活
動
計
画
中
間
見
直
し

　

平
成
27
年
３
月
に
策
定
し
た
「
第

２
次
泉
佐
野
市
地
域
福
祉
計
画
・
地

5月31日は世界禁煙デー
5月31日～6月6日は

禁煙週間
　喫煙が健康に与える影響は大
きく、受動喫煙などは個人にと
どまらない健康問題です。生活
習慣病予防のために禁煙し、受
動喫煙を防止しましょう。
問合先　健康推進課 

平
成
30　  
年
度

共
同
募
金
配
分
申
請
受
付

対
象　

民
間
社
会
福
祉
事
業
、
更
生

保
護
事
業
、
そ
の
他
社
会
福
祉
を
目

的
と
す
る
事
業
を
、
府
内
で
平
成
31

年
度
に
行
う
法
人
・
団
体

申
請　

５
月
１
日
㈫
〜
18
日
㈮
に
泉

佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
共
同
募

金
担
当
）
へ

問
合
先　

大
阪
府
共
同
募
金
会
（
☎

06
・
６
７
６
２・
８
７
１
７ 

Fax

 

06
・

６
７
６
２・
８
７
１
８
） 

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:

平
成
30
年
度 

河
原
林
富
美

福
祉
基
金
配
分
申
請
受
付

　

大
阪
府
共
同
募
金
会
で
は
、
河
原

林
富
美
福
祉
基
金
に
よ
り
、
社
会
福

祉
推
進
事
業
の
支
援
で
こ
れ
ま
で
あ

がん検診（予約制・先着順）
問合先　健康推進課

日時・種別　表のとおり（大腸がん・乳がん・子宮がん検診は
指定医療機関でも実施しています。）
申込・変更・キャンセル　
●日曜日、祝日除く午前8時30分～午後7時にフリーダイヤル
0120-611-007（聴覚障害の人限定 Fax072-800-7152）へ

●インターネット予約（https://izumisano-sanokenkonavi.sec
ure.force.com/）
※フリーダイヤル以外への電話、来所による
申込・変更・キャンセルはできません。
　受付期間終了後でも、空き状況により再度
インターネットで予約の受付を行う場合があ
ります。

受付時間（検診・日程により異なります）　午前は9時～11時
50分、午後は1時～3時30分、夜間は4時～6時20分
場所　健診センター（市役所本庁舎南側）　
※7月26日 午前は佐野中学校、7月26日 夜間は南部市民交流
センター本館、7月31日 夜間は北部市民交流センター本館で
行います。

実 施 日 時間 がん検診の種別 先行受付日 申込期間
6月29日㈮ 午前 肺、胃、大腸、乳、子宮

5月7日㈪ 5月10日㈭～
29日㈫7月  1日㈰ 午前 肺、胃、大腸、乳、子宮

午後 乳、子宮

7月26日㈭ 午前 肺、胃、大腸
5月15日㈫ 5月21日㈪～

6月19日㈫夜間 肺、大腸、乳、子宮
7月31日㈫ 夜間 肺、大腸、乳、子宮

がん検診受診促進キャンペーン（先行予約受付）
●5人以上の申込で、通常の受付に先行して予約の申込ができます。
●電話での予約混雑をさけられます。
●検診日は全員が同日でなくてもOKです。
申込　申込チラシに必要事項を記入し、代表者が先行受付日の午前9
時～午後5時に健康推進課へ5人分以上提出してください。予約結果
はその場で代表者へお知らせします。
※先行予約受付日以外の来所による受付はできませんのでご了承く
ださい。申込チラシは、市ホームページからダウンロードできます。 

域
福
祉
活
動
計
画
（
平
成
27
〜
32
年

度
）」
に
つ
い
て
、
計
画
期
間
の
中

間
年
に
あ
た
る
平
成
29
年
度
に 

計
画

の
中
間
見
直
し
を
策
定
し
ま
し
た
。

問
合
先　

障
害
福
祉
総
務
課

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ま
り
手
を
差
し
の
べ
て
い
な
か
っ
た

福
祉
の
狭
間
の
事
業
や
、
福
祉
の
周

辺
領
域
で
支
援
を
要
す
る
事
業
に
対

す
る
配
分
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
・
問
合
先　

５
月
31
日
㈭
ま
で

に
大
阪
府
共
同
募
金
会
（
☎
06
・
６

７
６
２・
８
７
１
７ 

Fax

 

06
・
６
７
６

２・
８
７
１
８
）
へ

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（ http:

//w
w
w
.akaihane-osaka.or.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

//w
w
w
.akaihane-osaka.or.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

◀
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
予
約
用

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

【胃・大腸がん検診】
内容・費用　
●胃部エックス線検査・600円
●便潜血検査・無料
対象　40歳以上の市民
【結核・肺がん検診】
内容・費用　
●胸部レントゲン・無料
●喀痰細胞診（対象者のみ）・
300円
対象　
40歳以上の市民

【乳がん検診】
内容・費用　
マンモグラフィ（乳房エックス
線検査）と視触診・1,100円
対象　40歳以上の女性の市民
（平成29年4月1日以降に受診
した人は不可）
【子宮がん検診】
内容・費用　細胞診・800円
対象　20歳以上の女性の市
民（平成29年4月1日以降に
受診した人は不可）
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報報情情てて育育子子
◆子育て支援課・健康推進課◆子育て支援課・健康推進課

（☎463-1212 Fax464-9314）（☎463-1212 Fax464-9314）
◆子どもフリーダイヤル（◆子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）0120-510-783）

乳児の結核予防接種（BCG）
日時　5月17日㈭ 
　　　午前9時30分～11時
場所　健診センター

（市役所本庁舎南側）
対象　平成29年5月18日～12月
18日生まれの乳児
持ち物　予診票、母子健康手帳（忘
れると接種できません）
問合先　健康推進課 

毎月19日は「食育の日」
　朝食でさわやかな1日を。
　朝食に野菜を一皿食べよう。
問合先　健康推進課 

ひとり親家庭の親などのための
就業支援講習会

【パソコン初級】20人
日時　8月18日～9月29日の土曜日

午前10時～午後4時（全7回） 
場所　セントピア御堂筋本町ビル
内容　日商PC検定（3級文書作成
〔ワード〕）試験対策講座
受講料　5,000円（教材費含む）
申込締切　7月18日㈬
【介護職員初任者研修】20人
日時　7月28日～11月24日の土
曜日 午前9時～午後5時（講義に
より変更あり・全16回）
※8月11日、11月3日は休講
場所　未来ケアカレッジ京橋校
受講料　10,000円（教材費含む）
申込締切　6月28日㈭

いずれも
対象　母子家庭の母、父子家庭の
父、寡婦
資格　求職中の人または就業中で
スキルアップのため、資格取得を
目指している人

3回食の頃からの
離乳食講習会（予約制）

　鉄分が不足する頃です。上手に
鉄分を摂れる、手づかみ食べのメ
ニューを紹介します。
※「スタートの頃から」の次回は6
月実施予定
日時　5月14日㈪
　　　午後1時～2時15分
場所　
次世代育成地域交流センター
定員　15人（先着順）
持ち物　母子健康手帳

場 所 電話番号 実 施 日 定員
のぞみこども園 468-8005

5月～来年3月の第2木曜日 8組さくらこども園 462-2913
はるかこども園 468-8170
ひかりこども園 465-1447 5月～来年3月の第2火曜日

6組下瓦屋保育園 463-3359 5月～来年3月の第2木曜日鶴原保育園 463-0065
こども園杉の子 464-0379 5月～来年3月の第4月曜日 3組こども園つばさ 463-3713
こだま保育園 464-2598 5月～来年2月の第3木曜日

時間　午前10時～11時
対象　
市内在住の3ヵ月～1歳6ヵ月の子どもと保護者
申込・問合先　
各園へ直接または電話で
※毎月申込が必要

0歳児育児教室

児童福祉週間
　国では、子どもや家庭、子ども
の健やかな成長について国民全体
で考えることを目的に、毎年5月5
日の「こどもの日」から1週間を「児
童福祉週間」と定めています。
　児童福祉の理念・啓発のための
さまざまな事業や行事を全国各地
で行っています。
【平成30年度「児童福祉週間」の
標語決定】
あと一歩　力になるよ　その思い
（伊藤里空乃さん 千葉県 8歳の作品）
問合先　子育て支援課
※厚生労働省児童福祉週間ページ
（http://www.mhlw.go.jp/stf/
seisakunitsuite/bunya/kodomo/
kodomo_kosodate/jidouweek/） 

市こどもの居場所づくり事業
こども食堂

　みんなと一緒にご飯を食べたり、
宿題をしたり、安らぎを感じられ
るようなこどもの居場所を提供し
ます。月に一度「農業体験」を実
施しています。友達みんなで土に
触れあい、自ら食べ物を育てる体
験を提供します。作業の後は採れ
た作物の試食をする時もあります。
ぜひ参加してください。
日時　
毎週月・水・金曜日 午後3時～7時
※農業体験は毎月第3土曜日 午後1
時～5時
場所　うちカフェ

（市場東2丁目326-７）
申込・問合先　サードプレイス
（中村 ☎090-6238-2345 ｅメー
ル：info@the3rdplace.jp）
※ 事前に問い合わせてください。

申込・問合先　申込締切日（当日
消印有効）までに往復はがきに希
望講座名、住所、氏名、年齢、職業、
電話番号、志望の動機、保育希望
者は子の氏名・年齢（対象は2歳
から就学前まで）を記入し、〠54
0-0012 大阪市中央区谷町5丁目
4-13 大阪府谷町福祉センター内 
大阪府母子家庭等就業・自立支援
センター（☎06-6762-9995）へ
※応募多数の場合は抽選。「就職セ
ミナー」の受講が必須です。

栄養相談（予約制）
　離乳食完成までの子どもの食事
について個別相談をします。
日時　5月16日㈬ 
　　　午前9時30分～正午
※1人30分
場所　健診センター

（市役所本庁舎南側）
対象　
1歳6ヵ月までの子どもと保護者
定員　5人（先着順）
持ち物　母子健康手帳
申込・問合先　健康推進課 

問合先　健康推進課
※講習会後、午後3時まで赤ちゃ
ん相談会をしています。体重計測
が自由にできます。 

22広報いずみさの 平成30年5月号

泉
州
南
部
初
期
急
病
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４
・
６
０
４
０
） 

診
療
科
目
：
小
児
科
・
内
科　
受
付
：
●
木
曜
日
（
小
児
科
の
み
）
…
午
後
７
時
30
分
〜
10
時
30
分 

●
土
曜
日
…
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分 

●
日
曜
日
、
祝
・
休
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30
分 
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い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
269
回

　

「
奥
家
の
文
化
財
」

見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 

相談はお早めに
　センターへ！！

相談受付
　午前9時～
　　午後4時30分

契約とは？

　

今
回
は
市
制
施
行
70
周
年
記
念
事

業
と
し
て
７
月
８
日
㈰
ま
で
開
催
中

の
春
季
特
別
展
「
奥
家
の
足
跡 

〜

奥
家
資
料
寄
贈
記
念
展
〜
」
に
展
示

中
の
資
料
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
展
示
で
は
、
市
へ
寄
贈
さ
れ
た

「
奥
家
旧
蔵
史
料
」
の
中
か
ら
厳
選

し
た
も
の
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

展
示
中
の
史
料
の
一
つ
に
、
寛
永

11
（
１
６
３
４
）
年
に
作
成
さ
れ
た

書
状
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
書
状
か
ら

は
、
奥
家
が
樫
井
村
の
庄
屋
役
を
務

め
る
以
前
に
お
け
る
樫
井
村
の
村
政

の
一
端
が
垣
間
見
え
ま
す
。
樫
井
村

と
隣
村
で
あ
る
嘉
祥
寺
村
・
岡
本
村

と
の
用
水
利
用
を
取
り
決
め
た
際
の

作
成
と
思
わ
れ
、
宛
名
に
は
「
樫
井

村　

九
郎
兵
衛　

所
左
衛
門
」
と

あ
り
、
こ
の
２
人
が
樫
井
村
の
代

表
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の

う
ち
、
九
郎
兵
衛
は
貞
享
元
・
３

（
１
６
８
４
・
８
６
）
年
に
庄
屋
を
勤

め
て
お
り
、
宝
永
６
（
１
７
０
９
）

年
の
名
寄
帳
（
な
よ
せ
ち
ょ
う
）
で

は
樫
井
村
で
最
大
の
高
持
（
た
か
も

ち
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同

年
の
奥
家
の
持
高
（
も
ち
だ
か
）
は

12
石
余
と
樫
井
村
で
第
二
位
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
奥
家
の
当
主
交
代
時
の

庄
屋
役
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
文
書
も

展
示
中
で
す
。
こ
ち
ら
の
史
料
は
、

明
和
８
（
１
７
７
１
）
年
２
月
付
で

作
成
さ
れ
て
お
り
、「
樫
井
村
庄
屋

役
之
儀
、
先
年
源
兵
衛
相
勤
候
処
、

相
果
候
後
、
同
人
倅
冨
次
跡
庄
屋
ニ

見
立
候
積
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
樫

井
村
の
庄
屋
役
を
先
代
の
源
兵
衛
か

ら
倅
（
せ
が
れ
）
で
あ
る
冨
次
へ
世

襲
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
同
史
料
に
は
、
冨
次
が

幼
少
で
あ
っ
た
た
め
叔
父
で
あ
る
源

三
が
一
旦
後
見
に
つ
い
た
こ
と
、
源

三
が
明
和
６
（
１
７
６
９
）
年
に
病

死
し
再
度
村
方
で
次
の
庄
屋
を
決
め

る
べ
く
相
談
し
た
こ
と
、
冨
次
が
若

年
の
た
め
に
年
寄
（
と
し
よ
り
）
を

勤
め
て
い
る
久
次
郎
を
庄
屋
に
推
す

声
も
あ
る
こ
と
な
ど
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
奥
家
の
当
主
交
替
に
際
し

て
村
方
で
相
談
し
た
上
で
庄
屋
役
を

継
い
で
い
る
こ
と
や
次
代
当
主
幼
年

の
場
合
は
村
方
で
補
佐
し
て
い
る
こ

と
な
ど
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
「
先
祖
相
伝
田
畠
覚
」

（
宝
暦
４
〔
１
７
５
４
〕
年
）
に
は
、

奥
家
の
相
伝
の
地
が
書
き
連
ね
ら
れ

て
お
り
、
奥
家
の
持
高
が
36
石
余
ま

で
成
長
し
て
い
る
こ
と
、
母
と
妹
へ

の
扶
養
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
こ

と
な
ど
も
特
徴
的
で
す
。本
史
料
は
、

奥
家
の
相
伝
地
（
そ
う
で
ん
ち
）
が

記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

内
容
か
ら
遺
産
相
続
に
つ
い
て
も
わ

か
る
貴
重
な
史
料
で
す
。

　

以
上
、
現
在
展
示
中
の
資
料
に
つ

い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
取
り
上
げ
た
展
示
史
料
は
一

部
で
は
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
奥

家
の
当
主
交
替
や
奥
家
が
庄
屋
役
を

務
め
る
以
前
の
史
料
で
す
。
ま
た
、

文
書
以
外
に
も
「
慶
長
三
年
戊
戌
霜

月
盛
勝
」
と
記
さ
れ
た
木
机
な
ど
も

展
示
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
７
日
㈯
・
14
日
㈯
に
は
、
展

示
し
て
い
る
「
奥
家
旧
蔵
史
料
」
を

テ
キ
ス
ト
と
し
た
古
文
書
講
座
も
行

う
予
定
で
す
。 

▲
▶
「
慶
長
三
年
戊
戌

霜
月
盛
勝
」
の
墨
書
が

あ
る
木
机

　

私
達
は
普
段
の
生
活
の
中
で
た

く
さ
ん
の
契
約
を
し
て
い
ま
す
。
食

品
や
日
用
品
の
購
入
、
電
車
や
バ

ス
に
乗
る
な
ど
、
無
意
識
の
う
ち

に
契
約
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
口
頭
だ
け
だ
か
ら
契
約
は
成
立
し

て
い
な
い
」「
印
鑑
を
押
し
て
い
な

い
か
ら
成
立
し
て
い
な
い
」
と
答

え
る
人
が
多
い
の
が
現
実
で
す
。

　

で
は
、
お
店
で
ジ
ュ
ー
ス
を
買
っ

た
時
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
際
に
、契
約
書
に
サ
イ
ン
し
た
り
、

押
印
し
た
り
す
る
人
は
い
ま
せ
ん
。

「
ジ
ュ
ー
ス
を
く
だ
さ
い
」
と
申
込

の
意
思
表
示
と
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
い
う
承
諾
の
意
思
表
示

が
合
致
す
れ
ば
、
契
約
書
の
作
成
や

署
名
、
押
印
な
ど
は
必
要
な
く
、
契

約
は
成
立
し
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
署
名
や
押
印
さ
れ

た
契
約
書
は
紛
争
や
裁
判
に
な
っ

た
時
に
は
証
拠
と
し
て
意
味
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
訪
問
販
売
や
不

動
産
売
買
契
約
な
ど
の
よ
う
に
、

契
約
書
の
交
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
契
約
は

お
互
い
の
自
由
意
思
で
交
渉
し
、
双

方
の
合
意
に
よ
り
成
立
す
る
当
事
者

間
の
約
束
ご
と
で
、
原
則
と
し
て
口

頭
の
約
束
で
契
約
は
成
立
し
ま
す
。

た
だ
し
、
契
約
の
目
的
、
内
容
が
確

定
し
て
い
て
実
現
可
能
で
あ
る
こ

と
、
違
法
で
な
い
こ
と
、
社
会
的
に

妥
当
な
内
容
で
あ
る
こ
と(

公
序
良

俗
に
反
し
な
い)

が
必
要
で
す
。

　

契
約
が
成
立
す
る
と
、
契
約
に
基

づ
い
た
権
利
や
義
務
が
生
じ
る
た
め
、

約
束
し
た
こ
と
（
債
務
）
を
履
行
す
る

責
任
が
あ
り
ま
す
。
契
約
は
一
旦
成

立
す
る
と
、
一
方
の
都
合
だ
け
で
勝

手
に
取
消
や
解
除
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
由
な
意
思
で

自
主
的
に
契
約
を
結
べ
な
か
っ
た
時

な
ど
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
契
約
の

解
消
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
当
事
者
に
契
約
を
す
る
十
分
な
判

断
力
が
欠
け
て
い
る
場
合
や
思
い
違

い
な
ど
に
よ
っ
て
契
約
し
た
場
合（
一

定
の
制
約
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

●
詐
欺
や
脅
迫
に
よ
っ
て
契
約
を
結

ば
さ
れ
た
場
合

●
訪
問
販
売
な
ど
、
業
者
か
ら
不
意

打
ち
的
に
勧
誘
さ
れ
て
、
十
分
な
情

報
や
冷
静
に
考
え
る
余
裕
も
な
い
ま

ま
契
約
し
て
し
ま
っ
た
場
合
（
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
）

●
消
費
者
契
約
法
、
特
定
商
取
引
法

に
よ
る
取
消

●
契
約
し
た
一
方
の
当
事
者
に
債
務

不
履
行
が
あ
っ
た
時
や
、
あ
ら
か
じ

め
契
約
に
よ
っ
て
解
除
理
由
を
合
意

し
て
い
た
場
合

　

契
約
の
取
消
や
、
解
除
で
き
る

か
迷
っ
た
時
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

広報いずみさの 平成30年5月号23

レイクアルスタープラザ・レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさのカワサキ歴史館いずみさの
☎469-7140 Fax469-7141☎469-7140 Fax469-7141
休館日休館日　　月曜日、祝日（祝月曜日、祝日（祝
日が月曜日の場合は月曜日日が月曜日の場合は月曜日
と火曜日が休館）と火曜日が休館）
開館時間開館時間
午前9時～午後5時午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）（入館は午後4時30分まで）
入館料入館料　無料　無料
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スポーツ推進課（J:COM末広体育
館［市民総合体育館］内）

☎462-2000 Fax469-2286
受付：午前9時～午後5時15分
（休館日と土・日曜日以外の祝日除く）
※電話はおかけまちがいのないよう
にご注意ください。

市民競技大会結果

【グラウンドゴルフ】
優　勝 矢倉栄子
準優勝 松浪和子
3　位 石原昌子

【サッカー】
優　勝 泉州泉佐野FC
準優勝 エルドラドFC
3　位 末広クラブ

健康増進センターをご利用ください

問合先　健康増進センター（☎469-1000 Fax469-6666）

利用者 プール トレーニング ランニング 

高校生以上 1回 600円
（月極 6,000円） 1回 400円

（月極 4,000円）
※中学生以上

利用可

1回 200円60歳以上の
市内在住者 1回 300円

（月極 3,000円）3歳～中学生 1回 100円
障害者手帳を持っている人は無料
※表示料金はすべて税込です。

※5月2日㈬～6日
㈰は施設点検のた
め、プールは使用
できません。（ト
レーニングジム・
ランニングロード
は使用可）

市
民
競
技
大
会 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

開
催
日　

７
月
15
日
㈰

種
別　

一
般
男
子
・
女
子
の
団
体（
３

ダ
ブ
ル
ス
）、
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
（
中
学
生
以
上
）、
泉
佐
野
市

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
が
推
薦
す
る
者

参
加
料

●
団
体
の
部
（
６
人
以
上
）
…

１
チ
ー
ム
３
，６
０
０
円
（
学
生
２
，

４
０
０
円
）

●
個
人
の
部
…
１
ダ
ブ
ル
ス
１
，
２

０
０
円
（
学
生
８
０
０
円
）

申
込　

６
月
17
日
㈰
ま
で
に
所
定
の

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
へ

抽
選　

主
催
者
側
で
実
施

問
合
先　

稲
垣
（
☎
０
８
０
・
５
３

３
８
・
６
５
７
９
）、
木
村
（
☎
０
９

０
・
３
４
２
９
・
９
４
４
１
）

【インディアカ】
優　勝 準優勝 3　位

混 合 ひねのB 川島 シャトルB
女 子 Joy club マニッシュ セブンズ

NHGレクフェス
　卓球、フリースロー、ボッ
チャ、カーリングの4種目のレ
クリエーションやスポーツを楽
しむフェスティバルです。ぜひ、
参加してください。
日時　5月5日㈷ 
　　　午前10時～午後5時
内容（予定）
午前11時30分～…卓球大会
午後0時30分～…

フリースロー大会
1時30分～…ボッチャ大会
2時30分～…カーリング大会
全大会終了後…ビンゴ大会
持ち物　上靴
場所・問合先　
北部市民交流セ
ンター体育分館
（NHG ☎464-8745 
Fax464-8746）
※申込不要、参加
無料 

人
権
の
広
場

じ
ん　

け
ん

ひ
ろ　

 

ば

５
月
１
日
〜
７
日
は
憲
法
週
間

　

５
月
３
日
の
「
憲
法
記
念
日
」
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
の
昭
和
22

年
５
月
３
日
に
、
現
在
の
「
日
本
国

憲
法
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念

し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

憲
法
は
、
国
家
の
権
力
の
濫
用
を

防
ぎ
、
国
民
の
権
利
や
自
由
を
守
る

た
め
の
も
の
で
す
。
憲
法
第
11
条
に

は
「
国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的
人

権
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の

憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人

権
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久

の
権
利
と
し
て
、
現
在
及
び
将
来
の

国
民
に
与
え
ら
れ
る
。」
と
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
人
が
人
間

と
し
て
自
由
に
幸
福
に
生
き
て
い
く

た
め
に
憲
法
が
あ
る
の
で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
深
く
か

か
わ
っ
て
い
る
憲
法
に
つ
い
て
、
こ

の
機
会
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

人
権
推
進
課

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇
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この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-242-7997）へ 24広報いずみさの 平成30年5月号
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各種相談の案内　気軽に相談してください。なお、祝・休日にあたるときは変更する場合があります。

◎法律相談【予約制】
月曜日（第2月曜日除く)、第2水曜日
13:00～16:45（1つの内容で1回限り）
市役所1階相談室（問合先：人権推進課）
◎労働相談【予約制】
第2木曜日 13:00～15:05（1つの内容で1回限り）
市役所1階相談室（問合先 ：人権推進課）
◎行政相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎人権擁護委員による人権相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室ほか（問合先：人権推進課）
◎総合生活相談　（人権侵害・就労支援・進路
選択支援・生活相談）
●月～金曜日 9:30～16:30
人権推進課
南部市民交流センター本館（☎466-6464）
北部市民交流センター本館（☎464-5726）
まちの活性課（就労支援のみ ☎469-3131）
公益社団法人 泉佐野市人権協会

（☎458-7444）
●第3土曜日 10:00～12:00【予約制】
申込・問合先　その週の月曜日までに人権推
進課へ
◎女性のための電話相談（☎469-7402）
第1～4水曜日 10:00～12:00、13:00～15:00
問合先　いずみさの女性センター
　　　　（☎469-7125）
◎女性の悩みの相談（面接）【予約制】 
相談日・時間は予約時に問い合わせてくださ
い。夜間相談あり
問合先　いずみさの女性センター
　　　　（☎469-7125）
◎消費生活相談
月～金曜日 9:00～16:30
消費生活センター（☎469-2240）
◎司法書士総合相談【予約制】
水曜日 13:30～16:30　消費生活センター
申込　大阪司法書士会（☎06-6943-6099）
受付　月～金曜日 10:00～16:00

◎高齢者相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター 1階（問合先：地域包括支
援センター ☎464-2977 Fax462-5400）
◎障害者相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター 1階
（問合先：基幹相談支援センター あいと ☎464-
3830 Fax462-5400）
◎高齢者・障害者の権利擁護に関する相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター 1階
（問合先：泉佐野市権利擁護支援センター【社
会福祉協議会内】 ☎464-2259 Fax462-5400)
◎赤ちゃん相談【予約制】
第3水曜日（8月のみ第5水曜日）
奇数月 9:30～12:00
偶数月 13:00～15:00 
健診センター（問合先：健康推進課）
◎健康相談・栄養相談【予約制】
第3火曜日 9:30～12:00
健康推進課
◎肝炎ウイルス検査【予約制】
第1水曜日（祝日除く） 9:30～10:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎HIV即日検査（希望者には梅毒即日検査
も実施・匿名可）
第1・3月曜日（祝日除く） 13:00～14:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎風しん抗体検査【予約制】
第1・3月曜日（祝日除く） 10:00～11:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎こころの健康相談（アルコール依存症・
認知症含む）【予約制】
月～金曜日（祝日除く） 9:00～17:45
泉佐野保健所（☎462-4600）
◎医療に関する相談
月～金曜日（祝日除く） 9:00～16:00
泉佐野保健所（☎462-7701）　

◎行政書士相談【予約制】
第4金曜日 13:00～16:00　市役所1階相談室
申込　大阪府行政書士会泉州支部
　　　（☎483-7373）
◎税務相談
第3水曜日（2・3月除く） 13:00～16:00
市役所1階相談室（問合先：税務課）
◎国保夜間納付相談
第3木曜日 17:30～20:00　国保年金課
◎後期高齢者医療保険料納付相談
第3木曜日 17:30～20:00　国保年金課
◎家庭児童相談（☎463-1937）
月～金曜日 9:00～17:00
◎子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）
月～金曜日 9:00～17:00
◎育児相談
●月～金曜日 9:00～16:00
泉佐野すえひろ保育園（☎466-5826）
●月～金曜日 10:00～16:00
地域子育て支援センター（☎469-3700）
◎子育て電話相談
鶴原保育園（☎463-0065）
月～金曜日 10:00～16:00
◎母子・父子・寡婦家庭の相談
月～水・金曜日 9:00～17:00　子育て支援課
◎教育相談
●さわやかルーム（☎447-7312）
月～金曜日 10:15～15:30
●シャイン（☎464-8750）
月～金曜日 10:15～15:30
◎身障者相談
第2・4金曜日 13:00～15:00
社会福祉センター2階（問合先：障害福祉総務課）
◎知的障害児（者）よろず相談
第4金曜日 10:00～12:00 
社会福祉センター2階（問合先：障害福祉総務課）
◎心配ごと相談
月曜日 13:00～16:00
社会福祉センター 2階相談室
（問合先 ：社会福祉協議会 ☎469-2155）

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇

「さのまる」の誕生日パーティーに参加しました
　私は、自治振興課で国際交流を担当しています
が、他の業務にも従事しています。
　2月24日・25日、泉佐野市と友好関係にある
栃木県佐野市の人気キャラクター「さのまる」の
誕生日パーティーに参加しました。誕生日パー
ティーには、日本各地のキャラクターが登場しま
した。もちろん、私たち泉佐野市の「一生犬鳴！

イヌナキン！」も登場し、会場を盛り上げました。
　1日目は、くまモンが登場し、みんなでくまモン体操を踊りました。日本のキャラクター
は中国でも人気がありますが、くまモンは中国で一番人気のある日本のキャラクターです。
中国では可愛い様子、面白い姿が人気で、彼は現在、wechat（中国のLINE）の「表情」（LINE
のスタンプのようなもの）にもなっています。誕生日パーティーでは、地元出身の歌手や
アイドルなどのステージもあり楽しいイベントでしたが、私たちも泉佐野市のPRのために、
イヌナキンと一緒に「泉州タオル」を配りました。
　佐野市は東京から2時間もかかるため、２日目は残念ながら、午後すぐに佐野市を出発し

ました。
　外国人として、日本で人気のキャラクターと
交流することができ、とても幸せでした。また、
記念イベントの様子も見学でき、勉強になりま
した。チャンスがあれば、来年のイベントにも
参加したいです。

（中国語で「こんにちは」）（中国語で「こんにちは」）
ニイハオ！ニイハオ！你好！你好！

国際交流員 国際交流員 趙 鑑趙 鑑 通信 通信国際交流員 趙 鑑 通信

（中国語で「こんにちは」）

ちょう 　かん

ニイハオ！你好！

今月の中国語…熊本熊（ション ベン ション）：くまモン
　　　　　　　一生犬鳴（イ セン チュ ミン）：イヌナキン
　　　　　　　佐野丸子 （ズォ イェ ワン ヅ）：さのまる 

▶
国
際
交
流
員
の
趙　

鑑
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い
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【レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館】
毎週月曜日、1日㈫、31日㈭は休館
開館時間　午前9時30分～午後7時（日曜・祝日は午後5時まで）
☎469-7130 Fax469-7131
【佐野・長南公民館 図書室】
毎週月曜日、1日㈫、3日㈷～5日㈷、31日㈭は休館
利用時間　午前9時30分～午後5時
佐野公民館 図書室 ☎463-6035 長南公民館 図書室 ☎465-1101 
【北部公民館図書室　☎469-5171】
毎週日曜日、3日㈷～5日㈷、31日㈭は休館
利用時間　午前10時30分～午後6時

ステーション名 5月 6月 曜日 時 間（午 後） ステーション名 5月 6月 曜日 時 間（午 後）

末広小学校正門 9日
30日 20日

水

1時00分～2時00分 府営鶴原中央住宅集会所 18日 8日

金

2時10分～3時10分

長滝町会館 9日
30日 20日 2時20分～3時20分 上瓦屋ちびっこ広場 18日 8日 3時30分～4時30分

上大木河原織布前 9日
30日 20日 3時50分～4時30分 大木小学校運動場前 11日 1日 1時10分～2時10分

日根野小学校裏門 2日
23日 13日 1時10分～2時10分 府営長滝住宅集会所 11日 1日 2時40分～3時40分

府営泉ケ丘住宅集会所 2日
23日 13日 2時40分～3時40分 府営佐野台住宅

一斉清掃ゴミ置き場前 26日 16日

土

1時15分～2時15分

佐野台小学校東門 16日 6日 1時25分～2時25分 貝田町会館 26日 16日 2時30分～3時10分

上之郷小学校裏門 10日
24日 14日

木

1時10分～2時10分 新家町会館 26日 16日 3時30分～4時30分

安松町会館 10日
24日 14日 2時30分～3時10分 樫井西町若宮神社境内 12日 2日 1時00分～2時00分

西出町会館 17日 7日 2時20分～3時00分 府営羽倉崎住宅
中央集会所 12日 2日 2時15分～3時15分

府営鶴原北住宅集会所 17日 7日 3時30分～4時30分 湊町会館 12日 2日 3時40分～4時30分

日新小学校南門 25日 15日

金

1時10分～2時10分 羽倉崎実行組合集会所（旧JA
大阪泉州羽倉崎支店）駐車場 19日 9日 1時20分～2時00分

野々地蔵町内会館 25日 15日 2時50分～3時30分 いこらも～る泉佐野
臨時駐車場 19日 9日 2時20分～3時20分

土丸長生会館 25日 15日 3時50分～4時30分 北中ちびっこ広場 19日 9日 3時30分～4時30分

移動図書館 いちょう号巡回表

おはなし会
日時　5月16日㈬、6月6日㈬
　　　午前11時～11時30分

おやこヨガ
日時　5月23日㈬
①なでなでヨーガ…

午前10時～10時45分
②まねまねヨーガ…

午前11時～11時45分
対象　
①生後5～6ヵ月のおすわり期～は
いはい期の乳児と保護者
②よちよち期～2歳児の乳幼児と
保護者
定員　各8組（先着順）
講師　井上照子さん

（認定こどもヨーガ教師）
持ち物　バスタオル、ふた付きの
飲み物
※服装は動きやすいもので
場所・申込・問合先　5月8日㈫ 
午前9時30分以降に電話でレイク
アルスタープラザ・カワサキ中央
図書館へ
※参加無料

食育講演会
～「いただきます」から考える

子どもの食～
日時　6月8日㈮ 
　　　午前10時30分～11時30分
内容　子どもの食と成長に関する
悩みや不安について
対象　
小学生までの子どもを持つ保護者
定員　20人（先着順）
講師　
泉佐野地域活動栄養士 ビーンズ
場所・申込・問合先　5月15日㈫ 
午前9時30分以降に電話でレイク
アルスタープラザ・カワサキ中央
図書館へ　
※参加無料

日曜・祝日おはなし会
日時　5月20日㈰ 午後2時～3時
出演　なかよし文庫
定員　50人（先着順）

土曜子どもシアター
日時　5月12日㈯ 午後2時～
場所　レイクアルスタープラザ・
カワサキ中央図書館 2階視聴覚室
内容　ガフールの伝説（97分）
定員　80人（先着順）
※申込不要、参加無料

いずれも
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館 2階視聴覚室
※申込不要、参加無料

新着図書案内
【一般書】▶社長の基本（三條慶
八）▶0円で生きる（鶴見　済）
【児童書】▶イライラウサギ（ペ
タ）▶おしりつねり（桂　文我）
※上記以外の新着図書について
は、問い合わせてください。

※交通事情・天候などにより、遅れたり予定を変更したりする場合があります。
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文
化
・
教
養

【受付時間】
●レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター、佐野・長南公民館
火～日曜日（祝・休日除く） 午前9時～午後5時
●いずみさの女性センター　火～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時15分
●北部・南部市民交流センター本館、北部公民館　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●南部市民交流センター青少年センター　月～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの
火～日曜日（祝日除く。月曜日が祝日の場合は、月曜日と火曜日が休館）午前9時～午後5時
●J:COM末広体育館（市民総合体育館）　
火～日曜日（祝日除く。日・月曜日が祝日の場合、火曜日は受付不可） 午前9時～午後5時15分

※祝日の開館状況は各施設に問い合わせてください。
　また、身体の障害などにより、配慮が必要な場合は申込時にお知らせください。
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日
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〜
２
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員　

24
人
（
先
着
順
）

講
師　

り
ん
く
う
公
園

管
理
事
務
所
ス
タ
ッ
フ

材
料
費　

１
，
５
０
０
円

持
ち
物　

幅
20
×
奥
行
10
×
高
さ
10

　

㎝
く
ら
い
の
物
が
入
る
持
ち
帰
り
用

袋
、
花
ば
さ
み
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　

５
月
８
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
20
日
㈰
ま
で

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

■
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
体
験
講
座

　

生
花
の
一
番
美
し
い
時
期
に
色
素
を

抜
き
取
り
、
特
殊
な
加
工
を
施
し
た
プ

リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
は
、
枯
れ
る
こ

と
が
な
く
水
や
り
の
必
要
も
な
い
こ
と

が
最
大
の
特
徴
で
、
イ
ン
テ
リ
ア
や
贈

り
物
と
し
て
最
適
で
す
。

日
時　

６
月
23
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

安
福
英
子
さ
ん

（
ア
フ
ェ
ク
ト
フ
ロ
ー
ル
主
宰
）

材
料
費　

１
，
８
０
０
円

持
ち
物　

は
さ
み
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
両

面
テ
ー
プ
（
あ
る
人
）

申
込　

５
月
10
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
６
月
９
日
㈯
ま
で

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

■
【
市
民
企
画
講
座
】

フ
レ
グ
ラ
ン
ス
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
講
座

　

観
賞
用
と
し
て
人
気
の
ハ
ー
バ
リ
ウ

ム
に
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
効
果
を
プ
ラ
ス
し

ま
す
。

日
時　

５
月
26
日
㈯

　
　
　

●
午
前
10
時
〜
10
時
50
分

　
　
　

●
午
前
11
時
〜
11
時
50
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

各
８
人
（
先
着
順
）

講
師　

桶
谷
清
美
さ
ん
（
Ｊ
Ｈ
Ａ
日
本

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
協
会
認
定
講
師
）

材
料
費　

２
，
０
０
０
円

持
ち
物　

ピ
ン
セ
ッ
ト

申
込　

５
月
８
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
20
日
㈰
ま
で

■
も
し
も
ピ
ア
ノ
が
弾
け
た
な
ら

（
全
４
回
）

〜
ピ
ア
ノ
を「
こ
れ
か
ら
」「
も
う
一
度
」

弾
き
た
い
あ
な
た
へ
〜

　

憧
れ
の
あ
の
曲
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
楽
譜
が
読
め
な
く
て
も
大
丈
夫
！

日
時　

６
月
７
日
㈭
・
21
日
㈭
、
７
月

５
日
㈭
・
19
日
㈭

●
午
前
10
時
〜
10
時
50
分

●
午
前
11
時
〜
11
時
50
分

※
ど
ち
ら
か
選
択

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

講
師　

高
野
真
理
子
さ
ん
（
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

楽
譜
代　

１
０
０
円

申
込　

５
月
15
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他
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文
化
・
教
養

相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

※各施設の受付時間は、27ページをご覧ください。

生
涯
学
習
課

☎
４
６
９・
７
１
３
２

Fax
４
６
９・
７
１
３
３

■
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
音
を聴

い
て
み
よ
う
！

〜
バ
グ
パ
イ
プ
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー

プ
、
手
回
し
オ
ル
ガ
ン
編
〜

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
楽
器
を
生
で
鑑
賞
し

ま
せ
ん
か
？
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
音
楽
、
伝
統
曲
を
織
り
交
ぜ
た
楽

し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
時　

６
月
30
日
㈯

①
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
…
午
前
10
時
〜
正
午

※
②
の
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
た
小
学
生

以
上
の
子
ど
も
と
保
護
者
が
対
象

②
コ
ン
サ
ー
ト
…
午
後
２
時
〜
３
時

定
員　

①
15
組
（
先
着
順
）

　
　
　

②
１
５
０
人
（
先
着
順
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
講
師　

Koji Koji M
oheji

さ
ん

（
プ
ロ
バ
グ
パ
イ
プ
奏
者
）

コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者　

Koji Koji M
oheji

さ
ん
、
上
原
奈
未

さ
ん （
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
プ
奏
者
）

参
加
費　

①
１
組
５
０
０
円

（
子
ど
も
１
人
追
加
＋
３
０
０
円
）

②
３
０
０
円
（
２
歳
未
満
は
無
料
で
入

場
整
理
券
が
必
要
）

持
ち
物
（
①
の
み
）　

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ

フ
、
カ
ッ
タ
ー
マ
ッ
ト
（
あ
れ
ば
）

申
込　

①
５
月
12
日
㈯
以
降
に
お
や
こ
劇
場
へ

②
５
月
12
日
㈯
以
降
に
レ
イ
ク
ア
ル
ス

タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
、
泉
佐
野
お
や
こ
劇
場
へ

販
売
先　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６

９・７
１
２
０ 

Fax
４
６
９・７
１
２
１
）

主
催　

泉
佐
野
お
や
こ
劇
場
（
☎
・
Fax

４
１
５・
０
２
２
２ 

ｅ
メ
ー
ル
：izum

i
sanooyako@

rinku.zaq.ne.jp

）

共
催
・
問
合
先　

生
涯
学
習
課

■
お
知
ら
せ

【
市
民
企
画
講
座
募
集
】

〜
熱
意
と
向
上
心
を
も
っ
て
、
市
民

の
声
に
役
立
ち
た
い
と
い
う
み
な
さ

ん
の
た
め
に
〜

　

自
ら
講
師
と
し
て
活
動
し
た
い
と

考
え
て
い
る
人
に
経
験
を
積
む
機
会

を
提
供
す
る
た
め
、
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
生
涯
学
習
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
在
住
者
お
よ
び
市
内
に

活
動
拠
点
の
あ
る
個
人
・
団
体
（
グ

ル
ー
プ
）

※
市
や
公
的
機
関
か
ら
補
助
を
受
け

て
い
る
団
体
（
グ
ル
ー
プ
）
を
除
く

要
件　

市
民
の
生
涯
学
習
に
貢
献
す

る
内
容
の
も
の

※
そ
の
他
、
複
数
要
件
あ
り

【
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
制

度
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
】

　

学
習
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
み

な
さ
ん
に
講
師
を
紹
介
す
る
制
度
で

す
。
料
理
や
語
学
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

生
涯
学
習
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

講
師
謝
金　

３
，
０
０
０
円
（
１
回

２
時
間
以
内
）

※
市
内
在
住
講
師
は
交
通
費
含
む
。

資
料
代
、
材
料
費
は
受
講
者
負
担

　

講
師
登
録
も
随
時
面
談
を
受
付

し
て
い
ま
す
。

長
南
公
民
館

☎
４
６
５
・
０
７
８
６

Fax
４
６
５
・
１
１
０
３

■
お
し
ゃ
れ
な

ワ
ン
ハ
ン
ド
ル
バ
ッ
グ
作
り（
全
２
回
）

　

針
や
糸
を
使
わ
ず
に
、
環
境
に
や
さ

し
い
リ
サ
イ
ク
ル
素
材
の
ク
ラ
フ
ト
バ

ン
ド
で
作
り
ま
す
。

日
時　

５
月
31
日
㈭
、
６
月
７
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

相
川
令
子
さ
ん

（
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
講
師
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

は
さ
み
、
木
工
用
ボ
ン
ド
、

目
打
ち
ま
た
は
マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
、

30
㎝
も
の
さ
し
、
メ
ジ
ャ
ー
、
洗
濯
バ

サ
ミ
15
個

申
込　

５
月
９
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
19
日
㈯
ま
で

■
手
軽
に
作
ろ
う
ヘ
ル
シ
ー
ご
は
ん

　

元
気
も
り
も
り
朝
食
を
。
毎
日
食
べ
る

と
い
い
こ
と
い
っ
ぱ
い
！
旬
の
食
材
を

使
っ
て
、
楽
し
く
お
料
理
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

５
月
27
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

新
生
姜
ご
は
ん
、
豚
肉
の

ご
ま
焼
き
、
鉄
火
み
そ
、
ト
マ
ト
と
卵

の
ス
ー
プ
、
カ
ス
タ
ー
ド
パ
ン
ケ
ー
キ

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

■
風
水
を
取
り
入
れ
て
作
る

サ
ン
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
講
座

　
「
幸
運
を
呼
ぶ
イ
ン
テ
リ
ア
」
と
し

て
窓
辺
に
飾
り
ま
す
。
ク
リ
ス
タ
ル
ガ

ラ
ス
か
ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
ガ
ラ
ス
の
ど

ち
ら
か
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

５
月
30
日
㈬ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

挽
田
阿
美
さ
ん
（
サ
ン
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ス
ト
）

材
料
費　

ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
１
，
２
０
０
円

ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
ガ
ラ
ス
２
，
０
０
０
円

持
ち
物　

持
ち
帰
り
用
袋

申
込　

５
月
９
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
23
日
㈬
ま
で

講
師　

松
尾
登
美
子
さ
ん（

管
理
栄
養
士
）

材
料
費　

８
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
筆
記
用
具

申
込　

５
月
８
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
19
日
㈯
ま
で
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文
化
・
教
養

文
化
・
教
養

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

※各施設の受付時間は、27ページをご覧ください。

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館
・

北
部
公
民
館☎

４
６
４・
５
７
２
５

Fax
４
６
９・
２
２
８
４

■
く
つ
下
ぬ
い
ぐ
る
み
を
つ
く
ろ
う

　

他
と
は
違
う
、
自
分
だ
け
の
お
気
に

入
り
の
く
つ
下
ぐ
る
み
を
つ
く
れ
ま
す
。

日
時　

６
月
18
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

多
田
和
美
さ
ん

（
38
ｇ
製
作
所 

主
宰
）

受
講
料　

１
，
４
０
０
円（

材
料
費
含
む
）

申
込　

５
月
10
日
㈭
以
降
に
受
講
料
を

持
参
し
事
務
所
へ
。
受
講
料
の
納
入
・

キ
ャ
ン
セ
ル
は
６
月
８
日
㈮
ま
で

■
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
体
験
講
座（
全
３
回
）

　

追
っ
か
け
編
み
で
、
小
ぶ
り
な
「
お

出
か
け
バ
ッ
グ
」（
17
×
28
×
17
㎝
）

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

５
月
23
日
㈬
、
６
月
９
日
㈯
・

23
日
㈯ 

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

植
西
真
美
さ
ん
（
北
部
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
本
館
登
録
講
師
）

受
講
料　

１
，
７
０
０
円（

材
料
費
含
む
）

持
ち
物　

は
さ
み
、
洗
濯
ば
さ
み
、
長

い
定
規
ま
た
は
メ
ジ
ャ
ー

申
込　

５
月
２
日
㈬
以
降
に
受
講
料
を

持
参
し
事
務
所
へ
。
受
講
料
の
納
入
・

キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
16
日
㈬
ま
で

■
色
え
ん
ぴ
つ
画
講
座
（
全
３
回
）

　

馴
染
み
の
あ
る
色
え
ん
ぴ
つ
で
、
立

体
感
の
あ
る
リ
ア
ル
な
絵
が
描
け
ま
す
。

日
時　

５
月
28
日
㈪
、
６
月
４
日
㈪
・

11
日
㈪ 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

嶋
口
金
治
さ
ん
（
北
部
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
本
館
登
録
講
師
）

受
講
料　

１
，
０
０
０
円（

材
料
費
含
む
）

持
ち
物　

色
え
ん
ぴ
つ
24
色
（
あ
れ

ば
）、
描
き
た
い
も
の
（
果
物
な
ど
）

１
〜
２
個
、
筆
記
用
具

申
込　

５
月

７
日
㈪
以
降
に

受
講
料
を
持
参

し
事
務
所
へ
。

受
講
料
の
納

入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
21
日

㈪
ま
で

■
役
に
立
つ
中
国
語
講
座
（
全
５
回
）

　

中
国
・
台
湾
へ
の
旅
行
に
役
立
つ「
中

国
語
」
を
勉
強
し
ま
す
。

日
時　

５
月
31
日
〜
６
月
28
日
の
毎
週

木
曜
日 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

趙　

大
麗
さ
ん（
中
国
語
講
師
）

受
講
料　

１
，
０
０
０
円

申
込　

５
月
９
日
㈬
以
降
に
受
講
料
を

持
参
し
事
務
所
へ
。
受
講
料
の
納
入
・

キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
25
日
㈮
ま
で

■
栃
木
レ
ザ
ー
で
手
作
り
小
銭
入
れ

〜
父
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
〜

　

レ
ザ
ー
に
好
き
な
刻
印
を
押
し
、
世

界
に
一
つ
だ
け
の
作
品
を
作
り
ま
せ
ん

か
。
お
好
き
な
カ
ラ
ー
を
選
べ
ま
す
。

（
申
込
時
に
ネ
イ
ビ
ー
、
キ
ャ
メ
ル
、

レ
ッ
ド
、ブ
ラ
ッ
ク
、ブ
ラ
ウ
ン
、カ
ー

キ
か
ら
選
択
）

日
時　

６
月
４
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

谷
川
千
恵
子
さ
ん
（
北
部
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
本
館
登
録
講
師
）

受
講
料　

１
，
７
０
０
円（

材
料
費
含
む
）

申
込　

５
月
８
日
㈫
以
降
に
受
講
料
を

持
参
し
事
務
所
へ
。
受
講
料
の
納
入
・

キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
25
日
㈮
ま
で

■
お
片
付
け
講
座
「
キ
ッ
チ
ン
編
」

　

毎
日
使
う
キ
ッ
チ
ン
が
使
い
や
す
く

な
る
と
楽
し
く
な
り
ま
す
。
ま
ず
は

キ
ッ
チ
ン
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

６
月
12
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

脇
田
ゆ
み
さ
ん

い
ず
れ
も電話

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
仮
申
込
可 

（
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
１
級
）

受
講
料　

５
０
０
円
（
資
料
代
含
む
）

申
込　

５
月
10
日
㈭
以
降
に
受
講
料
を

持
参
し
事
務
所
へ
。
受
講
料
の
納
入
・

キ
ャ
ン
セ
ル
は
６
月
７
日
㈭
ま
で

（
一
財
）
泉
佐
野
み
ど
り
推
進
機
構

り
ん
く
う
中
央
公
園

☎
４
６
９・
３
３
３
２

■
癒
さ
れ
w
e
e
k

●
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

●
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

講
師

①
太
田
知
佳
子
さ
ん

（
ア
ト
リ
エ
フ
ル
ー
ル
）

②
砂
田
里
美
さ
ん（
ハ
ー
ト
ル
ー
ジ
ュ
）

受
講
料　

各
２
，
５
０
０
円

（
材
料
費
含
む
）

持
ち
物
（
①
の
み
）　

は
さ
み
、
持
ち

帰
り
用
袋

申
込　

各
開
催
日
の
３
日
前
ま
で

開
催
日

（
５
月
）

講 

座 

名 

①
15
日
㈫
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

②
18
日
㈮
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
診
断

■
絵
手
紙
教
室

〜
季
節
の
お
花
を
描
く
〜

日
時　

５
月
21
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

前
河
直
子
さ
ん（

ゆ
ー
も
あ
ー
と
）

受
講
料　

１
，
５
０
０
円

（
材
料
費
含
む
）

申
込　

５
月
18

日
㈮
ま
で

相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他
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文
化
・
教
養

文
化
・
教
養

※各施設の受付時間は、27ページをご覧ください。

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

佐
野
公
民
館☎

４
６
３・
６
１
８
１

Fax
４
６
９・
２
２
４
３

■
お
も
て
な
し
英
語
研
修
（
全
４
回
）

〜
初
心
者
向
け
〜

　

外
国
人
旅
行
者
に
道
案
内
を
求
め
ら

れ
た
場
合
に
使
え
る
英
語
を
、
一
緒
に

学
び
ま
し
ょ
う
。
日
本
人
講
師
な
の
で

安
心
し
て
始
め
ら
れ
ま
す
。

日
時　

６
月
５
日
㈫
・
12
日
㈫
・
19
日

㈫
・
26
日
㈫ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

北
谷
知
子
さ
ん
（
ｉ
ｃ
ａ
お
も

て
な
し
語
学
研
修
コ
ー
チ
）

申
込　

５
月
８
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

■
手
芸
講
座
「
着
な
く
な
っ
た
浴
衣
で

日
傘
を
つ
く
ろ
う
」（
全
２
回
）

　

着
な
く
な
っ
た
浴
衣
で
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
日
傘
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　

５
月
22
日
㈫
・
29
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

樋
口
久
実
さ
ん

（
佐
野
公
民
館
登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

材
料
費　

１
，
５
０
０
円

（
浴
衣
の
な
い
人
は
２
，
５
０
０
円
）

持
ち
物　

裁
縫
用
具
（
針
・
は
さ
み
な

ど
）、
着
な
く
な
っ
た
浴
衣

申
込　

５
月
８
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
13
日
㈰
ま
で

■
楽
し
く 

美
味
し
く 

本
物
の
珈
琲
を
味
わ
う

日
時　

５
月
25
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

渡
邉
有
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
か
ら
地
球
が
見
え
る

公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

材
料
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
ふ
き
ん

申
込　

５
月
11
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

■
男
の
料
理
教
室

　

日
頃
か
ら
料
理
を
し
な
い
人
に
も
丁

寧
に
指
導
し
ま
す
。

日
時　

５
月
26
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

豆
腐
ハ
ン
バ
ー
グ
、
か
ぼ

ち
ゃ
サ
ラ
ダ
、
コ
ー
ン
ス
ー
プ

対
象　

16
歳
以
上
の
男
性

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

健
康
推
進
課 

登
録
管
理
栄
養
士

材
料
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
三
角
巾

申
込　

５
月
９
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
5
月
18
日
㈮
ま
で

■
顔
の
た
る
み
を
引
き
あ
げ
る

「
触
れ
る
美
学
」
メ
ソ
ッ
ド
Ⅱ

　

老
化
の
原
因
と
な
る
１
日
の
コ
リ

を
、
き
っ
ち
り
リ
セ
ッ
ト
す
る
た
め
の

ケ
ア
方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　

６
月
２
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

村
田
あ
や
こ
さ
ん

持
ち
物　

ス
タ
ン
ド
式
鏡
（
手
鏡
で
も

可)

、
髪
が
顔
の
周
り
に
か
か
ら
な
い
た

め
の
髪
留
め
な
ど
、
筆
記
用
具
、
飲
料
水

申
込　

５
月
15
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
22
日
㈫
ま
で

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６・
１
６
４
１

Fax
４
６
６・
４
７
４
４

■
書
道
体
験
講
座

「
一
筆
入
魂
」（
全
４
回
）

　

硯
（
す
ず
り
）
と
紙
に
向
か
い
、
心

を
澄
ま
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？
「
と
め
」

「
は
ら
い
」
の
基
本
か
ら
学
べ
ま
す
。

経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

日
時　

６
月
２
日
㈯
・
９
日
㈯
・
16
日

㈯
・
23
日
㈯ 
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

松
原
曙
郷
さ
ん

持
ち
物　

書
道
セ
ッ
ト
、
手
拭
き
用
タ

オ
ル
、
新
聞
紙
（
４
〜
５
枚
）

申
込　

５
月
２
日
㈬
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無 

料

■
手
づ
く
り
お
菓
子
の
教
室

〜
ベ
イ
ク
ド
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
〜

　

定
番
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
と
も
う
一
品

作
り
ま
す
。

日
時　

６
月
４
日
㈪ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

木
村
明
美
さ
ん

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り

用
容
器

申
込　

５
月
２
日
㈬
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

 

■
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の

似
顔
絵
パ
ン
を
作
ろ
う
！

日
時　

６
月
16
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
15
分
〜
３
時

場
所　

佐
野
公
民
館

対
象　

小
・
中
学
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

材
料
費　

４
０
０
円

申
込　

５
月
14
日
㈪
以
降
に
電
話
（
申

込
専
用
☎
４
４
９・４
７
６
０
）
で
。
材

料
費
の
納
入
・
キ
ャ

ン
セ
ル
は
５
月
21
日

㈪
〜
25
日
㈮
に

■
Ｉ
Ｙ
Ｃ
習
字
ク
ラ
ブ

開
催
日
・
コ
ー
ス　

６
月
〜
来
年
３
月

の
毎
週
火
曜
日
、
毎
週
水
曜
日
、
毎
週

木
曜
日
、
毎
週
金
曜
日
（
各
全
30
回
）

※
毎
月
、
昇
級
試
験
を
実
施

時
間　

午
後
４
時
30
分
〜
５
時
15
分

場
所　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
プ
ラ
ザ
い
ず
み

さ
の
（
旧
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

※
水
曜
日
の
み
南
部
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
青
少
年
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
学
２
〜
６
年
生

定
員　

各
10
人
程
度

※
申
込
多
数
の
場
合
は
公
開
抽
選 

５

月
15
日
㈫ 

午
前
10
時
〜 

 
講
師　

滝
本
正
太
郎
さ
ん

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

青
少
年
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
６
・
１
７
４
５

Fax
４
６
６
・
１
７
７
９

（
習
字
研
究
社
大
阪
府
連
合
会 

顧
問
）

諸
経
費　

１
０
，
０
０
０
円
（
作
品
展

台
紙
、
手
本
、
半
紙
、
墨
汁
な
ど
）

※
申
込
後
は
返
金
不
可

持
ち
物　

習
字
道
具
一
式

申
込　

５
月
11
日
㈮
（
必
着
）
に
往
復

ハ
ガ
キ
の
返
信
用
表
面
に
申
込
者
の
住

所
、
氏
名
を
、
往
信
用
裏
面
に
住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）電
話
番
号
、学
校
名
、

新
学
年
、
第
１
希
望
曜
日
、
第
２
希
望

曜
日
を
記
入
し
、
〠
５
９
８・０
０
３
５

南
中
樫
井
４
７
６
番
地
の
２ 

南
部
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

※
ハ
ガ
キ
１
枚
で
１
人
の
み
申
込
可
。

複
数
曜
日
の
申
込
不
可
。
５
月
21
日
㈪

ま
で
に
返
信
八
ガ
キ
が
届
か
な
い
場
合

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
諸
経

費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
21
日

㈪
〜
25
日
㈮
に 

　

青
少
年
セ
ン
タ
ー
は
、
南
部
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
本
館
に
移
転
し
ま
し
た
。

相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他
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文
化
・
教
養

各
種
文
化
・
教
養

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
３
１
１
１

Fax
４
６
９・
７
９
２
９

健　

康

健　

康

健
康
推
進
課

■
ｉ
ｃ
ａ
「
地
球
理
解
講
座
」

演
奏
と
ダ
ン
ス
で
感
じ
る

〜
南
米
ア
ン
デ
ス
の
風
〜

　

リ
ー
ド（
吹
き
口
）の
な
い
縦
笛
ケ
ー

ナ
、
管
を
い
く
つ
も
束
ね
た
サ
ン
ポ
ー

ニ
ャ
、
ウ
ク
レ
レ
の
よ
う
で
物
悲
し
い

音
色
の
す
る
チ
ャ
ラ
ン
ゴ
、
毛
の
生
え

た
大
太
鼓
ボ
ン
ボ
。
ア
ン
デ
ス
独
特
の

見
慣
れ
な
い
楽
器
で
、
み
な
さ
ん
を
ア

ン
デ
ス
の
大
地
に
誘
い
ま
す
。
ア
ン
デ

ス
の
風
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
27
日
㈰ 

午
後
２
時
30
分
〜

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森マ

ル
チ
ス
ペ
ー
ス

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

演
奏
と
ダ
ン
ス　

Ｍ
．
Ｓ
．
Ｋ
／
エ
メ
・

エ
セ
・
カ
ー
（
演
奏
）、
ま
ち
ゅ
ぴ
ち
ゅ

（
舞
踊
）

申
込
・
問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 
泉
佐
野

地
球
交
流
協
会
（
ｉ
ｃ
ａ
）（
火
〜
土
曜

日 

午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

☎
４
２
９
・

９
７
４
１ 

Fax
４
２
９・
９
７
４
２ 

ｅ

メ
ー
ル
：ica@

ica.gr.jp

）

※
参
加
無
料 

■
府
営 

泉
佐
野
丘
陵
緑
地

｢

青
竹
で
竹
琴
づ
く
り
を
し
よ
う
！｣

　

公
園
の
竹
を
活
用
し
て
竹
琴
づ
く
り

を
体
験
し
ま
す
。
手
作
り
の
竹
の
楽
器

で
楽
し
く
音
を
奏
で
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

５
月
26
日
㈯

　
　
　

午
前
９
時
50
分
〜
午
後
３
時

場
所　

府
営 

泉
佐
野
丘
陵
緑
地

（
上
之
郷
90
番
地
）

※
無
料
駐
車
場
あ
り

対
象　

小
学
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で

定
員　

８
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、
作
業
用
手

袋※
服
装
は
汚
れ
て
も
よ
い
も
の
で
。パ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
内
に
自
動
販
売
機
あ
り

申
込
・
問
合
先　

５
月
16
日
㈬
ま
で（
月

曜
日
除
く
）
の
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時
（
５
月
16
日
は
正
午
ま
で
）
に

電
話
で
泉
佐
野
丘
陵
緑
地
パ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
（
☎
４
６
７
・

２
４
９
１
）
へ

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://izum
isa

no-kyuryo.jp/

）

か
ら
も
申
込
可

■
第
４
１
７
回 

観
の
会

日
時　

５
月
17
日
㈭ 

　
　
　

午
後
３
時
30
分
〜
５
時

場
所　

佐
野
公
民
館

テ
ー
マ　
「
観
の
会
」40
年
を
振
り
返
っ
て

話
す
人　

岡
村
親
一
郎（
観
の
会 

会
長
）

問
合
先　

岡
村
（
☎
４
６
４・７
７
２
３
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

日
時　

５
月
14
日
㈪

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

※
雨
天
時
は
健
診
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所

本
庁
舎
南
側
）
で
実
施

集
合
場
所　

檀
波
羅
公
園
（「
松
風
台

西
」
交
差
点
西
側
）
内
の
広
場

コ
ー
ス　

大
細
利
池
周
回
コ
ー
ス

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
内
在
住
者

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

協
力　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
推
進
員

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。
服
装
・
靴

は
運
動
の
で
き
る
も
の
で 

■
は
じ
め
て
み
よ
う
！
健
康
体
操

「
正
し
い
姿
勢
で

若
々
し
く
見
せ
る
歩
き
方
」

日
時　

５
月
31
日
㈭ 

午
前
10
時
〜
11
時

場
所　

健
診
セ
ン
タ
ー

■
健
康
教
室
（
予
約
制
）

― 

６
月
４
日
〜
10
日
は
、

歯
と
口
の
健
康
週
間 

―

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に
、
体
に

い
い
こ
と
始
め
ま
し
ょ
う
。
歯
と
お
口

の
健
康
教
室
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
７
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森
ホ
ー
ル

２
階
大
会
議
室

内
容
・
講
師　

こ
こ
が
知
り
た
い
！
歯

と
お
口
！
「
歯
周
病
、
虫
歯
、
口
臭
な

ど
悩
み
別
、
お
口
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決

策
！
」
西
田
栄
昭
さ
ん
（
泉
佐
野
泉
南

歯
科
医
師
会 

歯
科
医
師
）、
実
技
「
歯

磨
き
、
入
れ
歯
、
お
口
の
お
手
入
れ
方

法
お
伝
え
し
ま
す
！
」
歯
科
衛
生
士

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

歯
ブ
ラ
シ
、
手
鏡
、
健
康
手

帳
（
お
持
ち
の
人
）

申
込　

５
月
10
日
㈭
以
降
に
健
康
推
進

課
へ

※
受
講 
無
料

■
生
活
習
慣
病
予
防
教
室

〜
痩
せ
や
す
い
体
を
作
ろ
う
！
〜

日
時　

５
月
10
日
㈭ 

午
後
１
時
〜
２
時

場
所　

３
階
大
会
議
室

内
容
・
講
師　
「
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
代
謝
ア
ッ
プ
！
」
理
学
療
法
士
、「
な

ぜ
太
る
？
食
べ
す
ぎ
で
し
ょ
う
⁉
あ
な

た
の
適
正
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
か
ら
原
因
究

明
し
よ
う
！
」
栄
養
士

問
合
先　

地
域
医
療
連
携
室

※
申
込
不
要
、
受
講
無
料 

■
市
民
大
学
健
康
講
座 

５
月
例
会

「
人
生
１
０
０
年
時
代
の
過
ご
し
方
」

〜
ひ
ざ
関
節
・
股
関
節
と

う
ま
く
付
き
合
う
ヒ
ケ
ツ
〜

　

病
気
の
予
防
・
治
療
に
つ
い
て
健
康

講
座
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
健
康

相
談
も
行
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
19
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

３
階
大
会
議
室

講
師　

薮
野
亙
平
（
整
形
外
科
部
長
兼

人
工
関
節
セ
ン
タ
ー
長
）、
澤
田
典
与

司
（
整
形
外
科
医
長
兼
人
工
関
節
セ
ン

タ
ー
）、
栗
山
泰
典
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科 

理
学
療
法
士
）

問
合
先　

地
域
医
療
連
携
室

※
申
込
不
要
、
受
講
無
料

（
市
役
所
本
庁
舎
南
側
）

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
民

定
員　
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
初
め
て
の
人
優
先

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

申
込　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
服
装
は
動
き
や
す
い
も

の
で 相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他
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文
化
・
教
養

福　

祉

福　

祉

い
ず
み
さ
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
３・
３
５
３
０

　

子
育
て
の
手
助
け
が
必
要
な
と
き
に

備
え
て
、
ぜ
ひ
入
会
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。　

※
登
録
無
料

登
録
手
続
場
所

　

フ
ァ
ミ
サ
ポ
（
講
座
会
場
）、
子
育

て
支
援
課
、
４
ヵ
月
・
１
歳
６
ヵ
月
健

康
診
査
会
場
（
健
診
セ
ン
タ
ー
）

健　

康
（
つ
づ
き
）

健　

康
（
つ
づ
き
）

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー

☎
Fax
４
６
９・
７
１
２
５

■
眼
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り

〜
視
機
能
の
改
善
が

認
知
症
の
予
防
に
つ
な
が
る
〜

　

自
分
で
で
き
る
眼
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

方
法
や
目
薬
の
差
し
方
な
ど
を
学
び
ま

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

５
月
19
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

吉
井　

泉
さ
ん
（
大
阪
府
立
大

学
高
等
教
育
推
進
機
構 

准
教
授
）

持
ち
物　

日
ご
ろ
使
用
し
て
い
る
メ
ガ

ネ
や
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

申
込　

５
月
２
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
１
歳
〜
就

学
前
）
あ
り
、希
望
者
は
申
込
時
に
（
５

月
11
日
㈮
締
切
） 

■
女
性
の
た
め
の
デ
ト
ッ
ク
ス
ヨ
ガ

　

身
体
の
中
に
溜
ま
っ
た
毒
素
や
老
廃

物
の
排
出
を
促
す
デ
ト
ッ
ク
ス
ヨ
ガ

で
、
身
体
も
心
も
ス
ッ
キ
リ
！
自
宅
で

簡
単
に
で
き
る
ヨ
ガ
も
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

５
月
27
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

女
性

定
員　

14
人
（
先
着
順
）

講
師　

丸
橋
温
恵
さ
ん
（
い
ず
み
さ
の

男
女
共
同
参
画
ひ
ろ
め
隊
登
録
講
師
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、飲
料
水
、ヨ
ガ
マ
ッ

ト
（
あ
る
人
の
み
）

※
服
装
は
運
動
の
で
き
る
も
の
で

申
込　

５
月
２
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
１
歳
〜
就

学
前
）
あ
り
、希
望
者
は
申
込
時
に
（
５

月
18
日
㈮
締
切
） 各

種
健
康

■
Ｎ
ｅ
ｗ
！ 

健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室

「
ス
ト
レ
ス
と
甘
い
も
の
」

〜
食
べ
た
く
な
る
の
に
は

理
由
が
あ
る
！
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

体
の
仕
組
み
が
分
か
る
お
話
と
呼
吸

法
の
実
習
で
す
。

日
時　

５
月
28
日
㈪ 

午
前
10
時
〜
11
時

対
象　

お
お
む
ね
50
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

堀
田
笑
子
さ
ん

持
ち
物　

飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
大

き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル
）

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で
（
ス

カ
ー
ト
不
可
） 

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

５
月
２
日
㈬

以
降
に
本
人
が
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
南
部

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館
（
☎
４
６
６
・

１
６
４
１ 

Fax
４
６
６
・
４
７
４
４
）
へ

※
受
講
無
料

■
第
２
回 
ロ
ー
ト
健
康
ミ
ニ
フ
ェ
ス
タ 

in 
り
ん
く
う
タ
ウ
ン

　

わ
く
わ
く
楽
し
い
健
康
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
27
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

メ
デ
ィ
カ
ル
り
ん
く
う
ポ
ー
ト

（
り
ん
く
う
往
来
南
３
番
地
の
41
）

内
容　

健
康
測
定
会(

血
流
測
定
・
骨

密
度
ほ
か 

各
２
０
０
円)

、ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
体
験
、
脳
ト
レ
ゲ
ー
ム
、
商
品
サ
ン

プ
ル
配
布
、
ジ
ュ
ー
ス
・
新
鮮
野
菜
販

売
な
ど

イ
ベ
ン
ト
（
申
込
要
）・
時
間
・
定
員
（
先

着
順
）・
参
加
費

●
姿
勢
が
良
く
な
る
骨
盤
＆
足
の
簡
単

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
…
午
後
１
時
〜
２
時
・

20
人
・
５
０
０
円

●
お
口
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
「
歯
周
病
は

万
病
の
も
と
だ
っ
た
」
…
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分
・
40
人
・
参
加
無
料

●
Ｉ
Ｇ
Ｔ
ク
リ
ニ
ッ
ク
見
学
会
…
午
前

11
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
2
時
〜
2
時

30
分
・
各
10
人
・
参
加
無
料

申
込
・
問
合
先　

平
日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
に
電
話
で
㈱
り
ん
く
う
メ
デ
ィ

カ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
健
康
フ
ェ
ス
タ

係
（
☎
０
５
０
・
７
１
１
２・
３
８
６
０ 

ｅ
メ
ー
ル
：rinku.m
edical.m

gt@
gm

ail.com

）
へ 

■
ベ
ビ
ー
タ
ッ
チ
ケ
ア
＆

「
天
然
の
香
り
」
ア
ロ
マ
ス
プ
レ
ー

開
催
日　

５
月
24
日
㈭

【
ベ
ビ
ー
タ
ッ
チ
ケ
ア
】

　

赤
ち
ゃ
ん
に
触
れ
る
こ
と
で
、
親
子

の
絆
が
深
ま
り
ま
す
。

時
間　

午
前
10
時
45
分
〜
正
午

対
象　

２
〜
８
ヵ
月
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん

と
保
護
者

定
員　

８
組
（
先
着
順
）

参
加
費　

８
０
０
円

（
会
員
６
０
０
円
・
当
日
入
会
可
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル

【
お
茶
会
】

〜
育
児
の
「
あ
る
あ
る
話
」
で

リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
〜

時
間　

正
午
〜
午
後
１
時

対
象　

子
育
て
中
の
人

茶
菓
子
代　

１
０
０
円

（
タ
ッ
チ
ケ
ア
参
加
者
は
無
料
）

※
必
要
な
人
は
弁
当
持
参
で
。
参
加
・

出
入
り
自
由
。
身
長
と
体
重
が
自
由
に

計
測
で
き
ま
す
。

【
天
然
の
香
り
のア

ロ
マ
ス
プ
レ
ー
作
り
】

　

自
分
の
好
き
な
香
り
を
選
ぶ
こ
と
が

出
来
ま
す
（
天
然
成
分
か
ら
作
ら
れ
た

香
り
を
使
用
）。

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

参
加
費　

８
０
０
円

（
会
員
６
０
０
円
・
当
日
入
会
可
）

い
ず
れ
も

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

講
師　

き
た
が
わ 

ひ
ろ
み 

さ
ん

（
Ｋ
Ａ
Ｆ
認
定
講
師
）

申
込　

５
月
７
日
㈪
以
降
の
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
に
電
話
で

■
お
母
さ
ん
の
憩
い
の
場

M
am
m
a caff è

「SO
RRISO

 BEA
TO

」（
ソ
ッ
リ
ー
ソ
・
ベ
ア
ー
ト
：

至
福
の
微
笑
）

　

子
ど
も
を
連
れ
て
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
！

子
育
て
の
情
報
提
供
も
行
い
ま
す
。

日
時　

５
月
18
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
２
時（
出
入
り
自
由
）

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象　

妊
娠
中
・
育
児
中
の
人

参
加
費　

２
０
０
円

（
会
員
１
０
０
円
・
当
日
入
会
可
）

持
ち
物　

弁
当
（
必
要
な
人
）

※
申
込
不
要 

相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他

※各施設の受付時間は、27ページをご覧ください。
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文
化
・
教
養

福　

祉
（
つ
づ
き
）

福　

祉
（
つ
づ
き
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ーつ

く
し
ん
ぼ

☎
４
６
９・
０
６
６
０

Fax
４
６
９・
０
６
７
０

各
種
福
祉

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
・
関
心
の
あ

る
人
は
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
23
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
追
加
募
集

　

春
の
火
曜
日
・
水
曜
日
コ
ー
ス
に
若

干
の
空
き
が
あ
り
ま
す
。
親
子
で
い
ろ

ん
な
遊
び
を
し
て
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

開
催
日　

５
月
８
日
〜
６
月
19
日
の
毎
週
火
曜
日

５
月
９
日
〜
６
月
20
日
の
毎
週
水
曜
日

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

２
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

申
込　

５
月
１
日
㈫
以
降
の
平
日 

午

前
10
時
〜
午
後
４
時
に
直
接
ま
た
は
電

話
で

※
先
着
順 

■
あ
そ
び
の
広
場

〜
リ
ズ
ム
遊
び
と
リ
ト
ミ
ッ
ク
〜

日
時　

６
月
１
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
防
災
に
つ
い
て
の
連
続
講
座（
全
２
回
）

〜
毎
日
の
生
活
に
防
災
を
〜

日
時　

①
６
月
５
日
㈫ 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

②
６
月
28
日
㈭ 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
子
育
て
講
座

〜
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
〜

　

お
気
に
入
り
の
写
真
を
可
愛
く
ア
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
27
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

サ
ー
ク
ル
フ
ォ
ト
デ
コ

材
料
費　

６
０
０
円

申
込　

５
月
14
日
㈪
以
降
の
平
日 

午

前
９
時
〜
午
後
４
時
に
直
接
ま
た
は
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
一
時
保
育
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時

に 場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　

①
非
常
食
を
食
べ
て
み
よ
う

②
あ
な
た
の
非
常
持
ち
出
し
袋
を
考
え

よ
う

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

お
や
と
こ
ら
い
ぶ
ね
っ
と 

マ

マ
防
災
リ
ー
ダ
ー
（
防
災
士
）

受
講
料　

４
０
０
円

申
込　

５
月
７
日
㈪
以
降
の
平
日 

午

前
９
時
〜
午
後
４
時
に
直
接
ま
た
は
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
一
時
保
育
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時

に

■
親
子
が
ふ
れ
あ
う
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
体
験
講
座
（
全
３
回
）

　

マ
マ
同
士
の
情
報
交
換
や
交
流
も
で

き
ま
す
。

日
時　

５
月
25
日
㈮
・
29
日
㈫
、
６
月

６
日
㈬ 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

生
後
２
ヵ
月
〜
１
歳
の
赤
ち
ゃ

ん
と
お
母
さ
ん

定
員　

８
組
（
先
着
順
）

■
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
会

　

社
会
参
加
と
自
ら
の
生
き
が
い
・
健

康
づ
く
り
の
た
め
に
、
介
護
施
設
な
ど

で
話
し
相
手
や
行
事
補
助
な
ど
の
活
動

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

５
月
23
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
跡
）

内
容　

介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い

て
、
認
知
症
の
理
解 

他

対
象　

介
護
保
険
の
事
業
対
象
者
、
要

介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
い

65
歳
以
上
の
市
民

申
込
・
問
合
先　

５
月
16
日
㈬
ま
で
に

泉
佐
野
市
社
協
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
４
６
４
・
２
９
７
７ 

Fax
４
６

２・
５
４
０
０
）
へ 

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室
（
予
約
制
）

　

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
家
族
の
た
め

に
、
助
産
師
に
よ
る
話
や
赤
ち
ゃ
ん
の

お
風
呂
の
入
れ
方
の
実
習
を
し
ま
す
。

日
時　

５
月
27
日
㈰ 

午
後
１
時
〜
４
時

（
受
付
：
午
後
０
時
45
分
〜
）

場
所　

健
診
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
本
庁
舎
南
側
）

定
員　

14
組
（
先
着
順
）

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込
・
問
合
先　

健
康
推
進
課

 

※
受
講
無
料

■
認
知
症
カ
フ
ェ

【
認
知
症
カ
フ
ェ 

に
こ
ぐ
さ
】

　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報
交

換
、
家
族
同
士
の
交
流
の
場
と
し
て
利

用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
茶
話
会
形
式

の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
カ
フ
ェ
で
す
。

日
時　

５
月
11
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

認
知
症
カ
フ
ェ 

に
こ
ぐ
さ
（
鶴
原
２
丁
目
５
番
30
号 

☎
４
５
８
・
６
２
３
０
）

※
駐
車
場
あ
り
。
ド
リ
ン
ク
を
１
０
０

円
で
提
供
し
ま
す
。

【
お
し
ゃ
べ
り
広
場　

も
み
の
木
】

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
ふ
ら
り
と
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
水
〜
金
曜
日

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所
・
問
合
先　

も
み
の
木
の
い
え

（
羽
倉
崎
３
丁
目
８
番
１
号 

☎
０
９
０
・

３
８
７
３
・
１
７
６
９
〔
ヤ
ジ
〕）

※
申
込
不
要
。
飲
み
物
（
お
菓
子
付
）

を
１
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。

（
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
跡
）

申
込
・
問
合
先

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
☎
４
６
４
・
２
２
５
９
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
館
は

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
で
す
。

講
師　

上
之
郷
谷
邦
枝
さ
ん
（
お
や
と

こ
ら
い
ぶ 

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
師
）

受
講
料　

３
，
０
０
０
円

（
資
料
、
オ
イ
ル
代
含
む
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
赤
ち
ゃ
ん
の

飲
み
物
、
お
気
に
入
り
の
お
も
ち
ゃ

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

５
月
７
日
㈪

以
降
に
受
講
料
を
持
参
し
北
部
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
本
館
・
北
部
公
民
館
（
☎

４
６
４・５
７
２
５ 

Fax
４
６
９・
２
２
８

４
） 

へ
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
21
日
㈪
ま
で

※
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
仮
申
込
可

相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他

※各施設の受付時間は、27ページをご覧ください。
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文
化
・
教
養

福　

祉
（
つ
づ
き
）

福　

祉
（
つ
づ
き
）

相　

談

相　

談

※各施設の受付時間は、27ページをご覧ください。

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

■
さ
の
キ
ッ
ズ

「
第
９
回お

さ
が
り
リ
サ
イ
ク
ル
（
春
夏
）」

　

ま
だ
キ
レ
イ
だ
け
ど
不
要
に
な
っ
た

服
を
必
要
な
服
に
無
料
交
換
で
き
ま

す
。
本
や
物
品
の
交
換
も
で
き
ま
す
。

日
時　

５
月
31
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

市
指
定
ゴ
ミ
袋
10
ℓ

持
込
・
持
帰
り
の
注
意
事
項

●
持
ち
帰
り
制
限
あ
り
。
市
指
定
ゴ
ミ

袋
10
ℓ
１
袋
ま
で
。
た
だ
し
、
マ
タ
ニ

テ
ィ
服
な
ど
袋
に
入
れ
な
く
て
も
い
い

物
が
あ
り
ま
す
。

●
服
（
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ビ
ー
・
子
ど

も
限
定
）、
本
（
絵
本
・
図
鑑
な
ど
の

児
童
書
籍
）
は
申
込
不
要

■
第
７
回

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〜
楽
し
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

ふ
れ
よ
う
！
〜

日
時　

６
月
２
日
㈯

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

場
所　

い
こ
ら
も
〜
る
泉
佐
野

臨
時
駐
車
場

内
容

●
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
…
あ
お
い
保
育

園
の
園
児
達
に
よ
る
出
し
物
や
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
、
音
楽
の
生
演
奏
な
ど

●
模
擬
店
…
や
き
そ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
、
か
き
氷
、
綿
菓
子
、
飲
み
物
な
ど

●
体
験
コ
ー
ナ
ー
…
車
椅
子
体
験
や
、

■
府
立
佐
野
支
援
学
校

「
第
46
回 

運
動
会
」

　

一
生
懸
命
に
練
習
を
重
ね
て
き
た
演

技
・
競
技
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
９
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
50
分

※
雨
天
時
は
６
月
12
日
㈫
に
開
催

場
所
・
問
合
先　

府
立
佐
野
支
援
学
校

（
☎
４
６
７
・
２
２
５
２
）

※
学
校
周
辺
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。 

■
愛
の
献
血

　

４
０
０
ml
献
血
限
定
で
す
。

【
市
役
所
】

日
時　

５
月
17
日
㈭ 
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

【
佐
野
記
念
病
院
】

日
時　

５
月
30
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

問
合
先　

障
害
福
祉
総
務
課

●
物
品
（
赤
ち
ゃ
ん
用
品
・
お
も
ち
ゃ

な
ど
）
は
、
会
場
に
て
指
定
申
込
用
紙

を
記
入
し
、
残
っ
た
場
合
は
当
日
引
き

取
り
可
能
な
人
で
、
１
人
３
品
ま
で

●
持
込
み
品
は
す
べ
て
汚
れ
、破
損
厳
禁
。

状
態
に
よ
り
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
く
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

い
ず
み
さ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
３
・

３
５
３
０
）

※
申
込
不
要
。
当
日
は
ス
タ
ッ
フ
の
指

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
持
ち
込
む
服

な
ど
が
な
い
人
も
無
料
で
自
由
に
持
ち

帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
泉
州
地
域

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

15
歳
〜
40
歳
未
満
の
働
い
て
い
な
い

人
や
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
就
労
支

援
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
し
ご
と
の
相
談
】

●
泉
州
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
出
張
相
談
）
…
月
〜
土
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

●
阪
南
市
（
阪
南
市
役
所
市
民
部
商
工

労
働
観
光
課
内
）
…
火
曜
日 

午
前
10

時
〜
午
後
５
時

●
和
泉
市
（
和
泉
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
南
棟

２
階
相
談
室
）
…
木
曜
日 

午
前
10
時

〜
午
後
６
時

●
岸
和
田
市
（
岸
和
田
市
立
産
業
会
館

内
）
…
第
１･

３
〜
５
金
曜
日 

午
前
10

時
〜
午
後
５
時

●
泉
大
津
市（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
内
）

…
第
１･

３･

５
日
曜
日 

午
前
10
時
〜

午
後
５
時

【
こ
こ
ろ
の
相
談
】

日
時　

月
〜
土
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

月
〜
土
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
７
時
（
祝
・
休
日
、
年

末
年
始
除
く
）
に
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、ｅ
メ
ー

ル
で
泉
州
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館

内 

☎
４
６
４・０
０
０
２ 

Fax
４
６
４・０
１

５
４ 

ｅ
メ
ー
ル
：np

o
@
o
yw

s.co
m

）へ

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.oyw

s.com
/sapportstatio

n/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

■
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

「
特
設
人
権
相
談
」

　

基
本
的
人
権
の
尊
重
が
社
会
生
活
で

実
現
さ
れ
る
よ
う
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
が
、
人
権
相

談
や
人
権
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時　

６
月
１
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

市
役
所

問
合
先　

人
権
推
進
課

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

■
子
ど
も
新
体
操
体
験
講
座

　

フ
ラ
フ
ー
プ
を
使
っ
て
音
楽
に
合
わ

せ
て
踊
り
ま
し
ょ
う
！

日
時　

５
月
27
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

対
象　

３
歳
〜
小
学
４
年
生

※
保
護
者
同
伴
可

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

松
嶋
由
貴
子
さ
ん

（
泉
佐
野
市
体
操
協
会 

理
事
）

持
ち
物　

飲
料
水
、
タ
オ
ル

※
服
装
は
運
動
の
で
き
る
も
の
で

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

５
月
８
日
㈫

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
長
南
公
民
館

（
☎
４
６
５
・
０
７
８
６ 

Fax
４
６
５
・
１

１
０
３
）
へ 

。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
19

日
㈯
ま
で　

※
受
講
無
料

▲newsさの
キッズFace
book  QR
コード

手
話
体
験
、
高
齢
者
疑
似
体
験

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
パ
ネ
ル
展
示
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
お
楽
し
み
抽
選
会

問
合
先　

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
４
６
４
・
２
２
５
９ 

Fax
４
６
２・
５

４
０
０
）　

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
第
25
回 

ま
な
び
講
座

日
時　

８
月
９
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森 

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
（
変
更
の
場
合
あ
り
）

定
員　

２
５
０
人
（
先
着
順
）

資
料
代　

５
０
０
円

申
込
・
問
合
先　

５
月
10
日
㈭
ま
で
に

氏
名
、所
属
、電
話
番
号
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
ｅ
メ
ー
ル
で
ま
な
び
講
座
実
行
委
員

会
（
☎
４
６
４・
２
５
２
６ 

Fax
４
６
３
・

２
１
４
７ 

ｅ
メ
ー
ル
：m

anabikouz
a2006@

gm
ail.com

）
へ

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他
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文
化
・
教
養

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

歴　

史

歴　

史

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

歴
史
館
い
ず
み
さ
の

☎
４
６
９
・
７
１
４
０

Fax
４
６
９
・
７
１
４
１

泉
佐
野
ふ
る
さ
と
町
屋
館

（
旧
新
川
家
住
宅
）

☎
Fax
４
６
９・
５
６
７
３

※各施設の受付時間は、27ページをご覧ください。

■
土
曜
れ
き
し
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
か
ぶ
と
・
こ
い
の
ぼ
り
を
つ
く
ろ
う
！
」

　

お
り
紙
や
ま
ゆ
玉
で
、
か
ぶ
と
と
こ
い

の
ぼ
り
を
つ
く
り
ま
す
。
色
を
塗
っ
た

り
飾
り
を
つ
け
た
り
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
か
ぶ
と
や
こ
い
の
ぼ
り
を
つ
く
っ

て
み
よ
う
。

※
材
料
が
な
く
な
り
次
第
終
了

日
時　

５
月
６
日
㈰ 

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※
申
込
不
要
、 

参
加
無
料
。
未
就
学
児

は
保
護
者
同
伴
で

■
春
季
館
長
講
演
会 

シ
リ
ー
ズ
歴
史
・

考
古
学
の
世
界 

古
代
の
都
と
寺
々
③

「
天
皇
勅
願
大
寺
を
考
え
る
」

〜
大
安
寺
・
大
官
大
寺
・
百
済
寺
〜

日
時　

５
月
19
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
歴
史
学
講
座
「
陰
陽
道
史
概
論
」

〜
第
１
回 

陰
陽
寮
の
設
置
〜

日
時　

５
月
15
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

講
師　

細
田
慈
人
（
当
館
学
芸
員
）

参
加
費　

２
０
０
円
（
資
料
代
）

申
込　

直
接
ま
た
は
電
話
で 

■
古
文
書
講
座
応
用
編

「『
政
基
公
旅
引
付
』
を
読
む
」

〜
第
１
回 

政
基
出
立
〜

日
時　

５
月
26
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

講
師　

細
田
慈
人
（
当
館
学
芸
員
）

資
料
代　

３
０
０
円

 

申
込　

４
月
26
日
㈭
以
降
に
直
接
ま
た

は
電
話
で

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

講
師　

田
邉
征
夫
（
当
館
館
長
）

申
込　

直
接
ま
た
は
電
話
で

※
参
加
無
料 

■
小
・
中
学
生
の
陶
芸
体
験

　

ペ
ン
立
て
を
つ
く
り
ま
す
。

※
小
学
１
〜
３
年
生
は
保
護
者
同
伴
で

日
時　

５
月
19
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

申
込　

５
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰
の
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
に

■
恒
例
朝
市

日
時　

５
月
19
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
ふ
ろ
し
き
手
づ
く
り
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　

５
月
19
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
新
川
家
教
室

●
木
彫
り
教
室
…
５
月
11
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

●
仕
舞
・
謡
曲
…
５
月
15
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

●
フ
ル
ー
ト
教
室
…
５
月
10
日
㈭
・
17

日
㈭ 

午
後
１
時
30
分
〜

●
着
付
教
室
…
５
月
17
日
㈭

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

申
込　

開
催
日
の
３
日
前
ま
で

■
日
根
対
山
の
襖
絵

　

旧
新
川
家
住
宅
の
座
敷
で
、
静
か
な

ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
31
日
㈭
〜
6
月
３
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
申
込
不
要
、
入
場 

無
料

日
根
対
山
（
１
８
１
３
〜
６
９
年
）

…
湊
生
ま
れ
。
後
に
京
都
画
壇
の
一

翼
を
担
っ
た
文
人
画
家

■
憲
法
週
間
行
事

「
後
見
制
度
説
明
会
」

〜
知
っ
ト
ク
！
な
っ
ト
ク
！成

年
後
見
〜

日
時　

５
月
23
日
㈬

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

場
所　

大
阪
家
庭
裁
判
所
８
階
大
会
議

室
（
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
４
丁
目
１

番
13
号
）

対
象　

成
年
後
見
制
度
を
利
用
し
て
い

な
い
人

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先　

５
月
９
日
㈬
以
降

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
除
く
）
に
電
話
で
大
阪

■
小
学
生

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
キ
ャ
ン
プ
②

　

１
泊
２
日
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま

す
。
野
外
料
理
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
！ 

日
時　

６
月
16
日
㈯ 

午
前
10
時
集
合
〜

６
月
17
日
㈰ 

午
後
３
時
解
散
（
予
定
）

集
合
・
解
散
場
所　

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館

場
所　

稲
倉
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

定
員　
24
人（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

１
，５
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

申
込
・
問
合
先　

５
月
29
日
㈫
〜
６
月

８
日
㈮
（
必
着
）
に
ハ
ガ
キ
の
裏
面
に

住
所
、
氏
名
（
よ
み
が
な
）、
性
別
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
小
学
校
名
、

学
年
を
記
入
し
、
〠
５
９
８
・
０
０
７

１ 

鶴
原
１
０
１
６
番
地
の
１ 

北
部
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
体
育
分
館
（
☎
４
６

４
・
８
７
４
５
）
へ

※
複
数
の
応
募
や
連
名
で
の
応
募
な

ど
、
記
載
内
容
に
不
備
が
あ
る
場
合
は

無
効
。
結
果
は
封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

■
京
都
大
学
複
合
原
子
力
科
学
研
究
所

学
術
公
開

開
催
日　

５
月
７
日
、
６
月
11
日
、
７

月
２
日
、
８
月
６
日
、
９
月
10
日
、
10

月
22
日
、
11
月
12
日
、
12
月
10
日
、
来

年
１
月
７
日
、
２
月
４
日
、
３
月
４
日

（
い
ず
れ
も
月
曜
日
）

時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

希
望
日
の
４

週
前
の
月
曜
日
ま
で
に
団
体
名
、
人
数
、

責
任
者
、
連
絡
先
を
記
入
し
、
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ｅ
メ
ー
ル
で
〠
５
９
０・
０
４

９
４ 

熊
取
町
朝
代
西
２
丁
目 

京
都
大
学

複
合
原
子
力
科
学
研
究
所
総
務
掛 

☎
４

５
１・
２
３
０
０ 

Fax
４
５
１・
２
６
０
０ 

ｅ
メ
ー
ル
：kengaku18@

rri.kyoto
-u.ac.jp

）
へ

※
当
日
は
運
転
免
許
証
な
ど
顔
写
真
付

き
の
身
分
証
明
書
か
健
康
保
険
証
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
小
学
生
以
下
の
入

構
に
は
、
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.rri.kyoto-u.ac.jp/events/eve

nts-cat/sci_open

）
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
（
☎
06
・

６
９
４
３
・
５
６
９
２
）
へ

※
１
回
の
電
話
で
３
人
ま
で
予
約
可

相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他
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くらしの情報掲示板くらしの情報掲示板

泉佐野市社会福祉協議会
善意銀行（3月受付分）

●10万円　人生道場

採用・募集採用・募集

レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさの
ボランティア

　歴史や博物館に興味のある人
は、ぜひ登録してください。随時、
受付しています。
活動期間　来年3月31日まで

（1年ごとに登録更新）
内容　ワークショップ、展示作業、
講演会などの当館が行う各種事業
の補助など
資格　歴史や博物館に興味と熱意
があり、ｅメールなどで情報交換
ができる満18歳以上の人
申込・問合先　直接または電話で
レイクアルスタープラザ・カワサ
キ歴史館いずみさの（☎469-714
0 Fax469-7141）へ 

泉佐野オリジナル
ちぬうみ創生神楽メンバー
　基礎から丁寧に指導し、観光客
を対象に公演などを行う予定で
す。随時募集（見学・体験可）し
ています。
練習日時　第2・4木曜日

午後6時～8時30分（予定）
※練習日は変更する場合あり
場所　りんくうパピリオ星の広場

（りんくうタウン駅ビル内）
内容
●演者（神武東征鉾立之舞、衣通
姫之舞、蟻通神楽など）
●奏者（太鼓・篠笛・鉦など）
●ボランティアスタッフ（ワーク
ショップや公演のお手伝い）
対象　幼児～成人
※初心者歓迎
会費　月額300円
※中学生以下無料
申込・問合先　
（一社）泉佐野シティプロモーショ
ン推進協議会（☎477-4428） 

工業統計調査
　6月1日現在で、従業者4人以上
のすべての製造事業所を対象に実
施します。この調査は、工業の実

傍聴できます
　当日、開催場所にて会議開始時
刻30分前から受付します。
※日時・場所については変更する場
合がありますのでご注意ください。
【泉佐野市国民健康保険運営協議会】
日時　5月10日㈭ 
　　　午後1時30分～
場所　市役所4階庁議室
議題　平成29年度決算見込につい
て など
定員　5人（先着順）
開催担当課 　国保年金課

府立少年自然の家
バーベキューガーデン奥貝塚
　自然の中のバーベキュー場です。
利用可能日時　
年末年始を除く 午前10時～午後5時
定員　60人
料金（日帰り）　4歳～中学生160
円（府外200円）、高校生以上310
円（府外400円）
場所・申込・問合先　電話、FAX
で大阪府立少年自然の家（貝塚市
木積字秋山長尾3350 ☎478-8331 
Fax478-8335）へ

大阪府 離職者等再就職訓練
受講生募集（8月開講）

【ひとり親家庭の父母優先枠付】
【託児付】

①医療・調剤事務科（3ヵ月）
日時　8月1日㈬～10月31日㈬
　　　午前10時～午後4時40分
②パソコン事務＋Web科（3ヵ月）
日時　8月1日㈬～10月31日㈬

午前9時50分～午後4時20分
③経理事務科（4ヵ月）
日時　8月1日㈬～11月30日㈮

おもてなしボランティア
スタッフ

　市内を訪れる外国人旅行者を中
心に、泉佐野まち処などで情報提
供をしていただくボランティアス
タッフを随時募集しています。

※随時「泉佐野 まち処」で見学可
資格　次のすべてを満たす人
●15歳以上である（中学生を除く）
●基本的なパソコンスキルがある
●泉佐野に興味がある
●外国人へのおもてなしに興味が
ある
●協調性を持って積極的に取り組
める
活動時間
●泉佐野 まち処（上町3丁
目8-12）での活動
・午後1時～4時
・午後4時～8時
・午後8時～11時
●物産品展などでの品物販売のお
手伝い
・午前10時～午後5時
・午後1時～7時
申込・問合先　
（一社）泉佐野シティプロモーショ
ン推進協議会（☎477-4428）
※交通費1日最大800円のほか、活
動時間に応じて「さのぽ」ポイン
トを進呈します。 

　　　午前10時～午後4時30分
※土・日曜日、祝日は休講
場所　①ヒューマンアカデミー梅
田校（大阪市北区万歳町４丁目12
番 浪速ビル東館８階）
②③SBキャリアカレッジ梅田校
（大阪市北区梅田１丁目１番３号 
大阪駅前第３ビル17階）
※優先枠申込資格の該当について
はハローワークでご確認ください。
優先枠に該当しない人であっても
一般枠で申込できます。
選考試験　6月27日㈬・筆記試験
（国語・数学）、個別面接
※一時保育（6ヵ月～就学前）あり
申込　5月25日㈮～6月12日㈫に
原則として居住地を管轄するハ
ローワークへ
問合先　大阪府商工労働部人材育
成課（☎06-6210-9530 http://
www.pref.osaka.lg.jp/nokai/
c-kyuusyoku/c300-nr29.html） 

態を明らかにすることを目的とし
た統計法に基づく報告義務がある
基幹統計調査です。調査結果は、
中小企業施策や地域振興などの基
礎資料として活用されますので、
ご理解ご協力を お願いします。
※調査票に記入していただいた内
容は、統計作成の目的以外（税の
資料など）に使用することは絶対
にありません。
問合先　政策推進課

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇
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採用・募集採用・募集

市立こども園
臨時的任用職員・臨時嘱託員

（パート）登録
【臨時的任用職員】
勤務日時　月～金曜日（祝・休日
除く） 午前8時45分～午後5時15分
※土曜日勤務の場合あり
月給　180,900円

【臨時嘱託員】
勤務日時　月～土曜日（祝・休日
除く、月～金曜日の内1日休み） 午
前9時～午後4時15分（土曜日は正
午まで）
時給　1,351円
※その他の日数、時間帯の雇用もあ
り。気軽に問い合わせてください。

いずれも
応募資格　都道府県知事に登録し
保育士証の交付を受けており、幼
稚園教諭免許状（更新修了済み）
を有する人
※いずれかの免許をお持ちの人も
ご相談ください。
勤務日時　早出・遅出の場合あり
申込・問合先　履歴書（写真添付）、
保育士証の写しおよび幼稚園教諭
免許状の写し（該当者は更新講習
修了確認証明書〔写し〕）を持参し
子育て支援課へ
※登録手続きなどで保育士証、幼
稚園免許状が手元にない場合は、
履歴書のみでも仮受付をします。

りんくう総合医療センター
職員

【看護助手】
業務内容　看護師の補助業務、患
者対応など
勤務形態　シフト制
※夜勤のみ、勤務時間に限りがあ
るなどの場合はご相談ください。
申込・問合先　ホームページにあ
る募集要項を確認し、履歴書を郵
送で〠598-8577 りんくう往来北
2-23 りんくう総合医療センター
総務課（☎469-3111 Fax469-7
929）へ
※募集要項はホームページ (http:
//www.rgmc.izumisano.osaka.
jp/jobs/nursing-assistant/)で確
認できます。履歴書には、採用試
験にお越しいただける日（平日午
前9時～午後5時）を複数日ご記入
ください。

「いずみの森」ボランティア
　里山の自然の中で、一緒に心地
よい汗を流してみませんか？稲倉
青少年野外活動センターと稲倉池
の周りに広がる森林「いずみの森」
で、里山の保全・整備活動に参加
してみませんか？
活動日　毎月第2・3木曜日、第4
土曜日（8月除く）
問合先　公益財団法人 大阪みどりの
トラスト協会（☎06-6614-6688 ｅ
メール：midori@ogtrust.jp ホーム
ページ：http://www.ogtrust.jp） 

市 任期付短時間勤務職員
【旅券事務職員】
採用予定人数　1人
業務内容　一般旅券発給事務に関
する業務、その他市民課に関する
業務（窓口対応含む）
受験資格　パソコン（ワード・エ
クセル）ができる人

【戸籍事務職員】
採用予定人数　2人
業務内容　戸籍届出などの受付業
務（窓口対応含む）、戸籍届出確
認などの事務関係業務、その他市
民課に関する業務
受験資格　パソコン（ワード・エ
クセル）ができる人

【住居表示事務職員】
採用予定人数　1人
業務内容　住居表示に関する業務、
その他市民課に関する業務（窓口
対応含む）
受験資格　パソコン（ワード・エ
クセル）ができる人

【保健師・看護師（健康推進課）】
採用予定人数　4人
業務内容　健康推進課における保
健予防事業、その他これに関連す
る業務
受験資格　保健師助産師看護師法
による保健師免許、看護師免許の
いずれかおよび普通運転免許を有
する人（6月末までに取得見込み
含む）

【家庭児童相談員】
採用予定人数　1人
業務内容　家庭児童相談業務、そ
の他これに関連する業務
※受験資格はホームページをご覧
ください。

いずれも
採用予定日　7月1日
試験日　5月19日㈯（予定）
受付期間　

5月1日㈫～15日㈫（予定）
申込・問合先　人事課
※国籍は問いません。詳しくは問
い合わせてください。募集要項は、
ホームページ（http://www.city.
izumisano.lg.jp/kakuka/somu/
jinji/menu/saiyo.html）からダウ
ンロードもできます。

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-242-7997）へ

広　

告

広

告
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いずみさのフォトニュースいずみさのフォトニュース

タオル筆で描く絵てがみコンクール
　　　3月11日㈰、エブノ泉の森レセプションホールにお
いて「第8回全国タオル筆で描く絵てがみコンクール」の
表彰式・交流会が開催されました。今回は全部で1,937点
の応募があり、北は北海道、南は九州、そして海外からは
アメリカやブラジルからの応募もありました。

全日本少年少女合唱祭全国大会・泉佐野大会が開催
　　　3月24日㈯・25日㈰の2日間にわたり、エブノ泉の
森大ホールにおいて、「第37回全日本少年少女合唱祭全国
大会・泉佐野大会」が市制施行70周年記念事業として本
市で開催されました。少年少女たちの美しい歌声が会場に
響いていました。

大阪体育大学の学生に感謝状
　　　SANOTERA事業を通じて、本市の子どもたちの健
全育成に貢献のあった大阪体育大学の学生たちに、市長よ
り感謝状を贈呈しました。

災害時における福祉避難所施設利用の協定を締結
　　　3月26日㈪、市役所において「災害時における福祉
避難所施設利用に関する協定」の締結式をおこないました。
この協定により、災害時に一般の避難所での生活が困難な
人のために、12の社会福祉法人の18施設を、福祉避難所
として利用させていただくことになりました。

泉佐野南部公園のオープン記念イベントが開催
　　　3月25日㈰、泉佐野南部公園のオープン記念イベン
トが開催され、よさこいの演舞のほか、本市と特産品相互
取扱協定を締結している愛媛県東温市代表チームと
本市代表チームの中学生サッカー親善試合や、本市
小学生の卒業記念サッカー大会も行われました。

在ウガンダ日本国大使に感謝状贈呈
　　　3月26日㈪、在ウガンダ日本国大使館の亀田和明特
命全権大使が泉佐野市役所を表敬訪問されました。本市と
ウガンダ共和国グル市との友好都市提携およびウガンダ共
和国とのホストタウン事業提携に貢献された大使に、千代
松市長より感謝状が贈呈されました。

ふるさと納税返礼品に郵便局のみまもり訪問サービス
　　　3月26日㈪、日本郵便株式会社との協定を締結しまし
た。この協定により、ふるさと（泉佐野市内）で暮らす高齢
者などの体調や生活状況を郵便局員などの訪問により定期的
にお知らせするサービスを、4月から本市のふるさと納税の
返礼品として利用することができるようになりました。

AR
動画

このマークがついている画像は、スマート
フォンなどのアプリをインストールするこ
とで、動画も見ることができます。

※動画を見るには、下記のQRコードより市の
ホ ー ム ペ ー ジ（http://www.city.
izumisano.lg.jp/shiho/AR.html）に
アクセスし、AR（拡張現実）技術を使っ
た無料アプリをダウンロードしてくだ
さい。

AR
動画
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いずみさのフォトニュース ※記念撮影のかけ声は、泉佐野市の特産品「ワタリガニ」で！

　「広報いずみさの」では、市内在住の新婚カップ
ルの写真を募集しています。みなさんのご応募を、
お待ちしています！
対象　泉佐野市に住民票があり、婚
姻から2年以内の新婚カップル
応募・問合先　自治振興課
※対象や応募条件、応募方法など詳
しくは、ホームページ（http://
www.city.izumisano.lg.jp/shiho/
shinkon.html）をご覧ください。

新婚カップルの写真を募集しています!!

泉の森さくらフェスタが開催されました
　　　4月8日㈰、泉の森ホール周辺で「泉の森さくらフェ
スタ2018」が開催されました。本市出身の鉄道タレント、
古谷あつみさんの司会でバトントワリングや吹奏
楽、混声合唱やレストランでのピアノ演奏など、
たくさんのステージが行われました。

消防団泉佐野市役所分団の発足式
　　　4月8日㈰、泉佐野市消防団辞令交付式・市役所分
団発足式が行われました。市役所分団とは、全国的な消防
団員数の減少が課題となっているため、現在の泉佐野市消
防団の中に市役所職員が原則として勤務時間内に活動する
市役所分団を創設するものです。

大木土地改良区が銅章を受賞されました
　　　大木土地改良区が「第59回全国土地改良功労者等
表彰」で「銅章」を受賞され、市役所へ報告に来ていただ
きました。大木土地改良区が中心の「大木農空間保全協議
会」では、農業体験として「さつまいも」や「だいこん」
の収穫体験を実施されています。

今年も泉佐野市は桜が満開でした
　　　今年もエブノ泉の森ホール周辺は満開の桜で彩ら
れ、たくさんの花見客であふれていました。また、大井関
公園では「大井関桜まつり」も開催され、提灯や
短冊で装飾された桜の木が雰囲気を盛り上げてい
ました。

ＪICAシニアボランティアが帰国報告
　　　4月11日㈬、JICA（独立行政法人国際協力機構）から
野球指導のシニアボランティアとしてブラジル・サンパウロ
州マリリア市に派遣されていた與浦幸二さんが、帰国報告で
訪問されました。現地では、寄附いただいた野球道具で、子
どもたちが熱心に野球に取り組んでいる報告がありました。

AR
動画

AR
動画

AR
動画

りんくう公園にモニュメントが誕生！
 　大阪府の宿泊税を財源とした「大阪ストーリープロジェクト事
業補助金」を活用し、りんくう公園四季の泉の横に、恋人たちが
集う新しいモニュメント「LOVE RINKU」が誕生しました！
　このモニュメントは、空港を臨む絶好のビューポイントに位置
し、そこから見える飛行機の出発（離陸）は、「新たな旅立ち」
や「新たなステージへのステップアップ」を連想させます。恋人はもちろ
ん、家族や友人など、大切な人とずっと「つながっていられるように」と
いった思いも込め製作しました。このモニュメントを訪れたたくさんの方々
が、その印として刻印した「LOVE TAG」を取り付けたり、SNSを使って
拡散したり、みなさんに愛されるモニュメントになるよう願っています。
「LOVE TAG」は、りんくうタウン駅内の観光案内所「りんくうまち処」
にて販売しています。
問合先　まちの活性課（☎ 469-3131）
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可燃ごみ量（焼却場搬入量）　　3月分 約3,640ｔ（前年同月比 +4.79+4.79％）

泉佐野市の人のうごき泉佐野市の人のうごき
3月末日現在3月末日現在（前月比）（前月比）

○ 市内人口　100,615人○ 市内人口　100,615人（（－17－17人）人）
○○ 男　　　　  48,518人 男　　　　  48,518人（（－55－55人）人）
○○ 女　　　　  52,097人 女　　　　  52,097人（（++3838人）人）
○○ 世帯数　　  46,305世帯（ 世帯数　　  46,305世帯（+134+134世帯）世帯）
市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢

公式携帯サイト
「泉佐野モバイル市役所」

http://www.city.izumisano.lg.jp/
m/（パソコンからもアクセス可）
※携帯電話等からの閲覧には、情
報量に応じた金額(パケット
通信料)がかかりますのでご
注意ください。

●掲載記事における申込などに
よって市が収集した個人情報は、
その目的以外には使用しません。
●広報いずみさのの広告掲載料
は、広報および公聴業務の円滑な
運営と充実を図るために、基金と
して積み立てています。

　　　青少年海外研修事業 研修生募集
　本市の国際化を担う人材を育成するため、青少年をオー
ストラリアへ派遣しています。現地では英語研修を受ける
とともに、ホームステイによる生活体験や学校訪問など現
地の人たちとの交流を通じて外国の言語や文化を学ぶこと
ができます。ぜひ、参加してください。
派遣先　オーストラリア・クイーンズランド州 サンシャインコースト
期間　7月31日㈫～8月16日㈭（17日間・予定）

募集人数　10人
申込資格（過去、この研修に参加した人を除く）
平成5年4月2日～平成15年4月1日生まれの市内在住者（今
年1月1日以前より本市に住民登録があること）であり、事
前・事後研修、帰国報告会に出席できる人
※詳しくは募集要項をご覧ください。
参加負担金　20万円（渡航研修経費の1/2相当）
※公的扶助者については減免する場合があります。
申込・問合先　募集要項を請求し、5月18日㈮までに学校教育
課へ
※募集要項はホームペー
ジ（http://www.city.i
zumisano.lg.jp/kakuk
a/kyoiku/gakkokyoiku
/menu/seisyounen/）
からダウンロードもでき
ます。

【昨年度参加した研修生のレポートより（抜粋）】
●日本とオーストラリアの両方の素晴らしい部
分、また良くないと思う部分も肌で感じる事が
出来ました。日本でもっと英語を勉強して、も
う一度オーストラリアに行き、今度はホスト
ファミリーと流暢な英語で話したいと思いま
す。（16歳）
●この海外研修を通じて、「自分から行動を起
こさないとなにも始まらないんだ」という気持
ちが強くなり、「自分の意見を持つ大切さ」を
学びました。（15歳）
●2週間と短い期間でしたが、実りのある研修
になりました。オーストラリアの人達と交流す
ることで、異文化に対する興味や理解を深める
ことが出来ました。グローバルに活躍できる人
材になるために、今後も継続して勉強していこ
うと思います。（21歳 ）

りんくうタウン歩き愛です
～音楽を聞きながら歩いて健康になろう！～

　参加証となる「歩き愛ですの歩数計（オムロン
製高性能歩数計）」を持って、自由にチェックポ
イントをまわるウォーキングイベントです。「とっ
ておきの音楽祭 in りんくう大阪」とコラボし、
音楽祭の会場を含む8会場をゆっくり回遊して、
スタンプラリーも楽しんで、抽選で豪華賞品も当
たるお得なイベントです。
開催日　5月27日㈰
スタート受付　午前10時30分～午後0時30分
ゴール・抽選会受付　午後1時～4時
場所　りんくう公園内（石舞台付近）
定員　500人（先着順）
参加費　1,000円（歩数計と参加賞を進呈）
※「歩き愛ですの歩数計」をすでに持っている
人は、当日持参で参加無料
問合先　
（一社）にぎわい夢創りプロ
ジェクト（☎461-4351）
 ※申込不要、雨天決行、荒天
中止

とっておきの音楽祭 in りんくう大阪
　仙台発祥の「とっておきの音楽祭」は、障害のあ
る人もない人も一緒に音楽を楽しみ、音楽のチカラ
で「心のバリアフリー」を目指す音楽祭です。りん
くうタウン春の音楽イベントとして、りんくうタウ
ン駅周辺の6会場で初開催します。歌やダンス、演
奏など、約80組による多種多様なジャンルの音楽
の祭典です。前夜祭ではミニライブと映画「シング」
を上映します。
日時・場所
●前夜祭…5月26日㈯ 午後6時～9時（予定）
　　　　　りんくう公園石舞台
●本祭…5月27日㈰ 午前10時～午後7時（予定）

りんくうプレミアム・アウトレット、りん
くうプレジャータウンシークル、りんく
うパピリオ星の広場、りんくう公園 など

主催　
（一社）にぎわい夢創りプロジェクト
企画運営・問合先　
とっておきの音楽祭 in りんくう大阪実
行委員会事務局（☎461-4351 ｅメー
ル：info@totteoki-rinku-osaka.com）
※観覧無料、雨天決行
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